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 2�  地域経済循環と波及効果 中村良平（岡山大学大学院社会文化科
学研究科・経済学部教授 ） 

 6 山形県新庄市 クーポン券＋日めくりカレンダー＝「クーポレンダー」 齋藤一成

 8 岐阜県可児市 ボランティア活動にポイント、地域通貨に交換 吉田拓矢
 10 滋賀県東近江市 人と人のつながりとあたたかいお金の流れ 滋賀県東近江市まちづくり協働課
 12 島根県出雲市 リアルな人生ゲームで、商店街を元気に 田中　寛
 14 長崎県 スマートフォンを活用した電子地域通貨 髙比良博幸
 16 副基調論文  地域資源を活用した地域経済好循環推進プロジェクト 武井雅樹（総務省地域力創造グループ

地域政策課企画第一係長）

 24 特別寄稿論文  震災復興活動と地域おこし協力隊 稲垣文彦（中越防災安全推進機構震災アー
カイブス・メモリアルセンター長）

 1 巻頭エッセー／ 「希望郷いわて」～復興とふるさと振興の推進 達増拓也（岩手県知事）

　　　　　　　　　　 　地域資源の新たな循環で活性化特　集
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表
紙

長
崎
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
長
崎
県
長
崎
市
）

　
こ
の
お
祭
り
は
、長
崎
新
地
中
華
街
の
人
た
ち
が
、

街
の
振
興
の
た
め
に
、
中
国
の
旧
正
月
（
春
節
）
を

祝
う
行
事
と
し
て
始
め
た
も
の
で
、
も
と
も
と
「
春

節
祭
」
と
し
て
行
っ
て
い
ま
し
た
。
平
成
６
年
か
ら

は
、
長
崎
市
内
の
企
業
や
商
店
街
、
行
政
な
ど
が
参

画
、「
長
崎
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
し
て

規
模
を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。
今
で
は
長
崎
の
冬
を

代
表
す
る
一
大
風
物
詩
と
し
て
全
国
か
ら
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
ま
す
。

　「
２
０
１
７
長
崎
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

は
、平
成
29
年
１
月
28
日（
春
節
）か
ら
２
月
11
日（
元

宵
節
）
の
15
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
期
間

中
は
、中
国
の「
元
宵
節
」に
あ
わ
せ
て
ラ
ン
タ
ン（
中

国
提
灯
）
を
飾
る
風
習
に
習
い
、
市
内
中
心
部
が
約

１
万
５
千
個
に
も
及
ぶ
極
彩
色
の
ラ
ン
タ
ン
な
ど
で

彩
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
龍
踊
り
、
獅
子
舞
、
中
国
雑

技
な
ど
中
国
色
豊
か
な
イ
ベ
ン
ト
が
毎
日
繰
り
ひ
ろ

げ
ら
れ
、
訪
れ
た
皆
様
を
魅
了
し
ま
す
。

　
問
い
合
せ
先
＝
長
崎
市
あ
じ
さ
い
コ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　（
０
９
５
‐
８
２
２
‐
８
８
８
８
）

　（
写
真
提
供
＝
長
崎
市
文
化
観
光
部
観
光
推
進
課
）

●岩手県宮古市 被災者と被災商業者が自立する仕掛け「地域通貨」 佐香英一
●山形県長井市 市民・農家・行政、有機物の市内循環 牛澤和樹
●静岡県吉田町 葬祭事業で地域内資金循環の仕組みをつくる 大石與志実
●岐阜県恵那市 地域通貨で間伐材を買い取り 鈴村今衛
●兵庫県尼崎市 地域通貨で「省エネ」と「地域経済活性化」 加藤　淳
●高知県高知市 架空のまちで稼いだ仮想通貨で現実の買い物 尾崎昭仁

【特集編では基調論文、全11事例を全て掲載～特集編のみに掲載される事例は以下の通り】

Ҡॅ・ఆॅ・ަྲྀਪਐࢧԉۀࣄɹԬݝࢁਅఉࢢ
地域にある資源を活用、持続可能なまちを目指して 河本直貴

ฏ੒ 28೥౓地ํ૑ੜ࣮ફक़ɹژ౎෎ҁ෦ࢢ
地域資源を生かした「京都・あやべスタイル」を体感 杉岡秀紀

ฏ੒ 28೥౓ୈ̔ճ౔೔ूதηϛφʔ
「空き家の現状と対策」をテーマに 
ฏ੒ 28೥࣏ࣗମΞϯςφγϣοϓ࣮ଶௐࠪ
年間売上１億円以上 34 店、北海道は 10 億円超

  グラビア

 31 手前みそですが… 【福岡県那珂川町】
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池田テーマパーク構想

倉田　薫（池田市長）
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地域づくり２月号
2017 年２月１日発行　編集・発行＝一般財団法人地域活性化センター

東京都中央区日本橋 2-3-4 日本橋プラザビル 13 階 電話 03-5202-6131（代）https://www.jcrd.jp/　印刷・製本／株式会社太平印刷社

法律で許可された場合以外に本誌からの無断転載を禁止します
落丁・乱丁はお取り替えします。地域づくり情報課（03-5202-6138）まで、ご連絡下さい。

地方創生「地域プロモーション情報交換会」開催のお知らせ

――  日本橋イベントスペースのご案内  ――
●日本橋イベントスペースとは

●日本橋イベントスペースであなたのまちをＰＲしませんか？

【日　時】２月 24 日（金）14：00 ～ 17：30
【会　場】早稲田大学　日本橋キャンパス　中央区日本橋 1-4-1 コレド日本橋５階
【対　象】自治体職員、当センター会員
【定　員】100 人（定員に達し次第、締切ります）
【講　演】「人をひきつけるパンフレットとは」
   ふるさとパンフレット大賞  受賞団体 ( 上天草市 ) ほか
  「シティプロモーションでまちを変える」
   河井孝仁氏（東海大学教授）　　
  「ＩＣＴ×地方創生～地方の魅力を世界に届けるために～」
   陳内裕樹氏（グーグル㈱広告営業本部 観光立国推進部長）
   津田千枝氏（ＡＰ通信社東京支局）
【申込み方法】
　メールで下記要件をご記入の上お申し込み下さい。申込締切：2 月 17 日（金）
　　件名：地域プロモーション情報交換会参加希望
　　本文：①所属団体名・所属課 ②氏名 ③電話番号 ④メール
　　送付先：kouhou@jcrd.jp    担当：広報室　TEL 03-5202-6137
　　※参加者名簿（所属とお名前掲載）を作成予定ですので、掲載をご希望されない方はご連絡ください。

東京駅八重洲北口より徒歩 4 分
地下鉄銀座線日本橋駅 B3 出口より
徒歩 2 分

　平成 28 年度に引き続き、平成 29 年度も日本橋イベントスペースの提供を予定しております。地域の特産品や観光情
報などを首都圏でＰＲする絶好のチャンスです。ぜひご応募をご検討ください。応募の詳細は、当センターＨＰ（https://
www.jcrd.jp/）でご確認ください。
【問合せ先】
　〒 103-0027　東京都中央区日本橋 2-3-4 日本橋プラザビル 13 階
　担当：地域づくり情報課　TEL：03-5202-6138　FAX：03-5202-0755

　近年、自治体においてもプロモーションは不可欠であり、地域の情報を国内のみならず、海外へも発信することが重要
です。この度は有識者の方を招き、現状や事例、提言を伺い、最新の地域プロモーションを学び、参加者と講師を交えた
情報交換を行います。

　一般財団法人地域活性化センターでは、
全国各地で行われている特産品開発や観
光おこし等の活動が促進されるよう、地
方公共団体等の皆様へ各地域の産品や観
光ＰＲ等を目的としたイベントを実施す
るためのイベントスペース（会場：東京
都中央区日本橋 2-3-4 日本橋プラザビル
1 階南広場【屋外】）を提供しております。

●イベント実施場所
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巻頭エッセー

essayessay

1 2017・２月号

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
津
波
か
ら
６
年

目
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
発
災
以
来
、
国
内
外
の
皆
様
か

ら
多
く
の
温
か
い
御
支
援
や
励
ま
し
を
い
た
だ
き
、
改
め
て
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
第
２
期
復
興
実
施
計
画
に
お
け
る
本
格
復
興
期
間
の

最
終
年
度
と
し
て
、
災
害
公
営
住
宅
や
県
立
病
院
な
ど
の
社
会
資
本

整
備
に
加
え
、
商
店
街
や
商
業
機
能
の
再
生
が
本
格
化
し
て
お
り
、

復
興
計
画
に
掲
げ
た
３
原
則
で
あ
る
「
安
全
の
確
保
」「
暮
ら
し
の

再
建
」「
な
り
わ
い
の
再
生
」は
そ
れ
ぞ
れ
着
実
に
進
展
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
８
月
に
発
生
し
た
台
風
第
10
号
は
、
東
日

本
大
震
災
津
波
の
被
災
地
に
も
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

度
重
な
る
自
然
災
害
に
よ
る
県
民
生
活
等
へ
の
影
響
は
大
き
い
も
の

が
あ
り
、
被
災
者
一
人
ひ
と
り
が
抱
え
る
課
題
に
寄
り
添
い
、
市
町

村
や
国
、
民
間
が
力
を
合
わ
せ
目
に
見
え
る
復
旧
と
復
興
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

復
興
と
並
ぶ
も
う
１
つ
の
重
要
課
題
が
人
口
減
少
に
立
ち
向
か
う

た
め
の
「
ふ
る
さ
と
振
興
」
で
す
。
岩
手
県
で
は
、
一
昨
年
の
10
月

に
「
岩
手
県
ふ
る
さ
と
振
興
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、
人
口
減
少
を

引
き
起
こ
す
様
々
な
「
生
き
に
く
さ
」
を
「
生
き
や
す
さ
」
に
変
え

る
た
め
、「
岩
手
で
働
く
」「
岩
手
で
育
て
る
」「
岩
手
で
暮
ら
す
」

の
３
つ
の
柱
の
も
と
に
10
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
個
人
の
価
値
観
の
多

様
化
に
加
え
、本
県
で
は
東
日
本
大
震
災
津
波
の
被
災
な
ど
に
伴
い
、

都
市
部
・
農
村
漁
村
を
問
わ
ず
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
持
つ
機
能

の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
1
つ
で
あ
る
「
魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
新
た
な
担
い
手
で
あ
る

復
興
支
援
員
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
等
の
人
材
の
受
け
入
れ
を
促
進

す
る
な
ど
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
機
能
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
「
ふ
る
さ
と
移
住
・
定
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
首
都
圏

の
移
住
相
談
窓
口
で
あ
る
「
岩
手
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
へ

の
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
追
加
配
置
に
よ
り
、
就
職
相
談
と
の

一
元
的
な
相
談
対
応
を
強
化
す
る
な
ど
、
岩
手
へ
の
人
の
流
れ
を
創

り
出
し
、
移
住
・
定
住
を
支
援
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
展
開
し
て

い
る
ほ
か
、
岩
手
へ
の
関
心
を
高
め
、
更
な
る
岩
手
フ
ァ
ン
の
拡
大

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
を
は
じ
め
多
く
の
皇
室
の
皆

様
を
お
迎
え
し
、
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
東
日
本
大
震
災
津
波

の
被
災
地
で
初
め
て
と
な
る
希
望
郷
い
わ
て
国
体
、
希
望
郷
い
わ
て

大
会
（
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
両
大
会

を
通
じ
て
、
岩
手
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
の
感
動
を
全
国
に
広
げ
、

復
興
支
援
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
ほ
か
、
お

も
て
な
し
の
心
に
よ
る
交
流
な
ど
、
様
々
な
岩
手
の
良
さ
が
発
揮
さ

れ
、
本
県
を
訪
れ
た
全
国
の
方
々
か
ら
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
岩
手
が
一
丸
と
な
っ
て
両
大
会
を
成
功
さ
せ
た
こ
と
は
、
県
民
に

と
っ
て
自
信
や
誇
り
、
さ
ら
に
は
大
き
な
希
望
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
成
功
を
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
振
興
、
ま
ち
づ
く
り
、
経
済
、

観
光
、
教
育
、
そ
し
て
互
い
に
支
え
合
う
共
生
社
会
の
形
成
な
ど
あ

ら
ゆ
る
県
政
分
野
に
お
い
て
、
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
次
世
代
へ
引
き
継

ぎ
、
県
民
が
心
一
つ
に
郷
土
を
思
い
、
共
に
岩
手
の
未
来
を
創
り
上

げ
て
い
き
ま
す
。

　

本
県
は
、
岩
手
山
や
三
陸
海
岸
な
ど
の
豊
か
で
雄
大
な
自
然
や
、

「
平
泉
の
文
化
遺
産
」
や
釜
石
市
の
橋
野
鉄
鉱
山
を
構
成
資
産
と
す

る
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
２
つ
の
世
界
遺
産
を
は
じ
め

と
す
る
歴
史
文
化
、
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
風
土
や
食
文
化
な
ど
、

多
彩
な
魅
力
に
溢
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
魅
力
あ
ふ
れ
る
本
県

に
、
皆
さ
ま
に
も
是
非
足
を
運
ん
で
触
れ
て
頂
き
、
岩
手
フ
ァ
ン
に

な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

最
後
に
、
岩
手
県
は
、
希
望
郷
い
わ
て
国
体
、
希
望
郷
い
わ
て
大

会
を
通
じ
て
、名
実
と
も
に
全
国
に
認
知
さ
れ
た
「
希
望
郷
い
わ
て
」

と
し
て
、
東
日
本
大
震
災
津
波
か
ら
の
１
日
も
早
い
復
興
と
ふ
る
さ

と
の
振
興
を
力
強
く
推
し
進
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
御
理

解
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

達増拓也岩手県知事

「希望郷いわて」
～復興とふるさと振興の推進

地域づくり 本編



経
済
循
環
の
捉
え
方

　

地
域
経
済
に
お
け
る
マ
ネ
ー
の
循
環
は
、
体
内
の
血
液

の
循
環
と
同
様
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
持
続
可
能

な
地
域
経
済
に
と
っ
て
の
必
要
条
件
と
も
言
え
る
で
し
ょ

う
。
そ
の
典
型
的
な
ケ
ー
ス
と
し
て
、「
地
産
地
消
」
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
究
極
は
「
自
産
自
消
」

で
す
。
つ
ま
り
、
自
分
の
裏
庭
で
生
産
し
、
そ
れ
を
消
費

す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
で
も
、こ
れ
で
は
「
付
加
価
値
」

は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
自
分
の
生
産
し
た
物
を
他

人
に
売
る
と
生
産
コ
ス
ト
に
加
え
て
付
加
価
値
と
い
う
利

益
が
生
ま
れ
ま
す
。
こ
の
利
益
と
い
う
の
は
、
購
入
す
る

側
の
「
便
益
」
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
ま
す
。

つ
ま
り
、「
自
産
自
消
」
は
自
分
で
便
益
を
吸
収
し
て
い

る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
持
ち
家
の
「
帰
属
家

賃
」
の
考
え
方
と
同
じ
で
す
。

　

他
人
に
売
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
マ
ネ
ー（
収
入
）

は
、
さ
ら
に
そ
の
販
売
先
が
ま
ち
の
外
で
あ
れ
ば
、
そ
の

マ
ネ
ー
は
ま
ち
に
と
っ
て
の
外
貨
獲
得
と
い
う
こ
と
を
意

味
し
ま
す
。
ま
ち
の
経
済
は
「
循
環
」
だ
け
で
は
持
続
可

能
に
な
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
固
定
資
本
は
減
耗
し
ま
す

の
で
、
た
と
え
人
口
が
増
え
て
い
な
く
て
も
経
済
を
維
持

す
る
に
は
更
新
投
資
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
移
出
で
域
外
マ
ネ
ー
を
獲
得
す
る
必
要
が
で
て

く
る
の
で
す
。
移
出
を
増
や
そ
う
と
す
る
努
力
は
そ
れ
が

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る
の
で
、
社
会
全
体
と
し
て

プ
ラ
ス
サ
ム
に
向
か
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
ち
の

経
済
に
と
っ
て
、
移
出
と
循
環
の
２
つ
が
持
続
可
能
な
地

域
経
済
を
自
立
、
持
続
可
能
に
す
る
た
め
の
必
要
条
件
で

す
。

　

図
１
は
、
移
出
と
循
環
と
い
う
地
域
経
済
の
２
つ
の
経

済
要
素
の
役
割
を
、
基
盤
産
業
と
非
基
盤
産
業
と
い
う
産

業
特
性
に
対
応
し
て
示
し
た
も
の
で
す
。基
盤
産
業
と
は
、

域
外
に
財
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
域
外
マ
ネ
ー

を
獲
得
す
る
移
出
産
業
と
も
い
わ
れ
、
地
域
経
済
発
展
の

ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
・
フ
ォ
ー
ス
（
推
進
力
）
と
な
る
も
の
で

す
。
一
般
に
農
林
漁
業
、
鉱
業
、
製
造
業
、
宿
泊
業
、
運

輸
業
（
特
に
水
運
）
な
ど
が
該
当
し
ま
す
が
、
大
き
な
ま

ち
で
は
一
部
の
サ
ー
ビ
ス
業
も
移
出
産
業
と
し
て
成
立
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
非
基
盤
産
業
と
は
、
域
内
を

主
た
る
販
売
市
場
と
し
て
い
る
産
業
で
、
建
設
業
、
小
売
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3 2017・２月号

特 集

業
、
対
個
人
サ
ー
ビ
ス
、
公
共
的
サ
ー
ビ
ス
、
公
務
、
金

融
保
険
業
（
支
店
、
営
業
所
）、
不
動
産
業
な
ど
が
該
当

し
ま
す
。
先
に
定
義
し
た
基
盤
産
業
に
よ
っ
て
外
貨
が
獲

得
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
派
生
需
要
で
生
ま
れ
る
産
業
で
あ
る

こ
と
か
ら
非
基
盤
産
業
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
考
え
方
を
「
経
済
基
盤
モ
デ
ル
」
と
呼
ん

で
い
ま
す
が
、
注
意
す
べ
き
点
も
あ
り
ま
す
。
域
外
か
ら

お
金
を
稼
ぐ
こ
と
は
「
移
輸
出
主
導
型
」
の
経
済
を
意
味

す
る
の
で
、
こ
れ
は
別
の
面
で
域
外
経
済
依
存
型
で
も
あ

る
訳
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
国
内
経
済
な
ら
ま
だ
し
も
世

界
経
済
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

基
盤
産
業
で
も
国
内
と
い
う
内
需
型
と
海
外
と
い
う
外
需

型
の
バ
ラ
ン
ス
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
成
長
国
へ
の

サ
ー
ビ
ス
輸
出
、成
熟
国
へ
の
食
材
や
文
化
の
輸
出
な
ど
、

地
域
資
源
に
由
来
す
る
も
の
を
輸
出
す
る
こ
と
も
考
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

循
環
と
経
済
波
及
効
果

　

図
２
は
、
経
済
の
循
環
効
果
と
波
及
効
果
を
見
る
フ

ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
す
。
観

光
客
が
レ
ス
ト
ラ
ン
で

１
０
０
万
円
を
消
費
し
た
と

し
ま
す
。
こ
れ
は
域
外
マ

ネ
ー
を
獲
得
し
て
い
る
こ
と

を
意
味
し
ま
す
。
レ
ス
ト
ラ

ン
の
収
入
は
１
０
０
万
円
で

す
が
、
材
料
を
農
家
・
牧
場

か
ら
60
万
円
で
仕
入
れ
て
い

る
の
で
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
所

得
は
40
万
と
な
り
ま
す
。
農

家
・
牧
場
の
方
は
60
万
の
収

入
を
得
る
わ
け
で
す
が
、
他

方
で
飼
料
の
購
入
で
36
万

円
を
充
て
た
と
し
ま
す
。
手

元
に
残
る
所
得
は
24
万
円
で

す
。
そ
し
て
、
飼
料
会
社
は

そ
の
原
材
料
を
ま
ち
の
外
か

ら
の
移
入
で
賄
っ
て
い
る
と

し
ま
す
。
最
終
的
に
ま
ち
の

事
業
者
の
所
得
は
ま
ち
の

ス
ー
パ
ー
で
消
費
さ
れ
ま

す
。

　

こ
こ
ま
で
の
ま
ち
の
経

済
効
果
を
表
に
し
た
の
が

表
１
で
す
。
こ
の
と
き
こ

の
観
光
収
入
に
関
わ
っ
た

主
体
の
収
入
の
合
計
は

１
９
６
万
円
で
当
初
の

１
０
０
万
円
に
対
し
て

１
・
96
倍
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
が
い
わ
ゆ
る「
生

産
波
及
効
果
」
と
言
わ
れ

る
も
の
で
す
。
し
か
し
、

所
得
（
付
加
価
値
）
の
合

計
は
82
万
円
で
１
０
０
万
円
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

理
由
は
飼
料
の
原
材
料
が
移
入
に
頼
っ
て
い
る
こ
と
に
依

り
ま
す
。
こ
の
と
き
の
所
得
効
果
あ
る
い
は
付
加
価
値
効

果
は
０
・
82
倍
と
な
り
ま
す
。
１
０
０
万
円
と
い
う
ま
ち

に
入
っ
て
き
た
お
金
は
当
然
そ
れ
以
上
に
増
え
る
こ
と
は

あ
り
得
ま
せ
ん
の
で
、
最
大
の
経
済
効
果
倍
率
と
い
う
の

は
１
・
０
で
す
。
そ
れ
で
は
、
生
産
波
及
効
果
は
意
味
が

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の「
生

産
波
及
効
果
」
の
金
額
が
大
き
い
こ
と
は
、
多
く
の
主
体

が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
だ
け

経
済
循
環
率
が
高
い
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
で
し
ょ
う
。

域
内
循
環
の
測
度
と
産
業
連
関
表

　

と
こ
ろ
で
、
こ
う
い
っ
た
「
循
環
」
の
程
度
を
客
観
的

に
測
る
物
差
し
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
１
つ
、「
地
方
創
生
」。
こ
の
目
玉
組

織
が
「
ま
ち
、ひ
と
、し
ご
と
創
生
本
部
」
の
創
設
で
あ
り
、

そ
こ
を
起
点
と
し
て
発
信
さ
れ
て
い
る
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
（
地
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観光客収入：１００万円

レストラン

仕入れ
６０万円

所得
４０万円

農家・牧場

仕入れ
３６万円

所得
２４万円飼料会社

所 得
１８万円

仕入れ
１８万円

小売りスーパー

収入
１８＋２４＋４０

域外購入１８万円

まちの外から

収入：６０

収入：３６

収　　入 所　　得

レストラン １００万円 ４０万円

農家・牧場 ６０万円 ２４万円

飼料会社 ３６万円 １８万円

合　　計 １９６万円 ８２万円

表１　生産波及効果と所得効果の違い

図２　経済循環と波及効果の流れ

 

も
の
・
サ
ー

ビ
ス

①基盤産業

地域内

地域外

②非基盤産業

お 金

もの・サービス

お

金

① 域外から
お金を稼ぐ

② 稼いできたお金が
域内で使われる

⇓
雇用を増やす

図１　地域経済構造の概念図：経済基盤モデル

（注）豊岡市の総合戦略会議の説明資料から作成



域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム
）
と
い
う
地
域
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要
業
績
評
価
指
標
）
と

い
う
こ
と
で
、
客
観
的
数
値
に
基
づ
く
政
策
評
価
も
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
２
～
３
年
で
地
方

自
治
体
が
市
町
村
レ
ベ
ル
で
の
「
産
業
連
関
表
」
を
作
成

し
よ
う
と
す
る
例
が
多
く
出
て
き
て
い
ま
す
。
筆
者
も
、

岡
山
県
の
美
作
市
に
始
ま
り
、
愛
媛
県
新
居
浜
市
、
松
山

市
、
鹿
児
島
県
鹿
屋
市
、
熊
本
県
天
草
市
、
宮
崎
県
小
林

市
や
西
米
良
村
な
ど
多
く
の
市
町
村
の
産
業
連
関
表
の
作

成
に
関
与
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
、
何
の
た
め
に
産

業
連
関
表
を
作
成
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

産
業
連
関
表
と
は
、
産
業
間
、
産
業
（
企
業
）
と
家
計
、

地
域
内
と
外
で
の
取
引
を
表
に
し
た
も
の
で
す（
１
）。
そ

れ
を
読
み
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
自
立
度
や
循
環
度

の
程
度
が
わ
か
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
域
外
依
存
度
の
高

い
部
分
に
つ
い
て
、
無
理
の
な
い
形
で
域
内
依
存
度
（
域

内
調
達
率
）
を
高
め
る
こ
と
が
出
来
る
と
、
域
内
の
資
金

循
環
が
改
善
し
、
地
域
の
所
得
増
加
に
も
つ
な
が
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
具
体
的
な
数
値
で
示
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
産
業
に
と
っ
て
川
上
や
川
下
に
位
置
す
る
産

業
へ
の
影
響
度
を
見
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
影
響
度

が
高
い
産
業
と
の
間
に
域
内
で
十
分
な
つ
な
が
り
が
で
き

て
い
な
い
と
、
域
外
へ
の
漏
れ
は
大
き
く
な
り
ま
す
。
地

域
に
お
け
る
波
及
効
果
を
高
め
る
た
め
に
は
、
域
内
に
お

け
る
取
引
関
係
が
増
え
る
よ
う
、
産
業
間
の
つ
な
が
り
を

構
築
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、
域
外
か
ら
資
金
を
獲
得
す
る
基
盤
産
業
が
必

要
と
す
る
中
間
投
入
物
が
域
外
に
依
存
し
て
い
る
場
合
、

地
域
に
当
該
資
源
が
な
い
（
そ
も
そ
も
供
給
で
き
な
い
）

の
か
、地
域
に
資
源
は
あ
る
が
供
給
企
業
が
い
な
い
の
か
、

地
域
に
供
給
企
業
は
あ
る
が
技
術
や
納
期
な
ど
の
問
題
が

あ
る
の
か
と
い
っ
た
理
由
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
最
初
の
場

合
は
難
し
い
で
す
が
、
２
番
目
や
３
番
目
の
場
合
は
供
給

企
業
を
地
域
で
育
成
す
る
か
外
部
か
ら
誘
致
す
る
、
あ
る

い
は
技
術
支
援
を
行
う
な
ど
、
行
政
に
も
取
り
組
む
余
地

が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

産
業
連
関
表
を
用
い
る
こ
と
で
以
上
の
よ
う
な
地
域
経

済
の
循
環
分
析
の
結
果
を
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う
な
地
域
内

外
の
連
関
構
造
が
地
域
経
済
の
成
長
と
持
続
可
能
性
を
高

め
る
か
を
見
極
め
、
そ
れ
に
向
け
て
の
具
体
的
な
施
策
を

導
き
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

自
立
経
済
を
目
指
す
真
庭
市

　

比
較
優
位
な
資
源
で
あ
る
木
材
、
そ
し
て
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
と
い
う
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
着
目
し
、
国
か
ら

も
地
方
再
生
の
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
岡

山
県
真
庭
市
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
長
年
真
庭
市
の

産
業
振
興
策
に
関
わ
り
、
そ
の
中
で
産
業
連
関
表
を
構
築

し
改
訂
し
て
き
た
中
で
開
発
し
た
事
前
事
後
分
析
モ
デ
ル

に
よ
る
経
済
分
析
の
結
果
を
紹
介
し
、
地
域
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
が
如
何
に
自
立
経
済
へ
つ
な
が
る

か
を
説
明
し
ま
す
。

　

真
庭
市
は
、
２
０
０
５
年
度
末
に
旧
真
庭
郡
の
８
町
村

と
上
房
郡
北
房
町
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
、
人
口
が
５
万

人
弱
の
市
で
す
。
総
面
積
は
８
２
８
平
方
㌔
で
岡
山
県
下

で
は
最
大
で
す
が
、
森
林
面
積
が
６
５
３
平
方
㌔
と
総
面

積
の
79
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
１
９
９
２
年
の
中
国
横
断

自
動
車
道
の
開
通
に
伴
い
、
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
現

在
の
真
庭
市
の
若
手
経
営
者
が
集
ま
り
、
21
世
紀
の
真
庭

塾
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
こ
こ
で
真
庭
地
域
に
お
け
る
資
源

循
環
型
社
会
を
構
築
す
る
方
向
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
２
０
０
４
年
に
は
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
販
売
を
行

う
真
庭
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
社
、
真
庭
バ
イ
オ
マ

テ
リ
ア
ル
有
限
会
社
が
設
立
さ
れ
、
さ
ら
に
２
０
０
６
年

に
真
庭
市
は
「
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」
を
策
定
し
ま

し
た
。
真
庭
市
で
は
、
約
30
社
の
製
材
所
、
３
カ
所
の
原

木
市
場
、
１
カ
所
の
製
品
市
場
を
有
し
て
お
り
、
林
業
と

一
体
に
な
っ
た
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
の
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
ま
す（
２
）。

　

表
２
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
の
事
前
と
事
後
の
経
済

変
数
の
変
化
額
に
基
づ
き
地
域
経
済
効
果
を
算
出
し
た
も

の
で
す
。
こ
の
結
果
、
２
０
０
８
年
の
真
庭
市
に
お
け
る

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
の
生
産
・
利
用
に
よ
る
総
産
出
額

の
（
事
前
・
事
後
比
較
の
）
増
加
額
は
２
億
４
９
２
０
万
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表２　木質バイオマス燃料の生産・利用による地域経済効果
（真庭市、2008 年）

効　　　果 推計結果

①域内生産額（総産出額）の増加額 249.2 百万円

　　石油製品・石炭製品の生産増加額 0

　　木質バイオマス部門の生産増加額 157.0 百万円

　　一般部門の生産増加額 92.2 百万円

　　エネルギー代替による直接効果 157.0 百万円

　　代替エネルギー生産の域内生産波及による間接効果 92.2 百万円

②域際収支（粗付加価値額）の増加額 167.8 百万円

石油製品・石炭製品の移入増加額 -333.5 百万円

一般部門の移入増加額 165.7 百万円
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円
と
推
計
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
に
よ
っ
て
、
真
庭

市
の
総
生
産
が
０
・
08
％
、
付
加
価
値
で
は
０
・
10
％
程

度
押
し
上
げ
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
決
し
て
大
き

な
割
合
で
は
な
い
で
す
が
、生
産
額
へ
の
波
及
効
果
は
１
・

58
倍
、
付
加
価
値
効
果
は
１
・
06
倍
と
一
定
の
効
果
を
示

し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
定
義
し
た
２
つ
の
経
済
効
果
額
、
す
な
わ
ち
地

域
資
源
活
用
に
よ
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
替
に
よ
る
直
接
効

果
」
と
「
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
の
域
内
生
産
波
及
に

よ
る
間
接
効
果
」
に
つ
い
て
は
、
１
億
５
７
０
０
万
円
と

９
２
２
０
万
円
に
な
り
ま
す
。
そ
の
割
合
は
、
直
接
：
間

接
＝
１
：
０
・５
８
７
と
な
っ
て
お
り
、
域
内
循
環
と
し
て

波
及
さ
れ
る
間
接
効
果
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
替
に
よ
る
直

接
効
果
の
約
60
％
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
域
際
収
支
額
の
変
化
額
は
１
億
６
７
８
０
万

円
と
推
計
さ
れ
ま
す
。
こ
の
金
額
は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

の
生
産
・
利
用
が
も
た
ら
す
真
庭
市
の
所
得
変
化
額
で
あ

り
、
化
石
燃
料
か
ら
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
に
中
間
需
要
を
転

換
し
た
こ
と
に
よ
る
真
庭
市
全
体
に
と
っ
て
の
所
得
留
保

効
果
と
解
釈
さ
れ
ま
す
。
事
前
の
粗
付
加
価
値
額
を
基
準

に
す
る
と
そ
の
０
・
１
％
の
留
保
額
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　

真
庭
市
に
お
い
て
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
の
生
産
に

よ
っ
て
市
内
生
産
額
が
増
加
し
、
対
応
す
る
所
得
が
地
域

に
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

燃
料
を
利
用
す
る
産
業
に
コ
ス
ト
節
約
効
果
が
発
生
し
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
の
生
産
に
よ
る
所
得
創
出
効
果
を

含
む
形
で
正
の
所
得
留
保
効
果
が
生
じ
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
が
、
地
域
経
済
の
一
部
を
形
成
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
生

産
・
利
用
シ
ス
テ
ム
の
持
続
性
を
担
保
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

基
盤
産
業
と
循
環
を
目
指
す
豊
岡
市

　

兵
庫
県
豊
岡
市
は
、
北
は
日
本
海
、
東
は
京
都
府
に
接

し
市
域
の
８
割
を
森
林
が
占
め
る
人
口
約
８
万
５
千
人
、

高
齢
化
率
28
・
２
％
（
２
０
１
０
年
国
勢
調
査
）
の
自
治

体
で
す
。
２
０
０
５
年
の
合
併
後
、
市
の
経
済
成
長
戦
略

を
立
案
す
る
た
め
、
地
域
経
済
構
造
分
析
を
実
施
し
ま
し

た
。
２
０
０
９
年
に
は
豊
岡
市
産
業
連
関
表
（
２
０
０
５

年
版
）
を
作
成
し
、
こ
れ
を
活
用
し
た
経
済
構
造
分
析
と

政
策
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
基
づ
き
行
動
計
画
を
作
成
し

ま
し
た
。
そ
し
て
豊
岡
市
経
済
成
長
戦
略
を
２
０
０
９
年

11
月
に
策
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
目
標
達
成
に
資
す

る
た
め
、２
０
１
２
年
度
に
更
な
る
調
査
と
分
析
を
行
い
、

産
業
連
関
表
の
改
訂
（
２
０
１
０
年
版
）
も
行
い
ま
し
た
。

そ
れ
を
用
い
た
分
析
か
ら
の
代
表
的
な
取
り
組
み
の
効
果

と
し
て
次
の
２
つ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

１
つ
目
は
交
流
人
口
（
外
国
人
）
の
増
加
（
域
外
獲
得

マ
ネ
ー
の
増
加
）
で
す
。
豊
岡
市
の
経
済
成
長
戦
略
で

は
、
全
国
・
世
界
へ
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
交
流
人
口
を
増
や

し
、
域
外
マ
ネ
ー
を
獲
得
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
豊
岡
市
で
は
「
大
交
流
課
」
を
設
置
し
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
、
楽

天
ト
ラ
ベ
ル
、日
立
製
作
所
な
ど
か
ら
社
員
を
受
け
入
れ
、

英
語
対
応
可
能
な
職
員
や
外
国
人
職
員
も
臨
時
雇
用
す
る

な
ど
し
て
、
海
外
へ
積
極
的
に
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

図
っ
て
い
ま
す
。
結
果
、
城
崎
温
泉
に
お
け
る
外
国
人
宿

泊
客
数
は
２
０
１
１
年
の
１
１
１
８
人
か
ら
２
０
１
３
年

に
は
９
５
４
８
人
と
急
増
し
、
２
０
１
４
年
は
そ
れ
を
大

き
く
上
回
る
数
で
推
移
し
ま
し
た
。
ま
た
、
出
石
や
城
崎

地
域
に
お
け
る
土
産
品
生
産
の
自
給
率
の
向
上
が
、
域
内

経
済
循
環
を
よ
り
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、
基
盤
産
業
の
強
化
で
す
。
２
０
１
４
年
に

「
カ
バ
ン
ア
ル
チ
ザ
ン
ア
ベ
ニ
ュ
ー
」
を
開
設
し
、＂
製

造
＂
か
ら
＂
製
造
・
販
売
＂
へ
と
舵
を
切
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
単
純
に
直
販
を
始
め
た
と
い
う
意
味
で
は
な

く
、
地
域
経
済
構
造
分
析
で
判
明
し
た
連
関
構
造
の
重

要
性
の
認
識
に
基
づ
い
て
、
こ
れ
ま
で
は
域
外
の
卸
売

業
者
や
小
売
業
者
を
通
じ
た
流
通
チ
ャ
ネ
ル
だ
っ
た
と

こ
ろ
を
、
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
ま
で
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー

ン
（
価
値
連
鎖
）
を
域
内
の
事
業
者
で
カ
バ
ー
す
る
よ
う

に
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、
地
域
経
済
構
造
分
析
を

踏
ま
え
た
域
内
取
引
を
活
発
化
さ
せ
る
工
夫
と
い
え
ま

す
。
さ
ら
に
、
行
政
に
よ
る
百
貨
店
等
へ
の
催
事
出
展
支

援
、
市
内
事
業
者
に
よ
る
城
崎
へ
の
か
ば
ん
専
門
店
出
店

増
、
そ
し
て
景
気
回
復
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、
成
果
指
標

と
し
て
、
出
荷
額
（
工
業
統
計
調
査
）
は
ス
タ
ー
ト
年
の

２
０
０
８
年
の
76
億
７
０
３
２
万
円
か
ら
２
０
１
３
年
で

は
１
０
６
億
２
６
８
万
円
に
伸
び
ま
し
た
。
こ
う
し
た
状

況
を
反
映
し
、
豊
岡
市
の
経
済
成
長
戦
略
策
定
後
の
実
質

経
済
成
長
率
は
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
も
の
の
日
本
全
体
や

兵
庫
県
全
体
よ
り
も
高
い
水
準
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

　

脚
注

(1)
詳
し
く
は
拙
著
「
ま
ち
づ
く
り
構
造
改
革
：
地
域
経
済

構
造
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
」（
日
本
加
除
出
版
）
の
第
３

章
に
紹
介
が
あ
り
ま
す
。

(2)
２
０
１
５
年
度
の
内
訳
は
、
木
質
チ
ッ
プ
等
の
市
内
生

産
額
が
４
・
２
億
円
、
バ
ー
ク
燃
料
が
０
・
２
億
円
、
木

質
ペ
レ
ッ
ト
が
８
・
５
億
円
、
製
材
業
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
が
１
・
４
億
円
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
が
22
・
１
億
円

で
あ
り
、
発
電
所
の
稼
動
に
よ
る
生
産
増
加
の
寄
与
が

大
き
い
。
な
お
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
稼
動
に
よ
り

林
地
残
材
の
新
た
な
需
要
が
７
・
０
億
円
（
市
内
供
給

４
・
０
億
円
、
移
入
３
・
１
億
円
）
生
じ
て
い
ま
す
。
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◆◆  「
１
０
０
円
商
店
街
」
発
祥
の
地

◆
　

山
形
県
新
庄
市
。
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
実
は

商
店
街
活
性
化
事
業
「
１
０
０
円
商
店
街
」
の
発
祥
の

地
で
あ
り
、
ま
た
こ
れ
も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、

１
０
０
円
商
店
街
事
業
を
考
案
し
た
の
が
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

な
の
で
あ
る
。
１
０
０
円
商
店
街
と
は
、お
店
の
店
頭
に
、

店
主
ら
が
工
夫
を
凝
ら
し
た
１
０
０
円
の
商
品
を
豊
富
に

並
べ
、
消
費
者
は
そ
の
手
ご
ろ
な
金
額
の
商
品
を
容
易
に

手
に
す
る
こ
と
で
よ
り
買
い
物
が
し
や
す
く
な
り
、
収

益
を
上
げ
る
と
い
っ
た
商
店
街
の
活
性
化
事
業
だ
。
こ
の

１
０
０
円
商
店
街
事
業
、
全
国
で
初
め
て
新
庄
市
で
開
催

さ
れ
た
の
が
２
０
０
４
年
。
導
入
自
治
体
が
増
え
れ
ば
増

え
る
ほ
ど
事
業
は
進
化
を
続
け
、
今
で
は
２
０
０
４
年
当

初
と
は
比
べ
よ
う
も
な
い
ほ
ど
の
収
益
や
集
客
の
成
果
を

挙
げ
て
い
る
。

◆◆  

新
た
な
活
性
化
事
業
「
ク
ー
ポ
レ
ン
ダ
ー
」

◆

　

事
の
き
っ
か
け
は
、
日
本
の
日
め
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
全

体
の
約
７
割
の
シ
ェ
ア
を
持
つ
「
新
日
本
カ
レ
ン
ダ
ー
」

と
の
出
会
い
で
あ
っ
た
。
こ
の
新
日
本
カ
レ
ン
ダ
ー
、
本

社
の
近
隣
の
商
店
街
の
た
め
に
、
地
元
大
学
生
と
協
力
し

て
日
め
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
を
活
用
し
た
商
店
街
活
性
化
策

を
展
開
し
て
い
た
。
し
か
し
、
日
め
く
り
で
あ
る
は
ず
の

カ
レ
ン
ダ
ー
に
は
（
大
学
生
の
監
修
故
に
）
漏
れ
や
重
複

が
あ
り
、
ま
た
新
日
本
カ
レ
ン
ダ
ー
の
自
腹
で
の
事
業

だ
っ
た
た
め
継
続
性
に
も
難
が
あ
り
、
そ
こ
で
共
同
研
究

し
よ
う
と
い
う
話
か
ら
今
回
の
ク
ー
ポ
レ
ン
ダ
ー
の
完
成

に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
ク
ー
ポ
レ
ン
ダ
ー
と
は
、
卓
上
型

の
日
め
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
（
３
６
５
枚
）
１
枚
１
枚
に
商

店
街
の
ク
ー
ポ
ン
券
が
掲
載
さ
れ
た
新
た
な
活
性
化
事
業

で
、
ク
ー
ポ
ン
と
カ
レ
ン
ダ
ー
を
コ
ラ
ボ
さ
せ
た
造
語
で

あ
る
。
こ
こ
で
、
こ
の
事
業
の
特
徴
を
い
く
つ
か
紹
介
す

る
。

　

①
純
粋
に
地
域
経
済
の
活
性
化
策
と
し
て
機
能

　

こ
の
事
業
で
最
も
意
識
し
た
の
は
「
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
」
だ
っ
た
。
全
国
各
地
で
実
施
さ
れ
て
い
る
制
度

で
、
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
行
政
が
プ
レ
ミ

ア
ム
分
の
資
金
を
提
供
し
、
消
費
者
が
例
え
ば
１
万
円
で

１
万
２
千
円
分
の
商
品
券
が
買
え
る
と
い
う
仕
組
み
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
肝
心
の
地
元
商
店
街
で
は
、
商
品
券
の

売
れ
残
り
を
恐
れ
て
か
取
り
扱
い
に
消
極
的
で
、
県
外
資

本
の
大
型
店
で
利
用
可
能
と
し
て
い
る
地
域
が
多
く
、
そ

の
大
部
分
は
県
外
資
本
の
大
型
店
で
消
費
さ
れ
地
元
経
済

に
は
あ
ま
り
恩
恵
が
な
い
、
と
い
う
の
が
実
情
だ
。
し
か

し
、
こ
の
ク
ー
ポ
レ
ン
ダ
ー
は
、
ク
ー
ポ
レ
ン
ダ
ー
制
作

側
が
参
加
店
を
制
限
で
き
る
た
め
、
純
粋
に
地
域
経
済
の

活
性
化
策
と
し
て
機
能
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ

る
。

　

②
ク
ー
ポ
ン
総
額
は
35
万
円
（
新
庄
市
の
場
合
）

　

こ
の
ク
ー
ポ
レ
ン
ダ
ー
を
１
部
８
０
０
円
で
販
売
し
て

い
る
。
全
国
初
の
活
性
化
事
業
と
し
て
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー

ス
を
意
識
し
、
ク
ー
ポ
レ
ン
ダ
ー
１
冊
あ
た
り
の
ク
ー
ポ

ン
総
額
を
算
出
す
る
た
め
、
○
割
引
や
○
％
オ
フ
と
い
う

表
示
は
禁
止
し
、
○
円
引
き
、
も
し
く
は
（
商
品
）
が
も

ら
え
ま
す
、
な
ど
に
統
一
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
総
額
は

35
万
円
相
当
に
な
っ
た
。
実
に
８
０
０
円
で
35
万
円
の

ク
ー
ポ
ン
券
の
付
い
た
カ
レ
ン
ダ
ー
が
買
え
る
の
で
あ

る
。

　

③
事
業
費
か
ら
事
業
費
を
捻
出
す
る
シ
ス
テ
ム

　

あ
く
ま
で
新
庄
市
の
場
合
な
の
だ
が
、
３
千
部
を
制
作

し
た
場
合
、
１
冊
あ
た
り
の
コ
ス
ト
は
６
５
０
円
で
、
消

費
税
を
含
め
る
と
２
１
０
万
６
千
円
を
必
要
と
し
た
。
し

か
し
、
３
千
部
を
１
冊
８
０
０
円
で
完
売
し
、
２
４
０
万

円
と
い
う
収
入
を
得
る
こ
と
と
な
り
、
ま
た
ク
ー
ポ
レ

ン
ダ
ー
参
加
店
か
ら
は
ク
ー
ポ
ン
掲
載
１
枚
に
つ
き
千

円
の
掲
載
料
を
集
め
る
こ
と
（+

３
６
５
枚
×
１
０
０
０

＝
36
万
５
千
円
）
で
、
総
収
入
は
２
７
６
万
５
千
円
を

計
上
。
こ
れ
で
、
総
収
入
２
７
６
万
５
千
円
―
制
作
料
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２
１
０
万
６
千
円
＝
残
65
万
９
千
円
と
い
う
余
剰
金
が
発

生
。
導
入
に
際
し
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
さ
え
捻
出
で
き

れ
ば
、翌
年
の
ク
ー
ポ
レ
ン
ダ
ー
制
作
費
も
確
保
し
つ
つ
、

さ
ら
に
余
剰
金
も
生
む
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
実
際
の

ク
ー
ポ
ン
の
付
い
て
い
な
い
市
販
の
卓
上
カ
レ
ン
ダ
ー
の

相
場
も
８
０
０
円
程
度
だ
が
、
今
後
は
各
地
域
の
ク
ー
ポ

レ
ン
ダ
ー
の
売
価
は
、
ク
ー
ポ
レ
ン
ダ
ー
を
導
入
す
る
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
任
せ
し
よ
う
と
思
う
。

◆◆  

全
国
各
地
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も

◆
　

現
在
、
こ
の
ク
ー
ポ
レ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
は
、
商
店
街

以
外
で
は
商
工
会
議
所
や
商
工
会
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が

非
常
に
多
い
。
会
員
の
中
で
も
商
業
部
会
な
ど
、
部
会
全

体
で
取
り
組
め
る
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
要
因
だ
。
北
海

道
紋
別
市
で
は
、
人
口
も
少
な
い
が
故
に
３
千
部
を
販
売

す
る
の
は
厳
し
い
が
、
逆
に
敬
老
会
で
の
記
念
品
と
し
て

行
政
が
買
い
取
る
案
も
浮
上
。
茨
城
県
大
洗
町
で
は
、
ア

ニ
メ
「
ガ
ー
ル
ズ
＆
パ
ン
ツ
ァ
ー
」
と
の
コ
ラ
ボ
に
よ
っ

て
、
来
場
さ
れ
る
フ
ァ
ン
が
増
加
。
町
内
で
の
消
費
も
日

常
的
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
フ
ァ
ン
も
利
用
し

や
す
い
企
画
」
と
い
う
案
も
出
て
い
る
。

◆◆  

新
た
な
活
性
化
事
業
の
必
要
性

◆
　

商
店
街
活
性
化
事
業
に
予
算
を
投
下
し
て
も
成
果
が
見

え
な
い
ば
か
り
か
、
泥
沼
の
よ
う
に
予
算
を
飲
み
込
む
、

と
い
っ
た
悩
み
は
、
全
国
共
通
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し

か
し
、
今
で
は
こ
の
ク
ー
ポ
レ
ン
ダ
ー
が
生
み
出
す
潤
沢

な
余
剰
金
で
、「
進
化
型
１
０
０
円
商
店
街
」
や
「
い
す

︲
１
Ｇ
Ｐ
」「
１
０
０
円
商
店
街
人
生
ゲ
ー
ム
」
な
ど
、

新
た
な
商
店
街
活
性
化
事
業
の
研
究
を
進
め
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
。
工
夫
次
第
で
は
、
商
店
街
活
性
化
事

業
の
収
入
で
、次
の
商
店
街
活
性
化
事
業
が
行
え
る
の
だ
。

　

最
後
に
一
つ
。
こ
の
ク
ー
ポ
レ
ン
ダ
ー
で
は
、
完
全
別

製
造
の
た
め
、
制
作
す
る
に
は
多
少
時
間
が
必
要
で
、
翌

年
の
ク
ー
ポ
レ
ン
ダ
ー
を
制
作
す
る
に
は
、
５
月
末
日
ま

で
の
デ
ー
タ
入
稿
が
必
要
と
な
る
（
２
０
１
８
年
１
月

か
ら
の
ク
ー
ポ
レ
ン
ダ
ー
を
製
作
す
る
場
合
、
デ
ー
タ

入
稿
は
２
０
１
７
年
５
月
末
日
ま
で
と
な
り
、
納
品
が

２
０
１
７
年
10
月

末
）。
タ
イ
ミ
ン

グ
を
逃
す
と
１
年

越
し
の
作
業
と
な

る
た
め
、
こ
の
月

刊
「
地
域
づ
く
り
」

を
読
ん
で
興
味
を

持
た
れ
た
方
は
、

今
す
ぐ
に
で
も
お

問
い
合
せ
を
い
た

だ
き
た
い
。
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◆◆  

可
児
市
っ
て
知
っ
と
る
や
ら
？

◆
　

可
児
と
書
い
て
「
カ
ニ
」
と
読
み
ま
す
が
、
蟹
が
有
名

な
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
岐
阜
県
可
児
市
は
愛
知
県
と
の

県
境
と
い
う
地
理
的
条
件
か
ら
名
古
屋
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ

ン
と
し
て
発
展
し
、
現
在
は
約
10
万
人
が
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
平
成
20
年
ま
で
伸
び
続
け
た
人
口
も
近
年
は
横
ば
い

で
す
が
、
65
歳
以
上
の
人
口
は
増
え
続
け
て
お
り
、
一
方

で
若
い
世
代
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
、
可
児
市
に
住
む
10
万
人
の
暮
ら
し
を

行
政
の
力
だ
け
で
支
え
て
い
く
こ
と
は
難
し
く
な
り
ま

す
。
将
来
に
渡
っ
て
、
こ
の
街
が
住
み
ご
こ
ち
の
良
い
街

で
あ
り
続
け
る
た
め
に
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
一

人
ひ
と
り
が
地
域
を
支
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

そ
の
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

◆◆  

支
え
愛
地
域
づ
く
り
事
業
、
始
動

◆
　

昭
和
40
年
代
後
半
か
ら
人
口
が
急
増
し
た
可
児
市
は
人

材
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
が
大
き
な
財
産
で
あ
り
、
社
会
貢

献
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
、
地
域
に
活
力
を
与

え
て
豊
か
な
社
会
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
考
え

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
市
が
平
成
26
年
か
ら
３
年
間
を
モ
デ
ル
期
間

と
し
て
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
が
、
地
域
通
貨
Ｋ
マ
ネ
ー

を
活
用
し
た
「
支
え
愛
地
域
づ
く
り
事
業
」
で
す
。

　

こ
の
事
業
の
目
的
は
、
大
き
く
分
け
て
２
つ
あ
り
ま
す
。

１
つ
目
は
、
地
域
支
え
愛
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
通
じ
て
、「
地

域
の
支
え
合
い
の
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
」
で
す
。
市
が

重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
子
育
て
世
代
の
安
心
づ
く
り

や
高
齢
者
の
安
気
づ
く
り
に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
し
た
方
に
対
し
て
、
市
か
ら
の
お
礼
の
気
持
ち
と
し
て

ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
ま
す
。
貯
め
た
ポ
イ
ン
ト
は
、
地
域

通
貨
Ｋ
マ
ネ
ー
に
交
換
で
き
る
ほ
か
、
寄
付
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
こ
の
制
度
の
特
徴
は
、
住
所
、
年
齢
を
問
わ

ず
誰
で
も
参
加
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
現
在
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
い
る
約
１
３
０
０
人
の
う
ち
８
％
が

10
代
の
学
生
た
ち
で
す
。
こ
の
制
度
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

応
援
す
る
だ
け
で
な
く
、
新
た
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

す
る
き
っ
か
け
に
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

２
つ
目
の
目
的
は
、
地
域
通
貨
Ｋ
マ
ネ
ー
の
発
行
を
通

じ
て
、「
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
」
こ
と
で
す
。
Ｋ

マ
ネ
ー
は
、
市
内
の
協
力
店
の
み
で
使
用
で
き
る
地
域
通

貨
で
、
現
在
約
４
３
０
店
舗
で
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

使
用
期
限
は
１
年
で
、
お
つ
り
は
出
ま
せ
ん
。
ま
た
、
Ｋ

マ
ネ
ー
の
換
金
業
務
は
、
事
業
趣
旨
に
賛
同
い
た
だ
き
、

市
内
金
融
機
関
に
無
償
で
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
こ
ま
で
の
説
明
だ
け
で
は
、
地
域
支
え
愛
ポ

イ
ン
ト
制
度
と
Ｋ
マ
ネ
ー
が
ど
こ
で
ど
う
や
っ
て
結
び
つ

く
の
か
疑
問
に
思
う
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
こ
こ
か
ら
が
ミ
ソ
で
す
。
こ
の
事
業
の
ミ
ソ
と
な
っ

て
い
る
の
が
、「
社
会
貢
献
協
力
金
」
で
す
。

　

協
力
店
に
は
、
金
融
機
関
で
Ｋ
マ
ネ
ー
を
換
金
す
る
際

に
、
換
金
額
の
１
％
を
社
会
貢
献
協
力
金
と
し
て
ご
負
担
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い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
市
に
納
め
ら
れ
た
社
会

貢
献
協
力
金
は
、
地
域
支
え
愛
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
運
営
財

源
に
充
て
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
事
業
者

だ
け
で
な
く
、
Ｋ
マ
ネ
ー
を
使
用
す
る
市
民
も
社
会
貢
献

で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の

社
会
貢
献
協
力
金
を
充
当
す
る
こ
と
に
よ
り
、
制
度
の
運

営
に
か
か
る
市
の
支
出
は
、
３
年
間
で
計
１
２
０
万
円
程

度
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
見
込
み
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
Ｋ
マ
ネ
ー
と
い
う
ツ
ー
ル
を
有
効
活
用

し
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
い
、

一
体
と
な
っ
て
「
支
え
愛
の
サ
イ
ク
ル
」
と
い
う
循
環
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
に
は
、
市
民
誰

も
が
様
々
な
か
た
ち
で
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

◆◆  

知
名
度
を
上
げ
る
だ
け
で
は
意
味
が
な
い

◆
　

事
業
開
始
当
初
は
、
全
国
的
に
珍
し
い
取
り
組
み
と

あ
っ
て
、
メ
デ
ィ
ア
各
方
面
か
ら
も
取
り
上
げ
て
い
た
だ

き
、
市
内
だ
け
で
な
く
、
市
外
に
向
け
て
も
事
業
を
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
市
民
か
ら
は
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
ポ
イ
ン

ト
を
渡
す
な
ん
て
、
有
償
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
？
」

「
な
ぜ
お
店
が
換
金
額
の
１
％
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
？
」
と
い
っ
た
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

度
に
、「
地
域
通
貨
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
じ
ま
な
い

の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
不
安
を
抱
え
な
が
ら
も
、
事
業

趣
旨
を
説
明
し
、
理
解
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
事
業
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
い
く
ら
知
名
度
が
上
が
っ
て
も
、
事
業
に

参
加
し
て
も
ら
わ
な
い
と
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。「
Ｋ
マ

ネ
ー
っ
て
意
外
に
使
い
や
す
い
ん
だ
な
」「
私
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
し
て
み
よ
う
か
な
」
と
思
っ
て
も
ら
い
、
事
業

に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
「
仕
掛
け
」
を
考
え
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

◆◆  

持
続
可
能
な
仕
組
み
に

◆  
す
る
た
め
の
仕
掛
け
づ
く
り

　

Ｋ
マ
ネ
ー
が
市
内
で
使
い
や
す
い
通
貨
で
あ
る
た
め
に

は
、
よ
り
多
く
の
お
店
で
Ｋ
マ
ネ
ー
が
使
え
る
こ
と
が
望

ま
し
い
で
す
。
事
業
者
に
と
っ
て
は
、
Ｋ
マ
ネ
ー
の
市
内

流
通
量
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に

繋
が
り
、
協
力
店
に
登
録
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
市
か
ら
の
補
助
金
、
報
償
費
の
一
部

を
Ｋ
マ
ネ
ー
で
交
付
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
毎
年
一
定
の

発
行
量
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
そ
の
成
果
か
、
協
力
店
数

も
当
初
か
ら
約
１
８
０
店
舗
増
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
誰

で
も
Ｋ
マ
ネ
ー
を
使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
商
工
会
議

所
を
通
じ
て
一
般
販
売
も
行
っ
て
い
ま
す
。
Ｋ
マ
ネ
ー
の

発
行
規
模
は
年
々
拡
大
し
て
お
り
、
来
年
度
の
発
行
額
は

約
１
億
円
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

同
様
の
趣
旨
か
ら
、地
域
支
え
愛
ポ
イ
ン
ト
制
度
で
も
、

ポ
イ
ン
ト
付
与
で
き
る
団
体
の
数
を
多
く
指
定
し
、
よ
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
や
す
く
な
る
体
制
整
備
が
必
要

と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
平
成
26
年
か
ら
、
対
象
と
な
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
認
定
す
る
た
め
の
委
員
会
を
設
置

し
、
徐
々
に
対
象
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
当
初

か
ら
約
３
倍
増
の
約
１
３
０
団
体
で
ポ
イ
ン
ト
付
与
を

行
っ
て
い
ま
す
。

◆◆  

地
域
づ
く
り
は
１
日
に
し
て
成
ら
ず

◆
　

３
年
間
の
モ
デ
ル
期
間
を
通
じ
て
、
こ
の
事
業
は
地
域

に
浸
透
し
、
根
付
き
つ
つ
あ
る
と
い
う
手
応
え
を
感
じ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
本
当
の
効
果
は
も
っ
と
長
期
的
に
現

れ
る
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
の
ツ
ー
ル

と
し
て
の
Ｋ
マ
ネ
ー
の
伸
び
代
は
、
ま
だ
ま
だ
あ
る
は
ず

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
一
体
と

な
り
、
Ｋ
マ
ネ
ー
を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
Ｋ
マ
ネ
ー　

使
っ
て
地
域
を　

支
え
愛
♡
」
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特 集

「地域通貨Ｋマネー」表面には、市の観光スポット
がデザインされています

「地域支え愛ポイント手帳」。ラジオ体操の出席カードの
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地域で移動支援のボランティアを行っている様子
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◆◆  

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
×
ソ
ー
シ
ャ
ル

◆  

イ
ン
パ
ク
ト
ボ
ン
ド
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

滋
賀
県
東
近
江
市
は
、
平
成
の
大
合
併
で
、
１
市
６
町

が
思
い
を
一
つ
に
し
て
誕
生
し
た
市
で
す
。
市
域
に
は
、

の
ど
か
な
田
園
風
景
が
広
が
り
、
愛
知
川
の
清
流
、
琵
琶

湖
で
の
レ
ジ
ャ
ー
、
鈴
鹿
10
座
へ
の
登
山
も
身
近
に
楽
し

め
る
自
然
と
豊
か
な
歴
史
文
化
が
育
ま
れ
て
き
た
ま
ち
で

す
。
Ｊ
Ｒ
、
新
幹
線
、
名
神
高
速
道
な
ど
の
交
通
網
に
恵

ま
れ
、
大
阪
へ
も
名
古
屋
へ
も
１
時
間
30
分
で
行
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
協
働
課
で
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
地
域
の

困
り
ご
と
の
解
決
や
地
域
資
源
を
生
か
し
た
商
品
開
発
な

ど
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法（
地
域
で
お
金
が
ま
わ
る
仕
組
み
）

で
取
り
組
む
事
業
者
や
団
体
を
対
象
と
し
て
１
団
体
上
限

50
万
円
の
予
算
で
提
案
事
業
を
募
集
し
、
採
択
し
た
事
業

を
支
援
す
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
支
援
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
も
50
万
円
×
４
団
体
の
予
算
で
、
例
年
ど

お
り
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援

事
業
」
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
東
近
江
市
参
与
で
龍

谷
大
学
政
策
学
部
准
教
授
の
深
尾
昌
峰
先
生
か
ら
、「
こ

の
事
業
を
Ｓ
Ｉ
Ｂ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
パ
ク
ト
ボ
ン
ド
）

の
仕
組
み
で
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
」
と
提
案
が
あ

り
ま
し
た
。
深
尾
先
生
は
京
都
地
域
創
造
基
金
の
理
事
長

や
関
連
す
る
プ
ラ
ス
ソ
ー
シ
ャ
ル
投
信
（
株
）
で
、
寄
付

や
遺
贈
を
活
用
し
地
域
で
あ
た
た
か
い
お
金
が
ま
わ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
自
然
を
守
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
元
気
に

な
る
仕
組
み
を
日
夜
考
え
、
実
践
し
て
お
ら
れ
る
エ
キ
ス

パ
ー
ト
で
す
。

　

Ｓ
Ｉ
Ｂ
と
は
、
投
資
家
が
あ
る
事
業
に
投
資
し
、
成
果

が
出
れ
ば
行
政
が
投
資
家
に
配
当
を
支
払
う
と
い
う
英
国

で
始
ま
っ
た
仕
組
み
で
、
行
政
コ
ス
ト
の
削
減
に
も
つ
な

が
る
と
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支

援
事
業
は
、
行
政
コ
ス
ト
の
削
減
で
は
な
く
、
市
民
の
あ

た
た
か
い
投
資
が
事
業
者
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
ス
タ
ー
ト
を
支

え
、
年
度
末
に
一
定
の
成
果
が
出
れ
ば
、
行
政
が
交
付
金

を
支
払
う
「
成
果
報
酬
型
」
の
仕
組
み
と
し
ま
し
た
。
そ

の
事
業
が
地
域
に
ど
ん
な
成
果
（
イ
ン
パ
ク
ト
）
を
も
た

ら
し
た
か
を
重
視
す
る
「
補
助
金
改
革
型
」
の
仕
組
み
と

も
い
え
ま
す
。
行
政
職
員
も
市
民
も
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら

「
自
分
ご
と
」
と
し
て
考
え
始
め
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
仕
組
み
を
取
り
入
れ
る
に
は
ク
リ
ア
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
様
々
な
ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、中
間
支
援
組
織
（
プ
ラ
ス
ソ
ー
シ
ャ
ル
投
信
）

と
、ど
ん
な
協
定
を
結
ぶ
の
か
な
ど
で
す
。
深
尾
先
生
は
、

「
お
そ
ら
く
日
本
で
は
じ
め
て
の
取
り
組
み
で
す
」と
お
っ

し
ゃ
る
の
で
お
手
本
が
な
く
、
一
か
ら
協
定
書
を
作
り
上

げ
ま
し
た
。

　

こ
う
い
っ
た
ハ
ー
ド
ル
を
一
つ
一
つ
ク
リ
ア
し
て
く
れ
た

の
が
、
総
務
部
の
若
手
職
員
の
力
で
し
た
。「
Ｓ
Ｉ
Ｂ
」
と

い
う
聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
へ
の
興
味
と
日
本
初
？
と
い
う

わ
く
わ
く
感
が
大
き
な
力
を
引
き
出
し
た
と
思
い
ま
す
。

　

様
々
な
ハ
ー
ド
ル
を
越
え
、
実
験
的
な
取
り
組
み
と
し

て
内
部
の
合
意
も
得
て
採
択
さ
れ
た
４
事
業
は
次
の
通
り
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地
域
資
源
の
新
た
な
循
環
で
活
性
化

―
成
功
報
酬
型
Ｓ
Ｉ
Ｂ
で
事
業
者
と
市
民
が
協
働
で
成
果
目
標
を
設
定
―

滋
賀
県
東
近
江
市
ま
ち
づ
く
り
協
働
課

滋
賀
県
東
近
江
市

人
と
人
の
つ
な
が
り
と
あ
た
た
か
い
お
金
の
流
れ



で
す
。

①
地
域
循
環
型
社
会
を
め
ざ
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ

ネ
ス
の
拠
点
整
備
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
開
業
、

あ
か
ね
マ
ル
シ
ェ
開
催

　

が
も
う
夢
工
房
拠
点
整
備
事
業
―
が
も
う
夢
工

房
協
議
会

②
地
元
永
源
寺
の
杉
を
活
用
し
た
木
製
玩
具﹁
ク
ミ
ノ
﹂

の
製
造
販
売

　

ク
ミ
ノ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―
ク
ミ
ノ
工
房

③
東
近
江
発
！
新
し
い
せ
っ
け
ん
ブ
ラ
ン
ド
の
立
ち
上
げ

　

次
世
代
に
よ
る
＂
第
二
次
せ
っ
け
ん
運
動
＂
ビ
ジ

ネ
ス
化
計
画
―
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
愛
の
ま
ち
エ
コ
倶
楽
部

④
地
域
の
困
り
ご
と
、
暮
ら
し
の
困
り
ご
と
を
地
域
で

解
決
す
る
し
く
み
づ
く
り

　

ほ
ん
な
ら
堂
―
あ
い
と
う
ふ
く
し
モ
ー
ル
運
営

委
員
会

　

６
月
末
に
採
択
事
業
者
と
市
民
が
集
ま
っ
て
、「
年
度

末
に
ど
う
い
っ
た
成
果
を
出
す
の
か
？
」
と
い
う
成
果
目

標
の
設
定
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
事
業
者
別
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
市
民
が
事
業
者
の
計
画
に
耳
を
傾
け
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。
ク
ミ
ノ
工
房
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

で
は
、
杉
の
間
伐
材
よ
り
も
き
ち
ん
と
製
材
さ
れ
た
端
っ

こ
（
三
日
月
型
の
部
分
）
が
使
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
画

期
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
も
出
ま
し
た
。
そ
の
他
、「
孫
の
ク

リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
注
文
し
た
い
」「
パ
ッ
ケ
ー
ジ

は
大
事
」「
焼
き
印
を
い
れ
た
ら
お
し
ゃ
れ
じ
ゃ
な
い
か
」

と
み
ん
な
が
「
自
分
ご
と
」
と
し
て
事
業
者
に
ハ
ッ
パ
を

か
け
た
の
で
す
。
こ
の
成
果
目
標
の
設
定
作
業
を
事
業
者

と
市
民
が
協
働
で
行
っ
た
こ
と
は
た
い
へ
ん
有
意
義
な
時

間
で
し
た
。

◆◆  

市
民
も
事
業
者
も
行
政
も
「
三
方
よ
し
」
の
仕
組
み

◆
　

８
月
初
旬
か
ら
中
間
支
援
組
織
で
あ
る
プ
ラ
ス
ソ
ー

シ
ャ
ル
投
信
（
株
）
が
私
募
債
の
発
行
を
す
る
と
い
う
形

で
東
近
江
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
応
援
債
の
発
売
が
始

ま
り
ま
し
た
。
１
口
２
万
円
の
応
援
債
が
１
事
業
者
に
つ

き
25
口
ま
で
、
計
50
万
円
×
４
事
業
の
債
権
が
２
週
間
足

ら
ず
で
完
売
し
ま
し
た
。
９
月
中
旬
に
は
中
間
支
援
組
織

か
ら
各
事
業
者
へ
交
付
金
と
し
て
50
万
円
が
支
払
わ
れ
て

お
り
、
各
事
業
と
も
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

事
業
者
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
応
援
し
て
く
れ
る
出
資
者

（
市
民
）
と
の
関
係
性
が
作
れ
ま
す
。
出
資
者
は
事
業
が

失
敗
す
る
と
出
資
金
が
償
還
さ
れ
な
い
た
め
事
業
が
成
功

す
る
よ
う
側
面
か
ら
の
支
援
を
続
け
ま
す
。
例
え
ば
、
空

き
店
舗
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
地
元
食
材
を
つ
か
っ
た
Ｃ

Ｏ
︲
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｏ 

Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
（
コ
ガ
モ
カ
フ
ェ
）
の
オ
ー

プ
ン
や
地
域
の
雇
用
を
生
み
出
す
こ
と
を
目
標
と
し
て
い

る
「
が
も
う
夢
工
房
協
議
会
」
で
は
、９
月
４
日
に
カ
フ
ェ

を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
、
週
５
日
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
や
テ
ィ
ー
タ

イ
ム
の
営
業
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
に
出
資
し
た

市
民
は
、
カ
フ
ェ
に
ち
ょ
く
ち
ょ
く
出
向
き
、
自
ら
食
事

を
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
お
友
達
も
連
れ
て
き
ま
す
。
そ

し
て
店
の
雰
囲
気
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
、
味
に
つ
い
て
も
口

を
出
し
ま
す
。「
こ
の
和
え
物
は
お
い
し
い
ね
！
」「
ち
ょ
っ

と
値
段
が
高
い
ん
と
違
う
？
」「
こ
れ
じ
ゃ
お
客
さ
ん
増

え
な
い
よ
⋮
」
な
ど
、
あ
た
た
か
く
も
厳
し
い
ア
ド
バ
イ

ス
が
飛
び
交
い
ま
す
。
ま
さ
に
「
自
分
ご
と
」
と

し
て
カ
フ
ェ
を
応
援
し
、「
当
事
者
化
」
し
て
い

く
大
勢
の
市
民
は
事
業
者
に
と
っ
て
大
応
援
団
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

単
な
る
寄
付
で
は
な
く
、
出
資
↓
成
功
↓
償
還
、

と
い
う
お
金
の
流
れ
は
、
人
と
人
が
つ
な
が
り
、

応
援
や
期
待
、
感
謝
が
連
鎖
す
る
流
れ
も
生
み
出

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
休
眠
預
金
や
遺
贈
の
受
け
皿
と
し
て

市
民
が
出
資
し
設
立
準
備
を
し
て
い
る
「
東
近
江

三
方
よ
し
基
金
」
と
協
働
し
て
、
東
近
江
版
Ｓ
Ｉ

Ｂ
事
業
の
展
開
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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事業者・有識者（学識経験者）・市民・市職員がワーク
ショップ形式で成果指標の設定

コミュニティビジネスの立ち上げに取り組む４事業を応
援する東近江コミュニティビジネス応援債のチラシ

東近江市永源寺産の杉材を使ったきぐみのつみきKUMINO
（クミノ）で遊ぶ子どもたち
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◆◆  

ル
ー
レ
ッ
ト
を
回
し
て
商
店
街
め
ぐ
り

◆
　

ゲ
ー
ム
の
舞
台
は
、
島
根
県
出
雲
市
の
平
田
地
域
（
旧

平
田
市
）の
中
心
地
に
位
置
す
る
平
田
本
町
商
店
街
で
す
。

平
田
本
町
商
店
街
は
、
皆
さ
ま
が
ご
存
知
の
出
雲
大
社
か

ら
東
に
車
で
20
分
ほ
ど
の
距
離
に
あ
り
、
県
庁
所
在
地
で

あ
る
松
江
市
と
の
中
間
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
家
か
ら
は
、
自
転
車
で
10
分
ほ
ど
の
距
離
で
、
中

高
校
生
の
頃
（
約
25
年
前
）
は
、
商
店
街
に
、
レ
コ
ー
ド

店
、
衣
料
店
や
飲
食
店
な
ど
、
様
々
な
お
店
が
あ
り
、
友

達
と
よ
く
買
い
物
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
、
イ
ベ

ン
ト
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
賑
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
記
憶
し

て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
い
つ
の
頃
か

ら
か
、
人
通
り
も
少
な
く
、

俗
に
言
う
「
シ
ャ
ッ
タ
ー
通

り
商
店
街
」
へ
と
変
わ
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
２
０ 

１
３
年
か
ら
、「
ま
ち
あ
そ

び
人
生
ゲ
ー
ム
」
と
銘
打
っ

た
街
歩
き
イ
ベ
ン
ト
を
始
め

ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
は
、
商

店
街
を
舞
台
に
、
ル
ー
レ
ッ

ト
の
出
た
目
に
従
っ
て
店
を

巡
り
、
専
用
通
貨
を
店
で
や

り
と
り
し
て
、
ゴ
ー
ル
時
の
所
持
金
を
競
う
も
の
で
す
。

ま
さ
に
、
国
民
的
人
気
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
「
人
生
ゲ
ー
ム
」

の
リ
ア
ル
版
で
す
。
ゴ
ー
ル
後
は
、
専
用
通
貨
を
商
品
券

と
交
換
し
、
実
際
に
買
い
物
も
で
き
ま
す
。

◆◆  

き
っ
か
け
は
、
商
工
会
議
所
職
員
の
嘆
き

◆
　
「
イ
ベ
ン
ト
を
し
て
も
、
お
客
さ
ん
は
、
１
カ
所
に
集

ま
り
、
店
主
は
自
分
の
店
を
閉
め
て
、
ス
タ
ッ
フ
を
し
て

い
る
。お
客
さ
ん
が
た
く
さ
ん
来
て
も
、商
売
に
つ
な
が
っ

て
い
な
い
」
と
い
う
商
工
会
議
所
に
勤
め
て
い
る
友
人
の

嘆
き
を
聞
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
時
、
20
代
～
50
代
の
男
女
が
い
る
場
で
、「
人

生
ゲ
ー
ム
」
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。「
ゲ
ー
ム
盤
っ
て
、

商
店
街
の
店
の
配
置
に
似
て
い
る
」「
商
店
街
を
使
っ
て

み
ん
な
が
知
っ
て
い
る
人
生
ゲ
ー
ム
の
リ
ア
ル
版
を
や
っ

た
ら
、
お
客
さ
ん
が
商
店
街
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
い
て
く

れ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
ひ
ら
め
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
、
地
元

の
平
田
本
町
商
店
街
に
企
画
を
持
ち
込
み
ま
し
た
。
し
か

し
、商
店
街
の
理
事
長
を
含
め
理
事
の
半
分
は「
人
生
ゲ
ー

ム
」
を
知
ら
な
い
方
々
で
、
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
買
っ
て
、

理
事
全
員
で
や
っ
て
み
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
。

　

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
世
界
を
現
実
の
世
界
に
取
り
入
れ
る

の
に
は
大
変
苦
労
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
動
き
を
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
、
ル
ー
ル
を
１
つ
１
つ
構
築
し
、

必
要
な
ア
イ
テ
ム
を
制
作
し
、
２
０
１
３
年
７
月
に
第
１

回
を
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

◆◆  「
偶
然
の
出
会
い
」
と
「
顔
が
見
え
る
関
係
」

◆
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最
大
の
特
長
は
、
ル
ー
レ
ッ
ト
が
行
き
先
（
店
舗
）
を

勝
手
に
決
め
る
こ
と
で
す
。「
偶
然
の
出
会
い
」
と
そ
こ

か
ら
生
ま
れ
る
「
顔
の
見
え
る
関
係
」
で
す
。

　

消
費
者
か
ら
見
る
と
、
個
店
は
、
非
常
に
入
り
づ
ら
い

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
気

軽
に
入
っ
て
も
ら
う
よ
い
機
会
を
つ
く
り
ま
す
。
１
度

入
っ
た
こ
と
の
あ
る
店
舗
は
、
と
て
も
入
り
や
す
く
な
り

ま
す
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、「
気
兼
ね
な
く
、
来
店
で

き
て
、
店
主
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
た
」「
長

年
、
こ
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
が
、
初
め
て
入
っ
た
店
舗

も
あ
っ
た
。
ま
た
来
た
い
」
な
ど
の
ご
意
見
を
多
数
い
た

だ
き
、
そ
の
感
想
は
、
ほ
ぼ
１
０
０
％
が
「
楽
し
か
っ
た
」

と
答
え
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
数
は
、
初
回
と
２
回
目
は
５
０
０
人
程
度
で

し
た
が
、
広
報
や
口
コ
ミ
の
効
果
も
あ
り
、
３
回
目
は

１
６
０
０
人
、
４
回
目
、
５
回
目
は
２
０
０
０
人
を
超
え

る
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
約
７
割
が
、
小
学
生
以
下

と
保
護
者
と
い
う
の
も
、
特
筆
す
べ
き
点
で
す
。

　

一
方
、
個
店
は
、
当
初
ど
の
よ
う
に
来
店
者
に
対
応
し

て
、
個
店
の
魅
力
を
伝
え
れ
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
回
数
を
重
ね
る
た
び
に

様
々
な
工
夫
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
来
店
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
店
舗
内
の
商
品
の
見
せ
方
や

ポ
ッ
プ
の
工
夫
、
割
引
券
や
試
供
品
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
で

す
。

　

そ
こ
か
ら
、
来
店
者
と
顔
の
見
え
る
関
係
が
構
築
さ
れ

て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
玩
具
メ
ー
カ
ー
の
公
認
も
い
た
だ
き
、
現
在

は
、
こ
の
取
り
組
み
の
視
察
や
講
演
依
頼
も
あ
り
、
平
田

本
町
商
店
街
だ
け
で
な
く
、
県
外
の
商
店
街
で
も
同
様
に

取
り
組
ま
れ
る
と
こ
ろ
が
出
始
め
て
い
ま
す
。

◆◆  

コ
ラ
ボ
で
地
域
課
題
を
解
決

◆
　

こ
の
事
業
の
も
う
１
つ
の
特
長
が
、
他
事
業
と
の
コ
ラ

ボ
の
し
や
す
さ
で
す
。
今
ま
で
に
、
同
じ
く
商
店
街
の
販

売
促
進
事
業
で
あ
る
「
１
０
０
円
商
店
街
」
や
、
異
分
野

で
は
、
婚
活
や
医
療
・
福
祉
、

伝
統
文
化
の
イ
ベ
ン
ト
と

コ
ラ
ボ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
の
高
校
や

専
門
学
校
、
大
学
の
学
生

と
コ
ラ
ボ
も
し
て
い
ま
す
。

当
日
の
イ
ベ
ン
ト
運
営
だ

け
で
な
く
、
事
前
に
個
店

を
取
材
し
て
、
ゲ
ー
ム
の

物
語
を
制
作
し
た
り
、
店

舗
出
店
し
た
り
し
て
、
商

品
販
売
や
学
校
の
活
動
紹

介
を
行
っ
て
い
ま
す
。
学
生
が
、
地
域
の
商
店
を
身
近
に

感
じ
、
店
主
と
親
し
く
な
る
こ
と
か
ら
、
郷
土
愛
も
生
ま

れ
、
定
住
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

先
般
は
、
中
京
エ
リ
ア
か
ら
、「
防
災
を
テ
ー
マ
に
し

た
イ
ベ
ン
ト
で
活
用
で
き
な
い
か
？
」
と
の
問
い
合
わ
せ

も
あ
り
、商
店
街
活
性
化
以
外
に
も
、地
域
が
抱
え
る
様
々

な
課
題
の
解
決
ツ
ー
ル
と
し
て
有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

◆◆  

子
供
た
ち
の
思
い
出
に

◆
　

ま
ち
あ
そ
び
人
生
ゲ
ー
ム
は
、
あ
く
ま
で
も
ツ
ー
ル
で

す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
え
ば
、
個
店
の
売
上
が
ガ
ン
ガ

ン
上
が
る
、
そ
の
よ
う
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

個
店
の
創
意
工
夫
な
く
し
て
は
、
販
売
促
進
に
は
繋
が

り
ま
せ
ん
。
現
在
は
、
ゲ
ー
ム
の
専
用
通
貨
獲
得
額
に
応

じ
て
商
品
券
に
換
金
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
に
し
な
い
た
め
、
日
ご
ろ

の
購
買
活
動
と
ゲ
ー
ム
の
専
用
通
貨
を
つ
な
げ
る
こ
と
も

考
え
て
い
ま
す
。

　

個
店
の
販
売
促
進
は
、
死
活
問
題
で
あ
り
、
個
店
の
存

亡
は
、
商
店
街
の
死
活
問
題
で
す
。
ひ
と
つ
の
イ
ベ
ン
ト

を
販
売
促
進
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
、
極
め
て
重
要
な
こ
と

で
す
。

　

し
か
し
、
そ
ん
な
直
接
商
売
に
繋
が
る
話
と
は
別
に
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
、
地
元
の
商
店
街
を
歩
き
、
店
主

と
お
し
ゃ
べ
り
し
、紙
幣
の
や
り
と
り
に
一
喜
一
憂
す
る
。

そ
ん
な
１
日
が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
と
感
じ
ま
す
。
楽

し
か
っ
た
記
憶
の
１
つ
に
商
店
街
が
刻
ま
れ
る
こ
と
で
、

ま
た
そ
こ
へ
行
き
た
い
と
想
う
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
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◆◆  「
し
ま
と
く
通
貨
」
の
概
要
と
効
果

◆
　

長
崎
県
内
関
係
離
島
市
町
（
対
馬
市
、
壱
岐
市
、
五
島

市
、
小
値
賀
町
、
新
上
五
島
町
、
佐
世
保
市
宇
久
町
、
長

崎
市
高
島
町
）
で
共
通
使
用
で
き
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
「
し
ま
と
く
通
貨
」
は
、
観
光
客
を
離
島
に
誘
致
す

る
こ
と
で
、
離
島
の
交
流
人
口
拡
大
を
図
り
、
離
島
経
済

の
活
性
化
並
び
に
離
島
の
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
旅
行
者
向
け
の
地
域
通
貨
と
し
て
、

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
販
売
開
始
し
ま
し
た
。

　
「
し
ま
と
く
通
貨
」
は
、
千
円
券
を
６
枚
１
セ
ッ
ト
と

し
て
５
千
円
で
販
売
（
プ
レ
ミ
ア
ム
20
％
）
し
、
島
の
宿

泊
施
設
、
お
土
産
店
、
飲
食
店
、
レ
ン
タ
カ
ー
な
ど
様
々

な
施
設
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、離
島
へ
の
誘
客
に
繋
が
る
よ
う
旅
行
会
社
と「
し

ま
と
く
通
貨
」と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。フ
リ
ー

プ
ラ
ン
旅
行
者
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
添
乗
員
付
き
ツ
ア
ー

の
食
事
等
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
全
国
各
地
か
ら
観
光
客
が
県
内
離
島
へ
お
越
し
下

さ
い
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
か
ら
平
成
27
年
度
の
３
年
間
で
、
一
般
販

売
分
、
旅
行
商
品
分
を
合
わ
せ
２
２
２
万
５
千
セ
ッ
ト
を

販
売
し
、
島
内
の
加
盟
店
で
の
消
費
額
は
１
０
４
億
円
を

超
え
ま
し
た
。

　
「
し
ま
と
く
通
貨
」
の
発
行
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
に
県

内
離
島
向
け
旅
行
商
品
が
造
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、
北

海
道
、
北
関
東
、
北
陸
、
東
海
等
日
本
全
国
か
ら
新
た
な

ツ
ア
ー
に
よ
る
観
光
客
が
来
島
し
、
閑
散
期
で
あ
っ
た
冬

場
、
年
末
・
年
始
に
も
ツ
ア
ー
に
よ
る
観
光
客
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
崎
県
観
光
統
計
を
基
に
「
し
ま
と
く
通
貨
」

発
行
エ
リ
ア
と
エ
リ
ア
外
の
事
業
開
始
前
・
開
始
後
３
年

間
の
観
光
客
数
及
び
観
光
消
費
額
平
均
の
伸
び
を
比
較
し

た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
の
指
標
も
発
行
エ
リ
ア
が
大
き
く
上

回
り
、
県
外
客
は
、
単
年
平
均
で
15
万
７
千
人
、
観
光
消

費
額
は
単
年
平
均
で
23
億
１
７
７
５
万
円
と
い
う
推
定
効

果
が
現
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
３
市
２
町
（
壱
岐
市
、
五
島
市
、
小

値
賀
町
、
新
上
五
島
町
、
佐
世
保
市
宇
久
町
）
は
、
市
町

単
独
予
算
で
、
平
成
28
年
４
月
か
ら
も
引
き
続
き
「
し
ま

と
く
通
貨
」
を
発
行
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

◆◆  「
し
ま
と
く
通
貨
」
の
課
題

◆
　

一
方
で
、
３
年
間
の
紙
に
よ
る
通
貨
の
発
行
経
験
か
ら

い
ろ
ん
な
課
題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
し
ま
と
く
通
貨
を

利
用
す
る
観
光
客
の
立
場
か
ら
見
る
と
、「
購
入
の
際
、

販
売
窓
口
が
混
み
合
っ
て
い
る
」「
追
加
購
入
を
し
た
い

と
き
に
、
販
売
所
ま
で
遠
い
」「
家
族
分
を
購
入
す
る
と

か
さ
ば
る
」
等
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
ま
と
く
通
貨
を
受
け
取
る
加
盟
店
の
立
場
か
ら
見
る

と
、「
換
金
所
に
持
っ
て
い
く
の
が
大
変
」「
換
金
手
続
き

が
面
倒
で
、
手
間
が
か
か
る
」
こ
と
も
あ
り
、
簡
単
に
決

済
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

発
行
委
員
会
と
し
て
も
、「
離
島
か
ら
書
類
が
届
く
ま

で
換
金
が
で
き
な
い
」「
販
売
額
は
１
月
毎
に
し
か
分
か

ら
な
い
」「
通
貨
の
利
用
状
況
は
加
盟
店
が
精
算
し
な
い

限
り
全
く
解
ら
な
い
」「
加
盟
店
が
受
け
取
っ
た
金
券
を

他
店
で
利
用
す
る
ケ
ー
ス
（
不
正
利
用
）
も
あ
る
」
等
の

課
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

◆◆  

電
子
地
域
共
通
通
貨
の
導
入

◆
　

こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
加
え
、
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

デ
ー
タ
の
収
集
・
活
用
の
た
め
に
平
成
28
年
10
月
１
日
か

ら
、
紙
の
「
し
ま
と
く
通
貨
」
を
全
て
廃
止
し
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
等
の
情
報
通
信
機
器
を
活
用
し
た
電
子
「
し
ま

と
く
通
貨
」
を
発
行
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

購
入
方
法
は
、
利
用
者
が
専
用
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
で
個
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崎
県

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
た
電
子
地
域
通
貨



人
情
報
を
事
前
登
録
し
、
販
売
所
で
本
人
確
認
、

現
金
支
払
い
を
す
る
こ
と
で
、
個
別
に
発
行
さ
れ

る
「
し
ま
と
く
ウ
ォ
レ
ッ
ト
」
に
電
子
通
貨
を

チ
ャ
ー
ジ
し
ま
す
。
ま
た
、
追
加
購
入
に
際
し
て

は
、
ウ
ェ
ブ
経
由
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る

購
入
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

利
用
方
法
は
、
加
盟
店
で
し
ま
と
く
ウ
ォ
レ
ッ

ト
を
表
示
し
、
利
用
し
た
い
金
額
を
入
力
し
て
決

済
画
面
を
表
示
し
ま
す
。
加
盟
店
が
決
済
画
面
に

電
子
ス
タ
ン
プ
を
押
す
こ
と
で
決
済
は
完
了
し
ま

す
。決
済
完
了
後
は
、「
し
ま
と
く
通
貨
」の
チ
ャ
ー

ジ
残
高
が
し
ま
と
く
ウ
ォ
レ
ッ
ト
に
表
示
さ
れ
、

次
の
加
盟
店
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆◆  

電
子
地
域
共
通
通
貨
に
お
け
る
効
果
と
期
待

◆
　

電
子
通
貨
の
発
行
に
よ
り
、
利
用
者
の
利
便
性

向
上
が
図
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
発
生

し
て
い
た
金
券
の
印
刷
・
配
送
・
保
管
等
紙
幣
を

取
り
扱
う
手
間
と
い
っ
た
直
接
コ
ス
ト
か
ら
解
放

さ
れ
、
加
え
て
加
盟
店
で
の
決
済
・
精
算
と
い
っ

た
繁
雑
な
業
務
に
よ
る
間
接
コ
ス
ト
か
ら
も
解
放

さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
電
子
「
し
ま
と
く
通
貨
」
を
購
入
、
利
用
す

る
た
び
に
委
員
会
の
サ
ー
バ
ー
に
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
、

発
行
総
額
、
利
用
額
、
残
高
等
が
一
元
管
理
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。ど
こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の
、ど
う
い
っ

た
年
代
の
方
が
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
い
く
ら
等
、
紙
幣
で

は
拾
い
き
れ
な
い
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

デ
ー
タ
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
販
売
か
ら
わ
ず
か
な
時
間
し
か
経
過
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
お
土
産
が
購
入
さ
れ
る
時
間
帯
や
島
内
で
の
動

き
、
島
か
ら
島
へ
の
動
き
な
ど
興
味
深
い
デ
ー
タ
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
新
た
な
旅
行
商
品
の
造
成
や

年
代
ご
と
の
お
薦
め
観
光
ス
ポ
ッ
ト
紹
介
等
々
し
ま
へ
の

誘
客
、
観
光
戦
略
に
活
用
で
き
る
デ
ー
タ
が
収
集
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
採
用
し
た
電
子
ス
タ
ン
プ
は
、
単
な
る
電

子
決
済
の
た
め
の
ツ
ー
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
平
成
32

年
（
２
０
２
０
年
）
４
千
万
人
の
目
標
値
で
あ
る
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
取
り
込
み
に
も
活
用
で
き
る
よ
う
、
４
カ
国
語

に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
電
子
ス
タ
ン
プ
の
イ
ン

フ
ラ
資
産
は
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
等
の
二
次
利
用
も
可
能
で

す
。

　

長
崎
県
の
離
島
に
お
い
て
、
全
国
に
先
駆
け
た
新
た
な

取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
フ
ィ

ン
テ
ッ
ク
（
Ｉ
Ｔ
技
術
を
使
っ
た

金
融
サ
ー
ビ
ス
）
の
視
点
で
企
業

か
ら
も
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ぜ
ひ
、電
子
地
域
通
貨「
し

ま
と
く
通
貨
」
を
ご
購
入
い
た
だ

き
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
長
崎
県
の
し

ま
へ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。
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販売窓口

発行委員会

しま加盟店

電子スタンプスキーム

しまへの
旅行者等

②購入手続き
・身分証の提示
・代金の支払い

③ＱＲコード（紙）を渡す

⑤加盟店が電子スタンプで押印して決済

⑤利用データを自動で転送
⑦加盟店への送金

⑥利用データを
集計し転送

③月締めで委員会に
販売代金の入金

受託
事業社

①
事前購入申込
・WEBで事前に住所、
氏名等の情報を入力

④ＱＲコードを読み込んで
デジタル通貨をスマートフォン又は
フィーチャーフォンで受け取り

地域づくり 本編

利用画面

電
子
ス
タ
ン
プ

スタンプ押下待機画面

消込済み画面



　

総
務
省
で
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
経
済
の
好
循
環
を
確
立

す
る「
ロ
ー
カ
ル
・
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」の
実
行
を
掲
げ
、様
々

な
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。
そ
れ
は
、農
産
物
や
木
材
、

地
場
産
品
や
景
観
等
の
地
域
資
源
と
、
地
域
金
融
機
関
の

資
金
を
結
び
つ
け
て
、
地
域
で
雇
用
を
創
出
し
、
税
収
に

も
つ
な
が
る
よ
う
な
地
域
密
着
型
企
業
（
事
業
）
を
全
国

各
地
で
立
ち
上
げ
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
地
域
経
済
の
好

循
環
を
拡
大
し
て
い
く
施
策
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
地
域
経
済
の
好
循
環
の
拡
大
に
向
け
た
総

務
省
の
施
策
の
う
ち
、
次
の
２
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

い
て
説
明
し
て
い
き
た
い
。

　

１
つ
は
、「
ロ
ー
カ
ル
１
０
０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
あ
る
。
産
業
競
争
力
強
化
法
に
基
づ
く
創
業
支
援
事
業

計
画
を
中
小
企
業
庁
や
金
融
庁
な
ど
と
と
も
に
支
援
し
、

自
治
体
と
地
域
金
融
機
関
及
び
商
工
会
議
所
・
商
工
会
等

が
緊
密
に
連
携
す
る
「
産
学
金
官
」
の
枠
組
み
に
よ
り
、

地
域
の
資
源
と
資
金
を
活
用
し
て
、
雇
用
吸
収
力
の
大
き

い
地
域
密
着
型
企
業
（
事
業
）
を
全
国
各
地
で
立
ち
上
げ
、

所
得
と
雇
用
を
創
出
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

も
う
１
つ
は
、「
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
あ
る
。
平
成
28
年
４
月
か
ら
の
電
力
の
小

売
全
面
自
由
化
に
よ
る
市
場
の
創
出
を
踏
ま
え
て
、
年
間

約
18
兆
円
と
も
言
わ
れ
て
い
る
電
気
代
の
一
部
を
地
域
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
に
回
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
地
域
で
の

金
融
需
要
の
喚
起
に
つ
な
が
り
、
大
き
な
地
域
経
済
好
循

環
の
実
現
ツ
ー
ル
と
な
り
得
る
。
こ
の
た
め
、
バ
イ
オ
マ

ス
、
廃
棄
物
等
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
地
域
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
事
業
導
入
計
画
（
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）
の
策
定

を
支
援
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
文
中
の
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
、
筆
者
の
個
人

的
な
見
解
で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

「
ロ
ー
カ
ル
１
０
０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　
「
ロ
ー
カ
ル
１
０
０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
関
係

各
省
庁
が
連
携
し
て
、
産
学
金
官
の
地
域
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー

ブ
ル
を
基
盤
に
、
雇
用
吸
収
力
の
大
き
な
地
域
密
着
型
企

業
（
事
業
）
の
立
ち
上
げ
を
支
援
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
る
。
各
自
治
体
が
核
と
な
っ
て
、
地
域
金
融
機
関
等
と

連
携
し
、
平
成
26
年
１
月
に
施
行
さ
れ
た
産
業
競
争
力
強

化
法
に
基
づ
く
市
町
村
の
創
業
支
援
事
業
計
画
に
基
づ
い

て
、
各
市
町
村
が
５
〜
６
事
業
程
度
事
業
を
立
ち
上
げ
る

こ
と
で
、
全
国
で
は
約
１ 

７
０
０
市
町
村
×
５
〜
６
事

業
程
度

≒

１
０
０
０
０
事
業
程
度
が
創
業
さ
れ
る
こ
と

を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
地
域
密
着
型
企
業
（
事
業
）
と
は
、
①
地
域
金

融
機
関
の
融
資
を
伴
う
も
の
、
②
雇
用
吸
収
力
の
大
き
な

も
の
、
か
つ
③
地
元
の
原
材
料
を
活
用
す
る
も
の
と
定
義

し
て
い
る
。
創
業
支
援
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
平
成
28

年
８
月
の
調
査
時
点
で
、
１
４
８
８
市
町
村
が
策
定
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
同
年
８
月
31
日
の
第
９
回
認
定
ま
で

に
、
１
０
５
８
件
（
47
都
道
府
県
１
１
９
５
市
区
町
村
）

が
認
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
総
務
省
は
、
共
管

で
あ
る
中
小
企
業
庁
等
と
と
も
に
、
全
市
町
村
に
よ
る
計

画
策
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
引
き
続
き
推
進
し
て
い
る
。

　
「
地
域
経
済
循
環
創
造
事
業
交
付
金
」
は
、
そ
の
中
で

も
最
も
強
力
な
創
業
支
援
施
策
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
旦

事
業
が
立
ち
上
が
れ
ば
、
地
域
で
雇
用
を
創
出
し
、
地
域

か
ら
原
材
料
を
購
入
す
る
こ
と
で
、
地
元
に
も
資
金
還
元

が
な
さ
れ
た
上
で
、
毎
年
の
営
業
利
益
が
黒
字
に
な
る
こ

と
が
十
分
期
待
で
き
る
も
の
の
、
初
期
の
設
備
投
資
の
資

金
を
金
融
機
関
か
ら
の
借
り
入
れ
で
賄
う
に
は
十
分
で
な

い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
あ
っ
た
と
す
る
。
借
入
返
済
の
原

資
は
、
税
引
き
後
利
益
と
減
価
償
却
費
（
本
来
は
将
来
の

再
投
資
の
た
め
に
留
保
す
べ
き
資
金
）
で
あ
り
、
金
融
機

関
の
融
資
可
能
額
に
は
限
度
が
あ
る
。
こ
れ
を
超
え
る
初

期
投
資
額
が
必
要
な
場
合
、
自
己
資
金
に
よ
る
出
資
を
増

額
す
る
か
、
無
理
し
て
融
資
を
増
や
そ
う
と
す
れ
ば
、
経

営
者
保
証
等
の
担
保
の
上
乗
せ
を
求
め
ら
れ
る
。し
か
し
、

人
口
減
少
が
見
込
ま
れ
る
地
域
で
の
将
来
見
通
し
は
厳
し

く
、
出
資
の
増
加
や
担
保
の
上
乗
せ
が
実
現
す
る
こ
と
は

厳
し
い
。
そ
の
結
果
、
せ
っ
か
く
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が

放
置
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

　

そ
こ
で
自
治
体
が
、
必
要
な
初
期
投
資
額
と
金
融
機
関

の
融
資
可
能
限
度
額
と
の
差
額
を
補
助
し
て
事
業
の
立
ち

2017・２月号 16

特 集
地
域
資
源
を
活
用
し
た
地
域
経
済
好
循
環
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
域
資
源
の
新
た
な
循
環
で
活
性
化

武
井
　
雅
樹

総
務
省
地
域
力
創
造
グ
ル
ー
プ
地
域
政
策
課

企
画
第
一
係
長

―
「
ロ
ー
カ
ル
１
０
０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と

「
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
中
心
に
―

地域づくり 本編
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ローカル10,000プロジェクト

支援の内容・要件

○ 地域金融機関から融資を受けて事業化に取り組む民間事業者が、
事業化段階で必要となる初期投資費用について、
都道府県又は市町村が助成する場合に支援
・融資比率

公費による交付額（国費＋地方費）：地域金融機関融資＝１：１以上
・公費による交付額の上限

原則2,500万円
融資比率が１：２以上の事業については、4,000万円

・補助率
原則、公費による交付額の１／２
条件不利地域で財政力の弱い市町村（財政力指数0.5未満）は２／３

特に財政力の弱い市町村（財政力指数0.25未満）は３／４
全くの新規分野における事業の立ち上げであり、
新規性・モデル性の極めて高い事業は１０／１０

○ 地域金融機関からの融資は、無担保無保証を条件とし、
事業キャッシュフローの継続的な把握によるコンサルティング機能が
発揮されるものとすること

○ 支援の対象となる事業は、地域資源を活かした先進的で持続可能な
事業であって、地域経済の循環効果（投資効果、地元雇用創出効果、
地元原材料活用効果、課税対象利益等創出効果等）を創出する事業
であることに加え、以下の要件を満たすこと
・事業の実施により、自治体の負担により直接解決・支援すべき
公共的な地域課題への対応の代替となること

・他の同様の公共的な地域課題を抱える自治体に対する
高い新規性・モデル性があること

○ 産学金官の連携により、地域の資源と資金を活用して、雇用吸収力の大きい地域密着型企業の立ち上げ
を支援

331億円（7年）

地域金融機関
融資誘発効果

101億円

地域経済循環
創造事業交付金

95億円

（自己資金等）
27億円

投資効果

223億円
（対交付金2.3倍）

地元雇用創出効果

地元原材料活用効果

キャッシュフロー創出効果

431億円（7年）
対交付金 4.5倍

787億円（7年）
対交付金 8.3倍

うち、税創出効果

税引き後当期利益から
地域金融機関の資金回収

69億円（7年）

実績（287事業） 見込まれる効果

地域経済好循環推進プロジェクト
為替変動にも強い地域の経済構造改革と地方からのＧＤＰの押し上げ

ローカル10,000プロジェクト 分散型エネルギーインフラプロジェクト

・全国の８3%(1,453)の市区町村が創業支援事業計画の

策定に取り組んでおり、関係省庁と連携して、
さらに全国各地での産学金官連携を推進

・「地域経済循環創造事業交付金」により、
公共性・モデル性の高い地域密着型企業の立ち上げを支援
地域金融機関による資金の活用を拡大

・関係省庁と連携して、ローカル・アベノミクスの全国展開を

効果的に推進

・バイオマス等の地域資源を活用した地域エネルギー企業
を立ち上げるため、平成26年度に14団体、平成27年度に
新たに14団体でマスタープランを策定

・地域エネルギーの事業化に向けて、関係省庁による
タスクフォースを活用し、横串で集中支援

・ＴＰＰを契機に、自治体が核となって、地域産品の海外への
販路開拓や対日直接投資を関係機関と連携して推進

・産地体験・見学ツアーや地域産品
フェア等を通じて、地域産品や食の
魅力をより効果的に発信

・平成27年度に８団体で事業を
推進し、市民や民間事業者に
開放された新しい公共空間を創出

・「公共施設再生ナビ」を活用し、
クリエーターと自治体インフラ
とのマッチングを推進

自治体インフラの民間開放

地域経済グローバル循環創造事業 公共施設オープン・リノベーション

○ ローカル・アベノミクスを深化させ、強い地域経済・産業を再生

○ 地域における成長と分配の好循環を一層強化し、所得や需要の増加を持続的成長に結びつける



上
げ
支
援
を
行
っ
た
場
合
に
、
そ
の
自
治
体
に
交
付
さ
れ

る
の
が
地
域
経
済
循
環
創
造
事
業
交
付
金
で
あ
る
。

　

地
域
経
済
循
環
創
造
事
業
交
付
金
に
よ
る
支
援
の
要
件

と
し
て
、
物
的
担
保
や
経
営
者
保
証
な
ど
を
求
め
な
い
無

担
保
・
無
保
証
の
融
資
を
地
域
の
金
融
機
関
か
ら
確
保
す

る
こ
と
を
要
件
と
し
て
い
る
。
い
わ
ば
、
地
域
金
融
機
関

に
は
、
自
ら
リ
ス
ク
を
負
っ
て
融
資
を
行
う
こ
と
を
求
め

て
い
る
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
）。
こ
れ
は
、

地
域
金
融
機
関
に
よ
る
事
業
性
の
審
査
（
目
利
き
）
や
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
機
能
の
発
揮
、
販
路
開
拓
や
専
門
人
材

の
活
用
等
に
よ
る
き
め
の
細
か
い
支
援
を
期
待
す
る
た
め

で
あ
る
。

　

そ
の
結
果
、事
業
継
続
に
よ
り
相
当
程
度
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

フ
ロ
ー
創
出
効
果
が
見
込
ま
れ
、
地
域
内
に
再
投
資
さ
れ

る
こ
と
で
、
新
た
な
地
元
の
雇
用
が
生
み
出
さ
れ
、
地
元

の
原
材
料
も
活
用
さ
れ
、
法
人
関
係
税
収
も
入
っ
て
く
る

と
い
う
経
済
の
好
循
環
が
産
み
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

平
成
27
年
度
ま
で
に
、
２
８
７
の
事
業
に
対
し
て
、
地

域
経
済
循
環
創
造
事
業
交
付
金
の
交
付
決
定
が
な
さ
れ
て

き
た
が
、
次
に
、
そ
の
事
例
の
一
つ
と
し
て
徳
島
県
の
特

産
品
を
活
用
し
た
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
製
造
・
販
売
事
業
を

紹
介
す
る
。

○
特
産
品
「
柚
香
」
を
活
用
し
た
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
づ
く
り
（
徳
島
県
）

　

徳
島
県
の
特
産
品
の
一
つ
と
し
て
、
主
に
県
内
西
部
山

間
部
で
作
ら
れ
る
「
柚
香
（
ゆ
こ
う
）」
と
い
う
柑
橘
類

の
果
実
が
あ
り
、そ
の
ほ
と
ん
ど
が
酢
の
原
料
に
な
る
が
、

そ
の
消
費
量
は
限
ら
れ
て
お
り
、
生
産
過
剰
分
は
収
穫
さ

れ
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
こ
に
着
目
し
た
事
業
者
が
、
地
域
経
済
循
環
創
造
事

業
交
付
金
を
受
け
、
こ
の
果
実
を
オ
レ
ン
ジ
ピ
ー
ル
の
代

わ
り
に
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
香
り
づ
け
の
原
料
と
し
て
活

用
す
る
事
業
を
、
徳
島
県
上
勝
町
で
創
業
し
て
い
る
。
地

域
の
農
家
か
ら
原
料
と
な
る
「
柚
香
」
を
購
入
し
、
水
は

上
勝
町
の
天
然
水
（
湧
き
水
）
を
使
用
し
、
工
場
等
で
醸

造
後
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
と
し
て
販
売
を
行
っ
て
い
る
。
工

場
に
併
設
さ
れ
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
サ
イ
ト
と
連
動
し
て
、

同
町
の
観
光
拠
点
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
。
既
存
の
人

員
に
加
え
、２
名
の
新
規
雇
用
も
生
ま
れ
て
い
る
。
現
在
、

麦
芽
や
ホ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
他
社
か
ら
の
購
入
に
頼
っ
て

い
る
が
、
ゆ
く
ゆ
く
は
、
全
て
地
元
産
の
材
料
で
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
ビ
ー
ル
の
製
造
を
行
う
た
め
、
町
内
の
遊
休
農
地

を
活
用
し
た
麦
や
ホ
ッ
プ
の
栽
培
等
、
中
山
間
地
域
で
の

地
域
経
済
の
循
環
、
雇
用
の
拡
大
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ

て
い
る
。

　

ま
た
、
事
業
者
で
は
、
同
事
業
の
一
定
の
成
功
を
受
け
、

県
内
の
農
業
生
産
者
や
飲
食
店
と
連
携
し
、
徳
島
を
代
表

す
る
農
作
物
で
あ
る
「
鳴
門
金
時
」
や
「
す
だ
ち
」
を
原

料
と
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
地
ビ
ー
ル
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
（
他
社
ブ
ラ

ン
ド
製
品
の
製
造
）
事
業
に
も
着
手
し
て
い
る
。
県
内
飲

食
店
に
お
け
る
提
供
だ
け
で
は
な
く
、
常
温
流
通
も
可
能

な
醸
造
設
備
も
整
備
す
る
こ
と
で
、
各
飲
食
店
に
お
い
て

土
産
品
と
し
て
の
販
売
も
可
能
と
す
る
構
想
を
進
め
て
い

る
。「

分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」

　
「
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
地
域
で
の
ガ
ス
発
電
と
余
熱
を

利
用
す
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
に
よ
り
、
平
常
時
で
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
減
少
と
災
害
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自

立
を
図
り
、
自
立
的
で
持
続
可
能
な
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ

ス
テ
ム
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
電
力
の
小
売
全
面
自
由

化
に
よ
る
市
場
の
創
出
を
踏
ま
え
て
、
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー

企
業
を
創
出
し
、
新
し
い
地
域
経
済
の
成
長
戦
略
を
構
築

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
は
、
特
に
バ
イ
オ
マ
ス
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
着
目
さ
れ
る
。
バ
イ
オ
マ
ス
は
、
発
電
だ
け

で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
は
２
割
程
度
に
と
ど
ま
る
が
、
熱

も
あ
わ
せ
て
利
用
す
れ
ば
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
は
８
割
以
上

に
な
る
。
バ
イ
オ
マ
ス
の
熱
利
用
は
、
地
産
地
消
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
の
典
型
で
あ
る
。
各
家
庭
で
の
最
終
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
の
３
分
の
２
が
熱
で
あ
り
、
一
度
発
電
し
て
、

そ
の
電
気
を
熱
に
変
え
て
使
う
と
い
う
よ
り
は
、
熱
は
熱

の
ま
ま
供
給
す
る
こ
と
が
合
理
的
で
あ
る
。
た
だ
し
、
熱

は
熱
湯
に
し
て
送
付
す
る
た
め
熱
供
給
管
が
必
要
と
な
る

こ
と
、
熱
供
給
管
で
の
送
付
は
電
力
に
比
べ
て
、
送
付
す

る
距
離
に
応
じ
て
劣
化
（
温
度
が
下
が
る
こ
と
）
が
著
し

く
な
る
と
い
う
課
題
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
熱
供
給
等
の

共
通
地
域
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
運
営
が
課
題
と
な
る
。

　

従
っ
て
、
地
域
に
お
け
る
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ

ラ
の
導
入
は
、
都
市
計
画
、
ま
ち
づ
く
り
と
一
体
と
な
っ

て
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
長
期
の
取
り
組
み

を
確
保
す
る
観
点
か
ら
も
、
自
治
体
が
主
体
的
に
取
り
組

む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
総
務
省
で
は
、
自
治
体
が
「
地

域
の
特
性
を
活
か
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
導
入
計
画
（
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）」
を
策
定
し
た
上
で
、
事
業
者
、
住
民
、

地
域
金
融
機
関
等
の
地
域
の
関
係
者
と
十
分
に
議
論
を
行

い
、
そ
の
成
果
を
踏
ま
え
実
行
に
移
し
て
い
く
こ
と
を
支

援
し
て
い
る
。

　

平
成
26
年
度
に
14
団
体
、
平
成
27
年
度
も
14
団
体
で
の

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
を
支
援
し
て
お
り
、そ
の
う
ち
、

電
力
供
給
事
業
で
事
業
化
を
成
し
遂
げ
た
鳥
取
県
米
子
市

の
事
業
内
容
を
紹
介
す
る
。

○
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
よ
る
資
金
循

環
モ
デ
ル
（
鳥
取
県
米
子
市
）
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鳥
取
県
米
子
市
に
は
、
山
陰
地

方
で
は
最
大
の
温
泉
地
と
な
る
皆

生
温
泉
郷
が
あ
り
、
旅
館
・
ホ
テ

ル
等
が
30
軒
、
年
間
宿
泊
客
数
は

約
40
万
人
と
市
の
観
光
業
を
け
ん

引
し
て
い
る
。
同
エ
リ
ア
で
は
、
病

院
や
福
祉
施
設
、
公
共
施
設
等
の

施
設
も
集
中
し
、
旅
館
・
ホ
テ
ル

等
と
あ
わ
せ
、
重
油
・
灯
油
・
都

市
ガ
ス
等
を
燃
料
と
し
た
ボ
イ

ラ
ー
が
、
相
当
程
度
、
給
湯
用
の

熱
源
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、

域
外
の
企
業
へ
地
域
の
資
金
が
流

出
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
米
子
市
で
は
、
地
元
企

業
５
社
と
も
協
議
を
重
ね
、
地
域

エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
を
設
立
し
、
ガ

ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
設
備

を
導
入
し
て
、
皆
生
温
泉
エ
リ
ア

の
旅
館
・
ホ
テ
ル
、
病
院
、
福
祉

施
設
、
公
共
施
設
等
へ
の
熱
供
給

事
業
と
、
地
域
で
作
ら
れ
る
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
電
力

と
も
組
み
合
わ
せ
た
市
全
域
へ
の

電
力
供
給
事
業
の
立
ち
上
げ
に
つ

い
て
、
平
成
27
年
３
月
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
地
産
地
消
・
資
金
循
環
モ
デ

ル
と
し
て
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
ま

と
め
て
い
る
。

　

平
成
27
年
12
月
、
米
子
市
と
地

元
企
業
５
社
に
よ
っ
て
、
地
域
エ

ネ
ル
ギ
ー
会
社
「
ロ
ー
カ
ル
エ
ナ

ジ
ー
株
式
会
社
」
を
設
立
、
平
成

28
年
11
月
末
現
在
、
残
念
な
が
ら
、
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ
ン
設
備
と
そ
れ
に
伴
う
熱
供
給
事
業
に
つ
い
て

は
導
入
さ
れ
て
い
な
い
が
、電
力
供
給
事
業
に
つ
い
て
は
、

市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
ご
み
発
電
、
民
間
企
業
の
太
陽

光
発
電
、
地
熱
発
電
に
よ
る
電
力
を
調
達
し
、
平
成
28

年
４
月
に
開
業
。
２
０
０
を
超
え
る
公
共
施
設
と
、
１

２
０
０
を
超
え
る
民
間
事
業
所
及
び
一
般
家
庭
へ
電
力
供

給
が
始
ま
っ
て
い
る
。
開
業
初
年
度
か
ら
、
単
年
度
黒
字

化
達
成
の
見
込
み
で
あ
り
、
５
名
の
雇
用
が
生
ま
れ
、
目

標
ど
お
り
の
公
共
施
設
の
電
気
料
金
の
削
減
や
、
相
当
程

度
の
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
も
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

電
力
供
給
事
業
で
生
み
出
さ
れ
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

は
、
今
後
、
熱
供
給
事
業
等
に
投
資
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、

温
泉
旅
館
・
ホ
テ
ル
等
の
ボ
イ
ラ
ー
の
更
新
時
期
に
あ
わ

せ
、
事
業
拡
張
を
検
討
し
て
い
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法
を
用
い
た
地
域
課
題
の
解
決

　
「
ロ
ー
カ
ル
１
０
０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
「
分
散

型
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
共
通
す
る

の
は
、
い
ず
れ
も
、
地
域
課
題
の
解
決
を
目
指
す
の
に
、

①
地
域
資
源
の
活
用
を
前
提
と
す
る
こ
と
と
、
②
ビ
ジ
ネ

ス
（
事
業
）
と
い
っ
た
自
立
的
で
継
続
的
な
手
法
を
用
い

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
当
然
、「
原
材
料
の
安
定

的
で
安
価
な
調
達
」
や
「
小
さ
く
始
め
て
大
き
く
育
て
る
」

等
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
る
。

　

地
域
課
題
の
解
決
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法
を
用
い
て
取
り

組
も
う
と
さ
れ
て
い
る
全
国
の
自
治
体
の
担
当
者
は
、
先

行
す
る
自
治
体
の
取
り
組
み
例
を
参
考
と
し
、
専
門
家
に

よ
る
助
言
等
も
仰
ぎ
な
が
ら
、「
ロ
ー
カ
ル
１
０
０
０
０

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
「
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
っ
た
総
務
省
の
支
援
施
策
の
活
用
も

検
討
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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市
の
概
要

本
市
は
、
平
成
17
年
３
月
、
勝
山
町
、

落
合
町
、
湯
原
町
、
久
世
町
、
美
甘
村
、

川
上
村
、
八
束
村
、
中
和
村
及
び
北
房
町

の
９
町
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

岡
山
県
北
部
で
中
国
山
地
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
す
る
中
山
間
地
で
、
北
は
鳥
取
県
に

接
し
て
い
ま
す
。
総
面
積
は
約
８
２
８
平

方
㌔
で
、
岡
山
県
の
約
11
・
６
％
を
占
め

る
県
下
で
最
も
大
き
な
自
治
体
で
す
。

　

ま
た
、
蒜
山
高
原
や
露
天
風
呂
番
付
で

西
の
横
綱
に
輝
く
湯
原
温
泉
な
ど
豊
富
な

地
域
資
源
に
恵
ま
れ
、
年
間
４
０
０
万
人

も
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
森
林
資
源
が
豊
富
な
こ
と

か
ら
、「
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
」
の
取
り

組
み
が
全
国
的
な
注
目
を
集
め
て
い
ま

す
。
中
で
も
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た

オ
ー
ル
真
庭
方
式
で
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

所
（
出
力
約
１
万
㌔
㍗
で
市
内
一
般
家
庭

の
電
力
使
用
量
を
賄
え
る
発
電
量
）
が
平

成
27
年
４
月
か
ら
稼
働
。
林
業
・
木
材
産

業
の
振
興
、
新
た
な
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
の

創
出
、
雇
用
の
拡
大
、
地
域
の
活
性
化
な

ど
多
く
の
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
人
口
は
、
平
成
27
年
の

国
勢
調
査
で
４
万
６
１
２
４
人
と
な
り
、

前
回
調
査
と
比
べ
２
８
４
０
人
も
減
少
。

特
に
社
会
動
態
で
は
、
大
学
進
学
等
で
他

市
に
転
出
し
た
ま
ま
就
職
し
て
し
ま
う
な

ど
、
社
会
減
の
状
態
が
続
い
て
お
り
、
大

変
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
人
口
減
少
の
抑
制
と
平
成
32

年
の
社
会
減
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
平
成
25
年

度
に
「
真
庭
市
交
流
定
住
推
進
計
画
」、

平
成
26
年
度
に
（
一
財
）
地
域
活
性
化
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
助
成
を
受
け
、「
真
庭
市

移
住
定
住
推
進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を

策
定
。
ま
た
、
平
成
27
年
度
に
は
全
庁
的

な
取
り
組
み
と
す
る
た
め
、
市
総
合
政
策

部
に
交
流
定
住
推
進
課
が
新
設
さ
れ
ま
し

た
。移

住
定
住
推
進	

	
	

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
策
定

　

平
成
25
年
度
策
定
し
た
「
真
庭
市
交
流

定
住
推
進
計
画
」
で
は
、
交
流
・
移
住
・

定
住
・
地
域
づ
く
り
の
各
段
階
に
お
け

る
課
題
や
実
施
し
て
い
る
施
策
、
役
割
等

を
明
ら
か
に
し
、
今
後
の
既
存
事
業
の
再

構
築
、
連
携
に
よ
る
効
率
的
か
つ
効
果
的

な
事
業
の
実
施
を
目
指
す
こ
と
と
し
ま
し

た
。
ま
た
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
は
、

計
画
に
掲
げ
る
内
容
を
よ
り
具
体
的
に
明

記
し
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
移

住
・
定
住
推
進
ま
で
を
総
合
的
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

推
進
体
制
の
構
築
及
び
誘
致
活
動
の	

強
化（
交
流
定
住
セ
ン
タ
ー
の
設
置
）

　

こ
れ
ま
で
市
民
活
動
の
支
援
を
目
的
と

し
て
設
置
し
て
い
た
「
真
庭
市
市
民
活
動

支
援
プ
ラ
ザ
」
の
事
業
を
継
承
し
つ
つ
、

交
流
定
住
支
援
の
機
能
を
強
化
し
た
「
真

庭
市
交
流
定
住
セ
ン
タ
ー
」
を
平
成
27
年

10
月
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

主
な
業
務
内
容
は
、
移
住
相
談
の
代
表

窓
口
と
し
て
、
移
住
定
住
相
談
会
へ
の
参

加
や
移
住
希
望
者
の
現
地
案
内
、
空
き
家

情
報
バ
ン
ク
の
管
理
、
交
流
・
定
住
推
進

サ
イ
ト
の
運
営
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
度
よ
り
始
め
た
現
地
案
内
で
は
、
主
に

先
輩
移
住
者
と
の
交
流
や
地
域
案
内
、
空

き
家
案
内
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成

28
年
11
月
現
在
で
11
組
25
人
を
案
内
し
て

い
ま
す
が
、
参
加
者
が
行
き
た
い
と
こ
ろ

に
行
く
「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
案
内
」
は
大

変
好
評
で
す
。
ま
た
、
交
流
・
移
住
促
進

の
た
め
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
真
庭
市
交
流
・

定
住
推
進
サ
イ
ト
」
を
整
備
し
、住
ま
い
、

地
域
に
あ
る
資
源
を
活
用
、持
続
可
能
な
ま
ち
を
目
指
し
て

―
社
会
減
ゼ
ロ
に
向
け
て「
移
住
定
住
推
進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」―

移
住
・
定
住
・
交
流
推
進
支
援
事
業

（
岡
山
県
真
庭
市
）

真
庭
市
交
流
定
住
推
進
課
主
任

河
本
　
直
貴

　

都
市
か
ら
地
方
へ
の
移
住
・
交
流
は
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
地
域
活
性
化
策

の
柱
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
移
住
・
定
住
・
交
流
推

進
支
援
事
業
」
と
し
て
、
地
域
団
体
も
し
く
は
市
町
村
等
が
自
主
的･

主
体
的
に
実

施
す
る
、
都
市
住
民
な
ど
を
受
け
入
れ
る
事
業
を
支
援
し
て
い
る
。

　

今
回
、
平
成
27
年
度
に
同
事
業
を
活
用
し
た
岡
山
県
真
庭
市
で
の
取
り
組
み
を
同

市
交
流
定
住
推
進
課
の
河
本
直
貴
氏
に
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。

（
企
画
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
課
）
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し
ご
と
、
子
育
て
、
医
療
・
健
康
な
ど
、

移
住
定
住
に
必
要
な
情
報
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。

真
庭
体
験
が
で
き
る
施
設
の	

	

整
備
や
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

　

本
市
で
は
、
移
住
希
望
者
が
短
期
～
中

長
期
お
試
し
暮
ら
し
を
体
験
で
き
る
お
試

し
住
宅
を
５
カ
所
に
整
備
す
る
と
と
も

に
、
真
庭
を
体
験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
北
房
地
域
の
廃
校
を
活

用
し
、
韓
国
出
身
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
り
、
地
域
の
特
産
で
あ

る
ピ
オ
ー
ネ
な
ど
を
使
っ
た
キ
ム
チ
づ
く

り
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。
移
住
希
望
者

に
お
い
て
は
移
住
へ
の
足
掛
か
り
と
な
る

交
流
や
農
山
村
で
の
「
な
り
わ
い
」
づ
く

り
の
体
験
と
し
て
。
一
方
、
住
民
に
お
い

て
は
、
地
元
資
源
の
価
値
を
再
認
識
し
、

よ
り
地
域
を
好
き
に
な
っ
て
い
た
だ
く
た

め
の
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

人
材
育
成
研
修「
真
庭
な
り
わ
い
塾
」

　

真
庭
な
り
わ
い
塾
は
、
本
市
を
フ
ィ
ー

ル
ド
に
、「
あ
る
く
・
み
る
・
き
く
」
こ

と
を
通
じ
て
、
生
き
方
、
働
き
方
、
社
会

の
カ
タ
チ
を
考
え
、「
暮
ら
し
を
つ
く
る

力
」「
な
り
わ
い
を
構
想
す
る
力
」「
地
域

を
支
え
る
力
」
を
養
い
、「
志
を
と
も
に

す
る
仲
間
づ
く
り
」
に
取
り
組
む
若
者
を

育
て
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
平
成
27
年

度
に
京
都
、
大
阪
、
岡
山
で
実
施
し
た
プ

レ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
３
２
８
人
も
の
方
に

お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
じ
め
た
塾
で
は
、
25

人
の
定
員
に
対
し
67
人
も
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
年
間
で
９
回
の
塾
を
通
し
、
ま

ず
は
地
域
を
知
り
、地
域
に
愛
着
を
も
ち
、

地
域
に
溶
け
込
む
こ
と
を
塾
生
に
体
感
し

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
こ
か
ら
、
様
々
な
人
材
が
育
つ
こ

と
に
よ
っ
て
、
交
流
定
住
促
進
と
地
域
活

性
化
の
一
歩
が
は
じ
ま
る
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

本
市
の
地
域
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
人

材
に
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
隊
員
の
力
を
活
か
し
た
地
域

ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
（
起
業
）
と
定
住
を

テ
ー
マ
に
、
平
成
25
年
度
の
導
入
以
来
延

べ
10
人
の
隊
員
が
地
域
活
動
の
支
援
を
中

心
に
、
交
流
定
住
推
進
課
や
各
地
区
の
振

興
局
職
員
と
連
携
を
密
に
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

　
「
主
役
は
住
民
、
協
力
隊
は
脇
役
」
を

理
念
に
、
企
画
や
デ
ザ
イ
ン
な
ど
、
協
力

隊
が
入
る
こ
と
で
、
地
域
が
考
え
て
い
る

日
頃
や
り
た
か
っ
た
こ
と
、
で
き
な
か
っ

た
こ
と
に
、
協
力
隊
と
地
域
が
と
も
に
考

え
、
取
り
組
み
が
可
能
に
な
る
こ
と
で
地

域
に
活
力
が
生
ま
れ
、
協
力
隊
の
任
期
終

了
後
で
も
地
域
が
継
続
し
て
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
空
き
家
・

空
き
施
設
を
活
用
し
た
多
国
籍
シ
ェ
ア
ハ

ウ
ス
や
カ
フ
ェ
の
運
営
、
地
域
に
当
た
り

前
に
あ
る
も
の
（
資
源
）
を
活
用
し
、
石

鹸
づ
く
り
や
草
木
染
め
な
ど
の
特
産
品
を

開
発
。ま
た
、生
活
支
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
サ
ポ
ー

ト
や
、
市
内
の
学
校
と
地
域
と
を
結
ぶ
取

り
組
み
な
ど
、
多
岐
に
渡
り
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
充
実
さ

せ
、
地
域
お
こ
し
を
活
発
に
し
て
い
く
予

定
で
す
の
で
、
一
緒
に
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
活
動
し
て
く
れ
る
仲
間
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
、

一
度
お
電
話
く
だ
さ
い
！

　

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
も
行
い
な

が
ら
、
移
住
さ
れ
た
方
が
よ
り
暮
ら
し

や
す
い
ま
ち
に
し
て
い
く
た
め
、
元
々

住
ん
で
い
る
人
と
移
住
者

と
の
交
流
会
を
実
施
す
る

な
ど
の
体
制
整
備
を
進
め

る
と
と
も
に
、
多
彩
な
地

域
資
源
を
最
大
限
に
活
用

し
、
30
年
、
50
年
先
を
も

見
据
え
た
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
、
県
内

は
も
と
よ
り
、全
国
へ
「
希

望
と
元
気
の
真
庭
」
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

〈真庭なりわい塾〉住民の暮らしを学ぶ

〈現地案内〉カフェを運営している先輩移住者との交流

〈地域おこし協力隊の活動〉空き家を活用した多国籍
シェアハウス

〈
今
後
の
展
望
〉
地
域
交
流
会
の
開
催
を
予
定



は
じ
め
に

　

京
都
府
綾
部
市
に
良
い
風
が
吹
い
て
い

る
。
も
ち
ろ
ん
「
風
」
に
も
「
追
い
風
」

と
「
逆
風
」
が
あ
り
、
た
だ
吹
い
て
い
れ

ば
良
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
ご
多
分

に
漏
れ
ず
綾
部
も
人
口
減
少
が
進
み
、
現

在
３
万
５
千
人
を
切
っ
た
。
そ
の
意
味
に

お
い
て
は
「
逆
風
の
中
に
も
関
わ
ら
ず
追

い
風
が
吹
き
始
め
て
い
る
」あ
る
い
は「
追

い
風
と
と
も
に
逆
風
も
吹
い
て
い
る
」
と

い
う
方
が
正
確
だ
ろ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
実
践
塾
の
開
催
直
前
に

奇
遇
に
も
綾
部
を
題
材
に
し
た
『
驚
き
の

地
方
創
生
～
京
都
・
あ
や
べ
ス
タ
イ
ル
～
』

（
蒲
田
正
樹
、
扶
桑
社
新
書
、
２
０
１
６
）

と
い
う
本
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
こ
で
も
述

べ
ら
れ
て
い
る
が
、
綾
部
は
次
の
よ
う
な

豊
富
な
地
域
資
源
で
溢
れ
て
い
る
。

①
京
都
府
最
大
級
の
古
墳
（
私
市
円
山

古
墳
）
が
あ
る
。

②
国
宝
（
聖
徳
太
子
開
創
の
光
明
寺
仁

王
門
）
が
あ
る
。

③
足
利
尊
氏
が
産
湯
に
使
っ
た
井
戸
が

あ
る
。

④
平
家
の
落
人
が
隠
れ
住
ん
だ
と
言
わ

れ
る
地
域
（
黒
谷
）
が
あ
り
、
和
紙

が
有
名
で
あ
る
。

⑤
大
本
教
や
合
気
道
の
発
祥
の
地
で
あ

り
、
精
神
性
が
高
い
。

⑥
お
茶
、
米
、
ジ
ビ
エ
、
栗
や
黒
豆
、

北
大
路
魯
山
人
が
絶
賛
し
た
鮎
な
ど

美
味
し
い
食
材
が
あ
る
。

⑦
上
場
企
業
で
あ
る
グ
ン
ゼ
の
発
祥
の

地
で
あ
り
、
現
在
本
社
が
綾
部
に
あ

る
。
同
じ
く
上
場
企
業
で
あ
り
、
精

密
ね
じ
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
日
東
精
工

の
本
社
が
あ
る
。

⑧
京
セ
ラ
、
カ
ル
ビ
ー
、
住
友
理
工
な

ど
の
全
国
的
に
も
有
名
な
企
業
が
立

地
し
て
い
る
。

⑨
Ｆ
Ｍ
い
か
る
、
あ
や
べ
市
民
新
聞
な

ど
地
域
か
ら
全
幅
の
信
頼
を
得
て
い

る
ロ
ー
カ
ル
メ
デ
ィ
ア
が
あ
る
。

⑩
星
が
き
れ
い
。
ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
が
で
き
る
天
文
館
（
パ
オ
）
も
あ

る
。

⑪
全
国
に
先
駆
け
て
「
世
界
連
邦
都
市

宣
言
」
を
し
、
現
在
２
３
４
都
市
に

広
が
っ
て
い
る
。

⑫
２
０
０
６
年
に
全
国
初
の
水
源
の
里

条
例
を
制
定
。

⑬
全
国
、
世
界
に
半
農
半
Ｘ
の
コ
ン
セ

プ
ト
を
発
信
し
続
け
て
い
る
塩
見
直

紀
氏
が
お
ら
れ
る
。

⑭
若
い
世
代
の
Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｕ
タ
ー
ン

者
が
右
肩
上
が
り
に
増
え
て
い
る

（
志
賀
郷
、
上
林
地
域
等
）。
現
市
長

の
山
崎
善
也
氏
も
Ｕ
タ
ー
ン
で
あ

る
。

⑮
木
材
市
場
や
加
工
場
、
ま
た
小
学
校

空
き
校
舎
を
活
用
し
た
里
山
交
流
研

修
セ
ン
タ
ー
な
ど
「
森
の
京
都
」
や

教
育
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
拠
点
施

設
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
多
く
の
魅
力
が
詰
ま
っ
た
ま

ち
が
綾
部
で
あ
り
、
こ
う
し
た
地
域
資
源

が
有
効
に
重
な
り
合
い
、
多
く
の
化
学
反

応
が
生
ま
れ
て
い
る
の
が
「
京
都
・
あ
や

べ
ス
タ
イ
ル
」
と
言
え
る
。

実
践
塾
の
概
要

　

さ
て
、
そ
ん
な
綾
部
を
舞
台
に
11
月
下

旬
に
３
日
間
の
「
地
方
創
生
実
践
塾
」
を

実
施
し
た
。
内
容
は
５
年
前
か
ら
実
践
し

て
き
た
筆
者
の
演
習
科
目
の
内
容
に
ア
レ

ン
ジ
を
加
え
、
短
期
間
で
最
大
限
、
綾
部

の
魅
力
を
感
じ
ら
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企

画
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
地
域
資
源
を
最
大

限
生
か
し
た
企
業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
・
行

政
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」。
幸
い
す
ぐ
に

定
員
が
埋
ま
り
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
も
出

た
。

　

そ
れ
で
は
、
全
体
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
（
主
任
講
師
）
と
い
う
立
場
か
ら
本

実
践
塾
か
ら
得
ら
れ
た
学
び
と
い
う
も
の

を
３
点
ほ
ど
述
べ
て
み
た
い
。

①
地
域
の
Ａ
面
と
Ｂ
面

　

地
域
は
や
は
り
常
に「
Ａ
面
」と「
Ｂ
面
」

を
一
緒
に
見
な
い
と
い
け
な
い
。
た
と
え

ば
、
綾
部
に
は
「
上
流
は
下
流
を
想
い
、

下
流
は
上
流
に
感
謝
す
る
」
と
い
う
考
え

が
浸
透
し
て
い
る
。
こ
れ
が
ま
さ
に
水
源

の
里
の
条
例
化
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。

こ
の
哲
学
は
東
北
の
養
殖
漁
業
家
で
あ
る

畠
山
重
篤
氏
が
提
唱
し
た
「
森
は
海
の
恋

人
」
と
も
通
底
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
と

か
く
物
事
は
片
面
だ
け
か
ら
見
る
だ
け
で

は
不
十
分
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
限
界

集
落
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と

が
言
え
る
。
確
か
に
数
だ
け
で
捉
え
れ
ば

222017・２月号

地
域
資
源
を
生
か
し
た

「
京
都
・
あ
や
べ
ス
タ
イ
ル
」
を
体
感

―
企
業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
・
行
政
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
―

杉
岡
　
秀
紀

福
知
山
公
立
大
学
地
域
経
営
学
部
准
教
授

京
都
府
立
大
学
京
都
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
特
任
准
教
授

　

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
方
創
生
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
養
成
を
目
的

と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
地
方
創
生
実
践
塾
」
を
実
施
し
て
い
る
。
平
成
28
年
11
月

23
日（
水
）〜
25
日（
金
）に
京
都
府
綾
部
市
で
開
催
さ
れ
た
実
践
塾
の
内
容
に
つ
い
て
、

福
知
山
公
立
大
学
地
域
経
営
学
部
准
教
授
・
京
都
府
立
大
学
京
都
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー

特
任
准
教
授
の
杉
岡
秀
紀
氏
に
ご
報
告
い
た
だ
い
た
。　
　
　
　
（
地
域
支
援
総
務
課
）

平
成
28
年
度
地
方
創
生
実
践
塾

京
都
府
綾
部
市

地域づくり 本編



限
界
か
も
し
れ
な
い
が
、
実
際
に
水
源
の

里
で
あ
る
古
屋
に
足
を
運
ぶ
と
、
80
歳
を

越
え
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
が
毎
日
い
き

い
き
と
笑
顔
で
働
き
続
け
る
姿
を
確
認
で

き
る
。
こ
う
し
た
地
域
は
む
し
ろ
限
界
で

は
な
く
「
可
能
性
集
落
」
と
呼
ぶ
べ
き
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
人
口
問
題
も
同
様
で
、

数
だ
け
で
見
る
の
で
は
な
く
、
見
方
を
変

え
れ
ば
「
人
口
＝
人
生
の
数
」
と
な
ろ
う
。

②
歴
史
と
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
デ
ザ
イ
ン

　
「
愚
者
は
経
験
に
学
び
、
賢
者
は
歴
史

に
学
ぶ
」。
こ
の
言
葉
は
プ
ロ
シ
ア
の
宰

相
ビ
ス
マ
ル
ク
の
言
葉
で
あ
る
が
、
綾
部

は
ま
さ
に
歴
史
に
学
び
、
そ
し
て
新
た
な

歴
史
を
つ
く
っ
て
い
る
ま
ち
で
あ
っ
た
。

た
と
え
ば
グ
ン
ゼ
博
物
苑
に
行
く
と
、
昭

和
３
年
に
描
か
れ
た
50
年
後
の
綾
部
の
未

来
絵
図
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は

近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
７
世
代
後
の
世
代

の
こ
と
ま
で
考
え
て
将
来
を
考
え
る
と
い

う
「
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う

概
念
に
通
じ
る
。
単
に
過
去
と
現
在
だ
け

で
な
く
、
未
来
の
歴
史
ま
で
入
れ
た
ま
ち

づ
く
り
を
実
装
し
て
い
る
の
が
綾
部
と
い

う
ま
ち
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

③
人
の
気
が
「
人
気
」
の
秘
訣

　
「
ま
ち
づ
く
り
は
ひ
と
（
フ
ァ
ン
）
づ

く
り
」
と
昔
か
ら
言
わ
れ
る
。
先
述
の
綾

部
本
の
中
に
も
多
く
の
人
物
名
が
出
て
き

て
い
る
の
は
そ
の
証
左
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
も
う
一
歩
踏
み
込
む
な
ら
ば
、
綾
部

が
人
気
を
集
め
る
秘
訣
は
「
人
の
気
」
と

言
え
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
「
や
る
気
、

勇
気
、
元
気
、
根
気
、
負
け
ん
気
」
で
あ

る
。
こ
う
し
た
様
々
な
「
気
」
を
企
業
・

行
政
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
セ
ク
タ
ー
を
越
え
、

そ
し
て
、
組
織
・
個
人
の
立
場
を
越
え
、

随
所
で
感
じ
ら
れ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て

古
屋
の
自
治
会
長
で
あ
る
渡
邉
和
重
氏
が

講
演
の
中
で
実
に
示
唆
深
い
こ
と
を
仰
っ

て
い
る
。「
限
界
を
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で

書
く
と
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
で
す
よ
ね
。
こ
の

Ａ
、
す
な
わ
ち
「
諦
め
」
を
取
っ
た
ら
ど

う
な
り
ま
す
か
？
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
（
元
気
）

に
な
る
で
し
ょ
う
」。
何
と
も
ウ
ィ
ッ
ト

に
富
む
、
そ
れ
で
い
て
至
言
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

本
研
修
に
参
加
し
た
だ
け
で
マ
イ
ン
ド

が
１
８
０
度
変
わ
る
訳
で
な
い
し
、
地
域

も
同
様
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
そ
ん
な
都
合

の
良
い
打
ち
出
の
小
槌
な
ど
こ
の
世
に
存

在
し
な
い
。
し
か
し
、
何
か
し
ら
の
「
一

歩
踏
み
出
す
た
め
の
気
づ
き
」
が
提
供
で

き
た
の
で
あ
れ
ば
、
企
画
者
冥
利
に
尽
き

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

本
文
を
締
め
く
く
る
に
あ
た
り
、
企
画

段
階
か
ら
お
世
話
に
な
っ
た
地
域
活
性
化

セ
ン
タ
ー
の
皆
様
、
地
元
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
と
会
場
提
供
を
頂
い
た
里
山
ね
っ

と
・
あ
や
べ
の
皆
様
、
講
師
役
を
お
務
め

頂
い
た
皆
様
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、

改
め
て
感
謝
申
し
あ
げ
、
開
催
報
告
に
代

え
た
い
。

2017・２月号23 地域づくり 本編

水源の里・古屋で参加者集合講義風景

地方創生実践塾（京都府綾部市）の概要
第１日目　11月 23日（祝・水）
	 講義１	 綾部市職員
	 	 「綾部の地域振興施策〜定住促進と水源の里」
	 フィールドワーク１　グンゼ㈱
	 	 「グンゼ記念館の見学」
	 講義２	 塩見	直紀	氏
	 	 「地域資源の見つけ方／新しいコンセプトのつくり方
	 	 ／情報発信方法について」
	 講義３	 杉岡	秀紀	氏
	 	 「フィールドワークとソーシャルデザイン」
	 交流会
	
第２日目　11月 24日（木）
	 講義４	 朝倉	聡	氏
	 	 「綾部市里山交流研修センターでの校舎活用」
	 講義５	 伊東	宏一	氏（京都丹州木材協同組合理事長）
	 	 「京都丹州木材市場について」
	 フィールドワーク２	 同上
	 	 「木材せり市（秋の特別市）の見学」
	 フィールドワーク３	 山城	睦子	氏（黒谷和紙協同組合専務理事）
	 	 「『黒谷和紙工芸の里』の見学」
	 フィールドワーク４	 渡邉	和重	氏（古屋自治会長）
	 	 「『水源の里・古屋』の見学と交流」

第3日目　11月 25日（金）
	 講義６	 村上正氏（空山の里理事長）
	 	 「地域の売店を守る〜『空山の里』の取り組み」
	 講義７	 長島	啓子	氏
	 	 「GIS を活用した森林・林業の新たな情報戦略」
	 講義８	 宮藤	久士	氏
	 	 「新たな木材・木質バイオマス利活用の可能性」
	 ワークショップ　青山	公三	氏（京都府立大）　＆　中越	豊	氏（京都府）
	 	 「森の京都のさらなる活性化策」
	 フィールドワーク５
	 	 「『空山の里』の見学」



は
じ
め
に

　

近
年
、
人
口
減
少
、
高
齢
化
に
悩
む
地
方
自
治
体
で
は
、

総
務
省
の
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
制
度
を
活
用
し
、
住

民
主
体
の
地
域
活
動
へ
の
人
的
サ
ポ
ー
ト
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
制
度
の
概
要
は
、
図
１
の

通
り
で
あ
る
。

　

安
倍
首
相
は
、
２
０
１
４
年
６
月
14
日
の
島
根
県
・
鳥

取
県
視
察
後
の
記
者
会
見
で
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
若

い
皆
さ
ん
、
彼
ら
が
本
当
に
地
域
で
知
恵
を
出
し
て
、
汗

を
流
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
地
域
の
活

性
化
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
現
在

千
人
い
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
人
数
を
、
３
年
間
で
３

倍
の
３
千
人
に
す
る
こ
と
を
総
務
大
臣
に
指
示
し
た
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
（
以
下
、
協
力
隊
）
の
隊
員

数
並
び
に
取
り
組
み
自
治
体
数
は
、
２
０
１
５
年
度
、

２
６
２
５
人
・
６
７
３
団
体
で
、
２
０
０
９
年
の
制
度
導

入
以
降
、
全
国
で
隊
員
数
並
び
に
取
り
組
み
自
治
体
数
が

着
実
に
増
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

熊
本
県
の
協
力
隊
の
制
度
導
入
状
況
を
ま
と
め
た
（
表

１
）。
熊
本
県
の
隊
員
数
並
び
に
取
り
組
み
自
治
体
数
の

推
移
は
、
２
０
１
２
年
度
４
人
・
２
団
体
、
２
０
１
３

年
度
10
人
・
７
団
体
、
２
０
１
４
年
度
17
人
・
12
団
体
、

２
０
１
５
年
度
39
人
・
16
団
体
（
各
年
度
の
特
別
交
付
税

ベ
ー
ス
）（１
）
で
、
全
国
同
様
、
熊
本
県
で
も
隊
員
数
並

び
に
取
り
組
み
自
治
体
数
が
着
実
に
増
え
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

　

２
０
１
６
年
４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
の
被
災
者
支

援
活
動
で
は
、
熊
本
県
並
び
に
周
辺
県
の
協
力
隊
の
現
役

隊
員
及
び
隊
員
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
、
被
災
地
も
し
く
は
被
災

地
周
辺
に
居
住
す
る
「
ひ
と
り
の
住
民
」
と
し
て
活
躍
し

た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
協
力
隊
及
び
隊
員
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

の
被
災
者
支
援
活
動
の
一
例
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
震

災
復
興
の
担
い
手
と
し
て
の
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
へ

の
今
後
の
期
待
を
述
べ
た
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
考
え
方

　

協
力
隊
制
度
導
入
の
背
景
に
は
、
協
力
隊
の
制
度
設
計

時
の
一
つ
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
た
中
越
地
震
の
「
地
域
復
興

支
援
員
」
の
考
え
方
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
集
落
再
生
に
は

段
階
が
あ
る
」
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
現
在

で
は
、
震
災
復
興
に
留
ま
ら
ず
、
平
時
の
集
落
再
生
の
プ

ロ
セ
ス
の
考
え
方
に
も
影
響
を
与
え
、
農
学
者
の
小
田
切

徳
美
氏
は
、
集
落
再
生
の
プ
ロ
セ
ス
の
概
念
を
図
２
の
よ

う
に
示
し
て
い
る
。
そ
の
段
階
と
は
、
①
住
民
の
依
存
心

や
諦
め
感
等
を
払
拭
し
、
当
事
者
意
識
を
醸
成
す
る
段
階

②
住
民
の
主
体
性
と
共
通
認
識
が
生
ま
れ
る
段
階
（
小
田

切
氏
は
、
こ
の
段
階
を
逆
臨
界
点
と
指
摘
す
る
）（２
）
③

集
落
の
維
持
・
活
性
化
に
向
け
た
継
続
的
な
活
動
を
進
め

る
、
の
３
段
階
で
あ
る
。
地
域
復
興
支
援
員
は
、
段
階
に

応
じ
た
集
落
再
生
の
支
援
を
行
う
。
①
で
は
寄
り
添
い
型

支
援
（
足
し
算
の
支
援
）
と
し
て
、
住
民
の
不
安
や
悩
み

に
寄
り
添
う
こ
と
を
ベ
ー
ス
に
外
部
と
の
つ
な
が
り
、
小

さ
な
成
功
体
験
、
住
民
同
士
の
共
通
体
験
を
コ
ツ
コ
ツ
と

積
み
上
げ
る
こ
と
で
当
事
者
意
識
を
生
み
出
し
て
い
く
。

な
お
、
こ
の
段
階
は
時
間
が
か
か
り
、
集
落
ご
と
に
そ
の

時
間
は
違
う（
３
）。
②
で
住
民
の
主
体
性
と
共
通
認
識
を

確
認
し
た
う
え
で
、
③
で
は
事
業
導
入
型
支
援
（
掛
け
算

の
支
援
）
と
し
て
、
当
事
者
意
識
を
持
つ
住
民
に
対
し
、

具
体
的
な
事
業
を
導
入
し
て
い
く
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
の
全

体
の
中
で
、
特
に
地
域
復
興
支
援
員
に
求
め
ら
れ
て
い
る

2017・２月号 24

震
災
復
興
活
動
と
地
域
お
こ
し
協
力
隊

稲
垣
　
文
彦

中
越
防
災
安
全
推
進
機
構
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
・
メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン
タ
ー
長

―
熊
本
地
震
の
現
場
か
ら
―

地域づくり 本編

特
別
寄
稿
論
文
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荒尾市 4名

玉名市 2名

山鹿市 1名

菊池市 6名

上天草市 1名

天草市 1名

美里町 5名

和水町 3名

大津町 3名

南小国町 2名

小国町 2名

高森町 1名

山都町 2名

湯前町 2名

五木村 3名

熊本県 1名

表１ 図２

図１



の
は
、
寄
り
添
い
型
支
援
（
足
し
算
の
支
援
）
で
あ
り
、

こ
の
考
え
方
は
、
協
力
隊
に
も
受
け
継
が
れ
、
そ
の
成
果

が
各
地
で
見
ら
れ
て
い
る（
４
）。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
の

も
と
、
九
州
の
各
地
域
で
地
域
づ
く
り
の
サ
ポ
ー
ト
を
実

践
し
て
き
た
現
役
隊
員
及
び
隊
員
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
熊
本
地

震
の
被
災
地
で
活
躍
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ
る

被
災
者
支
援
活
動

　

筆
者
は
、
２
０
１
６
年
７
月
25
～
26
日
に
熊
本
県
和
水

町
の
隊
員
Ｏ
Ｂ
、
菊
池
市
の
現
役
隊
員
、
小
国
町
の
現
役

隊
員
、
宮
崎
県
小
林
市
の
現
役
隊
員
、
大
分
県
日
田
市
の

隊
員
Ｏ
Ｂ
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
一
例

と
し
て
小
国
町
の
現
役
隊
員
の
山
本
美
奈
子
さ
ん
と
日
田

市
の
隊
員
Ｏ
Ｂ
の
河
井
昌
猛
さ
ん
の
被
災
者
支
援
活
動
を

２
人
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
も
交
え
、
紹
介
し
て
い
く
。

　

小
国
町
の
現
役
隊
員
の
山
本
さ
ん
は
、
福
岡
県
出
身
。

協
力
隊
に
な
る
前
は
、
福
岡
市
内
の
大
学
で
事
務
職
を
し

て
い
た
。
毎
日
の
通
勤
時
間
に
疑
問
を
感
じ
、
４
、５
年

前
か
ら
憧
れ
て
い
た
田
舎
暮
ら
し
を
実
践
す
る
た
め
、
憧

れ
の
地
で
あ
っ
た
小
国
町
杖
立
に
引
っ
越
し
、
２
０
１
６

年
４
月
に
小
国
町
の
協
力
隊
に
な
っ
た
。
山
本
さ
ん
は
、

人
一
倍
「
食
」
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
も
と

も
と
は
、
全
く
関
心
が
な
く
、
出
汁
の
取
り
方
す
ら
知
ら

な
か
っ
た
。そ
ん
な
山
本
さ
ん
が
ふ
と
し
た
き
っ
か
け
で
、

出
汁
と
り
教
室
に
参
加
し
、
鰹
節
か
ら
と
っ
た
出
汁
を
飲

ん
だ
瞬
間
、
体
が
感
動
し
た
。
全
身
に
染
み
渡
る
、
浄
化

さ
れ
る
よ
う
な
感
覚
に
な
っ
た
と
い
う
。
一
緒
に
参
加
し

て
い
た
仲
間
の
お
母
さ
ん
が
、
も
と
も
と
食
の
細
い
赤

ち
ゃ
ん
に
出
汁
を
飲
ま
せ
た
と
こ
ろ
、ご
く
ご
く
飲
ん
だ
。

そ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
食
に
強
く
関
心
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
た
。
今
で
は
、ケ
ズ
ラ
ー
（
鰹
節
を
削
る
人
）

と
し
て
鰹
節
を
削
る
こ
と
を
次
世
代
に
つ
な
げ
て
い
く
活

動
を
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
行
っ
て
い
る
。

　

着
任
後
ま
も
な
く
熊
本
地
震
が
お
き
た
。
以
降
は
、
余

震
が
怖
く
て
、
一
睡
も
で
き
な
か
っ
た
日
も
あ
っ
た
。
何

か
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
思
っ
て
い
た
も
の
の
、

何
の
取
柄
も
な
い
自
分
が
動
く
と
か
え
っ
て
迷
惑
が
か
か

る
の
で
は
と
思
っ
て
い
た
。
と
り
あ
え
ず
、
５
月
３
日
に

開
催
さ
れ
た
九
州
全
域
の
地
域
づ
く
り
の
仲
間
た
ち
が
一

堂
に
集
ま
る
被
災
者
支
援
の
情
報
交
換
会
に
参
加
し
た
。

そ
こ
で
知
人
に
会
い
、
翌
日
、
一
緒
に
西
原
村
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
災
害
Ｖ
Ｃ
）
に
行
く
こ
と

に
な
っ
た
。
初
め
て
の
西
原
村
、
そ
し
て
初
め
て
の
災
害

Ｖ
Ｃ
、
そ
こ
で
「
や
る
こ
と
は
あ
る
け
ど
、
あ
ら
か
じ
め

準
備
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
自
分
で
考
え
て
行
動
し
て
く

だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
自
分
の
で
き
る
こ
と

を
見
つ
け
て
行
動
し
た
。
西
原
村
葛
目
地
区
で
は
、
避
難

所
か
ら
地
区
に
戻
っ
た
人
に
、
食
料
、
水
を
持
っ
て
行
っ

た
。
ま
た
、
い
ろ
ん
な
支
援
者
が
入
れ
替
わ
り
立
ち
代
わ

り
来
て
、
住
民
に
同
じ
質
問
を
し
て
お
り
、
そ
れ
に
対
応

す
る
住
民
の
疲
労
感
を
感
じ
た
た
め
、
住
民
マ
ッ
プ
を
つ

く
り
地
区
の
状
況
を
ま
と
め
た
。
住
民
が
す
ご
く
喜
ん
で

く
れ
た
。
毎
日
訪
問
す
る
こ
と
で
、
信
頼
関
係
が
生
ま
れ

た
。
こ
の
経
験
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
活
動
は
協
力
隊
に
し

か
で
き
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
だ
と
感
じ
た
。そ
れ
は
、

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
軽
さ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

高
さ
が
必
要
だ
と
感
じ
た
か
ら
だ
。
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
目
的
も
ゴ
ー
ル
も
は
っ
き
り
し

な
い
中
で
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
、
作

り
上
げ
積
み
上
げ
て
い
く
、
こ
れ
は
ま
さ
に
協
力
隊
の
活

動
と
一
緒
と
い
う
こ
と
だ
。
山
本
さ
ん
は
、
有
給
休
暇
を

１
週
間
と
っ
て
活
動
を
行
っ
た
後
、
現
在
は
休
日
を
利
用

し
西
原
村
で
の
活
動
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
。

　

日
田
市
の
隊
員
Ｏ
Ｂ
の
河
井
さ
ん
は
、
大
阪
府
出
身
。

協
力
隊
に
な
る
前
は
、
運
送
会
社
の
経
営
を
し
て
い
た
。

病
気
で
仕
事
を
休
ん
で
い
る
と
き
、
知
り
合
っ
た
友
人
が

た
ま
た
ま
協
力
隊
で
、
協
力
隊
の
こ
と
を
知
っ
た
。
お
も

し
ろ
そ
う
だ
か
ら
や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
、
２
０
１
２
年

４
月
に
日
田
市
の
協
力
隊
に
な
り
、３
年
間
活
動
を
し
た
。

活
動
は
、
ひ
た
す
ら
住
民
と
の
お
茶
の
み
。
そ
の
活
動
か

ら
、
住
民
の
情
報
を
ま
ち
の
中
で
一
番
よ
く
知
る
存
在
と

な
っ
た
。
住
民
と
の
信
頼
関
係
も
で
き
た
。
今
は
、
お
年

寄
り
の
困
り
ご
と
に
対
応
す
る
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
を
立
ち
上
げ
、
運
営
事
務
局
を
担
っ
て
い
る
。

協
力
隊
に
な
っ
て
大
き
な
気
持
の
変
化
が
あ
っ
た
。
四
季

を
感
じ
な
が
ら
暮
ら
す
楽
し
さ
、
動
植
物
が
四
季
を
教
え

て
く
れ
る
、
こ
ん
な
経
験
は
初
め
て
だ
っ
た
。
都
会
で

は
、
体
・
健
康
の
こ
と
を
知
識
で
判
断
し
て
い
る
。
田
舎

で
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
滅
茶
苦
茶
元
気
、
理
屈
で
は
な

い
と
思
っ
た
。
日
々
、
居
心
地
の
良
い
、
楽
し
い
、
ス
ト

レ
ス
の
な
い
生
活
が
一
番
だ
と
感
じ
た
。
協
力
隊
の
時
に

考
え
て
い
た
こ
と
は
、
地
域
活
性
化
と
は
、
何
も
し
な
い

こ
と
。
そ
ん
な
こ
と
か
ら
協
力
隊
現
役
時
代
は
一
度
も
地

域
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
な
い
。普
通
が
一
番
。

年
寄
り
は
自
分
が
来
て
く
れ
る
だ
け
で
嬉
し
い
と
言
っ
て

く
れ
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
あ
っ
て
安
心
と
言
っ
て
く
れ
る
。
お

年
寄
り
の
不
安
を
相
談
で
き
る
、
頼
め
る
と
こ
ろ
が
あ
る

こ
と
が
安
心
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

被
災
者
支
援
活
動
に
関
わ
っ
た
き
っ
か
け
は
、
４
月
24

日
に
知
人
を
西
原
村
災
害
Ｖ
Ｃ
に
車
で
送
っ
て
い
っ
た
こ

と
だ
。
災
害
Ｖ
Ｃ
の
立
ち
上
げ
を
見
て
い
て
大
変
だ
な
と

思
っ
た
。
西
原
村
の
被
災
現
場
を
見
て
大
変
だ
な
と
思
っ

た
。
無
職
だ
っ
た
か
ら
、
何
か
し
た
い
と
思
っ
た
。
次
の

日
か
ら
災
害
Ｖ
Ｃ
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
継
続
的
に
通
う
よ
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う
に
な
っ
た
。
被
災
者
か
ら
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
励
み
に

な
っ
た
、
応
援
が
背
中
を
押
し
て
く
れ
た
」
と
い
う
話
を

聞
い
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
復
興
と
は
、
い
か
に
住
民
が

前
を
向
い
て
頑
張
る
こ
と
が
で
き
る
か
で
は
な
い
か
と

思
っ
た
。ま
た
、被
災
者
か
ら「
家
の
片
づ
け
よ
り
も
農
業
」

と
い
う
話
も
聞
け
た
。
西
原
村
の
農
産
物
の
唐
芋
は
、
５

月
に
苗
植
え
作
業
を
し
な
い
と
１
年
を
棒
に
ふ
っ
て
し
ま

い
、
収
入
が
な
く
な
る
と
い
う
話
を
聞
い
た
。
そ
の
声
を

も
と
に
農
協
、
社
協
、
役
場
、
神
戸
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
そ
し
て

河
井
さ
ん
と
で
話
し
合
い
、「
西
原
村
農
業
復
興
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
協

力
隊
時
代
か
ら
農
家
と
も
付
き
合
い
が
深
く
、
農
業
の
こ

と
も
よ
く
知
っ
て
い
る
河
井
さ
ん
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
依
頼
を
受
け
た
農
家
は
１
０
０
件

を
超
え
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
２
５
０
０
人
以
上
来
て
い

る
。
そ
の
内
、
８
割
は
リ
ピ
ー
タ
ー
。
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
来
る
人
は
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
も
腕
力
も
な

い
の
で
普
通
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
で
き
な
い
と
思
っ

て
い
た
が
、
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
っ
た
ら
で
き
そ
う
だ

と
思
っ
て
来
て
く
れ
る
人
も
多
い
と
い
う
。
中
に
は
子
ど

も
連
れ
で
来
て
く
れ
る
人
も
い
る
。
農
家
も
一
度
失
い
そ

う
に
な
っ
た
農
業
意
欲
が
高
ま
っ
た
と
喜
ん
で
く
れ
て
い

る
。
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
農

家
、
そ
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
双
方
の
気
持
ち
。
単
な
る

作
業
を
助
け
て
く
れ
る
人
で
は
な
い
。
こ
れ
を
農
家
さ
ん

に
理
解
し
て
も
ら
い
、
で
き
る
だ
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の

会
話
を
す
る
よ
う
促
し
て
い
る
。
あ
と
大
切
に
し
て
い
る

こ
と
は
、
農
家
さ
ん
の
自
力
を
奪
っ
て
は
い
け
な
い
と
い

う
こ
と
だ
。
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
７
月
に
区
切
り
を

つ
け
、
９
月
か
ら
は
、
地
元
農
家
で
「
西
原
村
百
笑
応
援

団
」
と
い
う
組
織
を
立
ち
上
げ
、
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

進
化
形
と
し
て
の
有
料
の
農
家
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
進
め

て
お
り
、
12
月
ま
で
に
５
０
０
人
超
の
体
験
交
流
者
を
受

け
入
れ
て
い
る
。
今
後
、
河
井
さ
ん
は
こ
の
組
織
運
営
等

を
側
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

お
わ
り
に

　

お
わ
り
に
、新
た
な
震
災
復
興
の
担
い
手
と
し
て
の「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
」
に
対
す
る
今
後
の
期
待
を
３
つ
述
べ

た
い
。

　

ひ
と
つ
は
、
熊
本
地
震
か
ら
の
復
興
に
対
す
る
期
待
。

筆
者
は
、
８
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
「
ふ
る
さ
と
発
復
興

会
議
～
九
州
・
熊
本
～
ｉ
ｎ
御
船
町
」
に
参
加
し
た
。
そ

こ
で
は
、
農
家
か
ら
国
の
復
旧
工
事
の
枠
外
の
小
規
模
な

農
地
や
水
路
被
害
の
切
実
な
訴
え
を
聞
い
た
。
復
旧
で
き

な
け
れ
ば
、
地
域
の
暮
ら
し
が
壊
れ
、
離
村
が
進
む
と
訴

え
る
。
こ
の
よ
う
な
課
題
に
は
、
効
率
化
、
大
規
模
化
と

い
っ
た
経
済
優
先
の
創
造
的
復
興
の
発
想
は
な
じ
ま
な

い
。
こ
の
よ
う
な
課
題
に
向
き
合
う
に
は
、
目
的
も
ゴ
ー

ル
も
は
っ
き
り
し
な
い
中
で
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
中
で
、
作
り
上
げ
、
積
み
上
げ
て
い
く
精
神

で
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
軽
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
高
い
人
材
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
い
か
に
住
民
が

前
を
向
い
て
頑
張
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
住
民
の
主
体
性

を
奪
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
、
継
続
的

に
支
援
す
る
人
材
も
欠
か
せ
な
い
。
加
え
て
、
右
肩
下
が

り
の
時
代
の
復
興
だ
か
ら
、
中
越
同
様
、
価
値
観
の
軸
ず

ら
し
が
必
要
で（
５
）、
山
本
さ
ん
、
河
井
さ
ん
の
よ
う
な

感
性
を
持
つ
人
材
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。そ
の
意
味
で
、

今
後
の
熊
本
地
震
か
ら
の
復
興
に
お
け
る
協
力
隊
及
び
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
活
躍
に
期
待
し
た
い
。

　

つ
ぎ
に
、
中
山
間
地
域
に
お
け
る
事
前
復
興
に
対
す
る

期
待
。
８
月
30
日
に
台
風
10
号
に
よ
る
豪
雨
災
害
が
岩
手

県
岩
泉
町
等
で
お
き
た
。
今
後
も
中
山
間
地
域
に
お
け
る

災
害
は
絶
え
る
こ
と
は
な
い
。
中
越
地
震
で
は
、災
害
前
、

住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
た
地
域
は
、

そ
う
で
な
い
地
域
に
比
べ
住
民
主
体
の
復
興
活
動
の
立
ち

上
が
り
が
早
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る（
３
）。
そ

の
意
味
で
、
協
力
隊
の
活
動
は
事
前
復
興
の
取
り
組
み
そ

の
も
の
と
言
え
る
。
協
力
隊
に
よ
る
中
山
間
地
域
に
お
け

る
ソ
フ
ト
面
か
ら
の
事
前
復
興
の
取
り
組
み
に
期
待
し
た

い
。

　

最
後
に
、
今
後
、
発
生
が
予
想
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ

フ
地
震
の
際
に
行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
様
々
な
活
動
に
対
す

る
期
待
。
こ
の
地
震
で
甚
大
な
被
害
が
予
想
さ
れ
る
地
域

に
は
沢
山
の
協
力
隊
及
び
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
い
る
。
地
震
発

生
時
に
は
、
熊
本
同
様
、
現
地
に
居
住
す
る
協
力
隊
及
び

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
「
ひ
と
り
の
住
民
」
と
し
て
率
先
し
て
行

動
す
る
だ
ろ
う
。
今
や
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
我
が

国
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
回
復
力
・
復
興
力
）
の
一
翼
を
担

う
存
在
と
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
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空
き
家
の
現
状
と
課
題

　

空
き
家
率
は
全
国
平
均
で
13
・５
％（
平

成
25
年
度
調
査
）
に
の
ぼ
り
ま
す
。
核
家

族
化
の
進
行
な
ど
に
よ
る
人
が
住
ま
な
い

住
宅
の
増
加
や
固
定
資
産
税
な
ど
の
金
銭

面
の
問
題
、
中
古
住
宅
の
市
場
が
小
さ
い

こ
と
な
ど
が
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
を
放
置
す
れ
ば
、倒
壊
や
破
損
、

そ
れ
に
伴
う
通
行
人
へ
の
被
害
、
ご
み
の

不
法
投
棄
や
景
観
上
の
問
題
に
よ
る
生
活

環
境
や
治
安
の
悪
化
な
ど
に
つ
な
が
り
ま

す
。
対
策
は
除
却
と
利
活
用
の
２
種
類
が

代
表
的
で
、
代
執
行
は
全
国
の
自
治
体
で

増
加
し
て
い
ま
す
が
、
費
用
回
収
や
相
続

放
棄
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
利

活
用
に
は
空
き
家
バ
ン
ク
や
民
泊
、
シ
ニ

ア
層
か
ら
子
育
て
層
へ
の
住
み
替
え
支
援

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

空
き
家
対
策
特
別
措
置
法
と

自
治
体
の
対
応

　

平
成
26
年
に
成
立
し
た
空
き
家
対
策
特

別
措
置
法
（
以
下
空
家
法
）
に
よ
っ
て
、

空
き
家
問
題
へ
の
取
り
組
み
が
全
国
に
広

が
り
ま
し
た
。
空
家
法
で
定
め
る
特
定
空

き
家
と
は
、
放
置
す
れ
ば
保
安
・
衛
生
・

景
観
・
生
活
環
境
に
影
響
が
出
る
と
判
断

さ
れ
る
空
き
家
で
す
。
除
却
の
手
順
と
し

て
、
①
助
言
・
指
導
②
勧
告
③
命
令
④
代

執
行
、
と
い
う
流
れ
に
な
り
ま
す
が
、
解

決
す
る
見
込
み
が
な
い
場
合
に
は
、
行
政

代
執
行
法
に
基
づ
き
解
体
な
ど
の
措
置
を

市
町
村
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
点
が
大
き

な
特
徴
で
す
。
そ
の
背
景
と
し
て
は
、
首

長
の
認
識
や
住
民
へ
の
理
解
が
深
ま
っ
て

き
て
い
る
こ
と
、
新
し
い
法
律
の
た
め
執

行
事
例
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
空
き
家
認
定
の
基
準
や
勧
告
の

タ
イ
ミ
ン
グ
、
自
治
体
内
部
で
の
意
識
共

有
、
建
築
基
準
法
な
ど
の
他
の
法
律
と
の

関
連
付
け
が
現
場
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。様

々
な
立
場
か
ら
の
取
り
組
み

　

密
集
市
街
地
や
細
街
路
が
多
い
京
都
市

は
、
平
成
25
年
に
空
き
家
の
活
用
・
適
正

管
理
等
に
関
す
る
条
例
を
制
定
し
、
発
生

予
防
や
跡
地
活
用
の
推
進
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
各
区
役
所
な
ど
へ
の
通
報
窓

口
の
設
置
、
町
屋
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
活

用
な
ど
へ
の
補
助
事
業
と
い
っ
た
、
空
き

家
を
ま
ち
の
構
成
要
素
の
ひ
と
つ
と
し
て

と
ら
え
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

㈱
ま
ち
づ
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
が
松
戸
市

で
実
施
す
る
「
Ｍ
Ａ
Ｄ 

Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
入
居
者
の
自
発
性
を

引
き
出
す
こ
と
で
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な

雰
囲
気
を
ま
ち
に
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
取
手
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
オ
フ
ィ
ス
で
は
、
芸
術
大
学
が
あ
る
郊

外
都
市
な
ら
で
は
の
町
お
こ
し
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
住
み
込

み
で
住
宅
の
改
修
を
行
う
「
減
量
住
宅
」

や
、
農
業
と
ア
ー
ト
の
融
合
を
模
索
す
る

「
半
農
半
芸
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

人
々
の
生
活
に
密
接
な
存
在
で
ま
ち
の

姿
に
ま
で
も
影
響
力
を
持
つ
空
き
家
だ
か

ら
こ
そ
、
無
限
大
の
活
用
法
が
あ
る
こ
と

を
学
べ
る
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　

講　

師

米
山
秀
隆
氏
（
富
士
通
総
研
経
済
研
究

所
主
席
研
究
員
）

北
村
喜
宣
氏
（
上
智
大
学
法
科
大
学
院

教
授
）

矢
田
部
衛
氏
（
京
都
市
都
市
計
画
局
ま

ち
再
生
・
創
造
推
進
室
空
き
家
対
策

課
課
長
）

大
石
貴
司
氏
（
横
須
賀
市
こ
ど
も
育
成
部

子
ど
も
施
設
指
導
監
査
課
課
長
補
佐
）

寺
井
元
一
氏
（
株
式
会
社
ま
ち
づ
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
代
表
取
締
役
）

奥
村
圭
二
郎
氏（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
取
手
ア
ー

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
オ
フ
ィ
ス
理
事
）

　

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
広
報
室

●　

瀬
戸
ゆ
か
り

282017・２月号

「
空
き
家
の
現
状
と
対
策
」
を
テ
ー
マ
に

～
28
年
度
第
８
回
地
方
成
功
人
材
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る

土
日
集
中
セ
ミ
ナ
ー
～

　

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
日
の
参
加
が
難
し
い
自
治
体
関
係
者
等
を
対
象

に
、
テ
ー
マ
に
対
す
る
成
功
人
材
の
経
験
か
ら
学
び
を
深
め
、
実
践
へ
と
移
す
た
め

の
「
地
方
成
功
人
材
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
土
日
集
中
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
28
年
度
第
８
回
は
、
12
月
17
、
18
の
両
日
、「
空
き
家
の
現
状
と
対
策
〜
急
増

す
る
空
き
家
問
題
へ
の
処
方
箋
は
？
〜
」
を
テ
ー
マ
に
東
京
・
八
重
洲
ホ
ー
ル
で
開

催
。
全
国
で
対
策
が
加
速
す
る
空
き
家
問
題
に
つ
い
て
、
法
律
、
行
政
、
民
間
企
業
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
様
々
な
立
場
か
ら
の
取
り
組
み
を
学
び
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
第
８
回
土
日
集
中
セ
ミ
ナ
ー　
　

地域づくり 本編
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地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
情

報
の
発
信
や
特
産
品
販
売
を
行
っ
て
い
る

「
自
治
体
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
（
東
京
都

内
）」
の
実
態
調
査
（
平
成
28
年
４
月
１

日
現
在
）
結
果
を
ま
と
め
た
。

　

日
本
橋
へ
の
出
店
続
く

　

店
舗
数
は
、
平
成
27
年
４
月
よ
り
10
店

多
い
65
店
で
、
過
去
最
高
と
な
っ
た
。
な

お
、
今
回
か
ら
調
査
分
析
の
対
象
を
、
コ

ン
ビ
ニ
等
へ
の
コ
ー
ナ
ー
設
置
型
を
除
く

独
立
店
舗
54
店
の
み
と
し
た
。

　

都
内
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
は
増
加
傾

向
に
あ
り
、
現
在
、
集
積
し
て
い
る
銀

座
・
有
楽
町
エ
リ
ア
を
中
心
に
面
的
な
広

が
り
を
見
せ
て
い
る
（
図
１
）。
最
近
で

は
、
日
本
橋
エ
リ
ア
に
、
日
本
橋
長
崎
館

（
平
成
28
年
３
月
開
店
）、
日
本
橋
と
や
ま

館（
平
成
28
年
６
月
開
店
）の
２
店
が
オ
ー

プ
ン
し
た
。
ま
た
、
平
成
29
年
度
に
は
滋

賀
県
が
日
本
橋
、
福
岡
県
の
久
留
米
広
域

連
携
中
枢
都
市
圏
が
新
橋
に
出
店
を
予
定

し
て
い
る
。

　

一
方
、
２
店
目
を
出
店
す
る
自
治
体
も

増
え
て
き
て
お
り
、
富
山
県
が
日
本
橋

と
有
楽
町
、
奈
良
県
が
日
本
橋
と
白
金

台
、
長
崎
県
が
日
本
橋
と
四
谷
と
い
う
よ

う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
地
区
で
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
を
運
営
し
て
い
る
。

地
方
創
生
の
影
響
で
売
上
増
に

　

平
成
27
年
度
の
年
間
売
り
上
げ
で
は
、

１
億
円
以
上
の
シ
ョ
ッ
プ
が
34
店
と
な

り
、過
去
最
高
だ
っ
た
。
内
訳
を
み
る
と
、

北
海
道
ど
さ
ん
こ
プ
ラ
ザ
（
北
海
道
）
が

本
調
査
開
始
後
で
は
初
め
て
10
億
円
を
超

え
た
。
７
億
円
以
上
10
億
円
未
満
が
い
わ

て
銀
河
プ
ラ
ザ
（
岩
手
県
）、
広
島
ブ
ラ

ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
Ｔ
Ａ
Ｕ
（
広
島
県
）、
銀

座
わ
し
た
シ
ョ
ッ
プ
（
沖
縄
県
）
の
３
店
、

５
億
円
以
上
７
億
円
未
満
が
３
店
と
、
い

ず
れ
も
好
調
で
あ
っ

た
（
表
１
）。
地
方

創
生
に
関
連
し
て
地

域
消
費
な
ど
を
目
的

に
発
行
さ
れ
た
割
引

商
品
券
「
ふ
る
さ
と

割
」「
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
」
の
導
入
の

影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
平
成
28

年
度
も
導
入
を
継
続
す
る
シ
ョ
ッ
プ
は
少

な
く
、
54
店
中
31
店
が
導
入
予
定
は
な
い

と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
回
調
査
で
初
め
て
「
取
扱
品

目
数
」
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
っ
た
。
そ

の
結
果
、
銀
座
わ
し
た
シ
ョ
ッ
プ
が
最
も

多
く
約
６
０
０
０
品
目
と
な
っ
た
。
ふ
く

い
南
青
山
２
９
１
（
福
井
県
）、
い
わ
て

銀
河
プ
ラ
ザ
（
岩
手
県
）
が
約
３
０
０
０

品
目
と
続
く
。
販
売
の
み
な
ら
ず
、
特
産

品
の
Ｐ
Ｒ
、
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

場
と
し
て
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
活
用
し

て
い
る
例
も
見
ら
れ
、
地
域
へ
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

な
お
、
本
調
査
の
詳
細
結
果
は
、
当
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
自
治
体
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
支
援
事
業
」
で
公
開
し
て

い
る
。

　
　
　
　
　

広
報
室　

●　

畠
田　

千
鶴

―
平
成
28
年
自
治
体
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
実
態
調
査
―

年
間
売
上
１
億
円
以
上
34
店

北
海
道
は
10
億
円
超

地域
TOPICS
トピックス

アンテナ
ショップ調査

H28年度エリア別
自治体アンテナショップ分布図 （単位：店）

銀座・有楽町

２０

東京・日本橋・神田
１０

品川 １

新橋・虎ノ門・浜松町・白金台 ５

飯田橋 ・四谷・赤坂３

表参道 ２

新宿 ２

池袋 １

その他の地域 ４

多摩地域 ５

山手線沿線（東京）

日本を代表する商業地

上野 １

年間売上（Ｈ27年度） 店　数

３千万円未満 13

３千万円以上５千万円未満 4

５千万円以上１億円未満 1

１億円以上３億円未満 15

３億円以上５億円未満 12

５億円以上７億円未満 ３

７億円以上10億円未満 ３

10億円以上 1

未回答 2

合　　　計 54

図１　都内54ショップの分布図

表１　都内 54 ショップの年間
売上状況



　
「
池
田
の
ま
ち
み
ん
な
ま
と
め
て
テ
ー
マ
パ
ー
ク
構
想
」。
こ
れ

は
平
成
27
年
12
月
の
選
挙
に
あ
た
り
、「
教
育
日
本
一
、
子
ど
も

子
育
て
日
本
一
」「
９
つ
の
基
本
条
例
の
制
定
」
等
に
併
せ
て
訴

え
た
、
い
わ
ゆ
る
選
挙
公
約
の
一
つ
で
す
。

　

そ
の
選
挙
と
は
平
成
23
年
４
月
に
５
回
目
の
当
選
を
果
た
し
た

後
、
そ
の
年
の
12
月
か
ら
４
年
間
の
空
白
期
を
経
て
の
返
り
咲
き

（
出
戻
り
）
選
挙
で
し
た
。

　

市
職
員
２
年
半
、
市
議
会
議
員
20
年
、
市
長
16
年
半
と
39
年
間

も
市
政
の
現
場
に
い
た
私
に
と
っ
て
、
こ
の
空
白
の
４
年
間
は
あ

る
意
味
新
鮮
で
刺
激
的
な
も
の
で
し
た
。
口
で
は
「
市
民
目
線
」

と
か
「
市
民
の
側
に
軸
足
を
置
い
て
」
と
言
い
な
が
ら
ど
う
し
て

も
市
役
所
の
側
か
ら
し
か
市
政
を
見
て
い
な
か
っ
た
自
分
に
気
付

か
さ
れ
た
４
年
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

改
め
て
市
制
施
行
後
間
も
な
く
80
周
年
を
迎
え
よ
う
と
す
る
郷

土
池
田
を
市
民
目
線
で
眺
め
る
と
歴
史
、
文
化
、
自
然
環
境
等
々
、

何
と
素
晴
ら
し
い
ま
ち
で
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
ひ
し
ひ
し
と

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
４
年
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

池
田
市
は
、
西
は
猪
名
川
で
兵
庫
県
と
接
し
、
北
は
豊
能
町
を

経
て
京
都
府
と
接
す
る
大
阪
府
の
西
北
端
の
総
面
積
22
・
14
平
方

㌔
の
ま
ち
で
す
。
市
の
南
部
に
は
大
阪
国
際
空
港
が
あ
り
、
阪

神
高
速
道
路
及
び
中
国
道
の
池
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、
国
道

１
７
１
号
、
１
７
６
号
が
交
わ
る
交
通
の
接
点
、
要
衝
と
な
っ
て

い
ま
す
。
北
部
は
日
本
４
大
植
木
産
地
の
一
つ
の
細
河
地
区
で
約

３
０
０
㌶
の
園
芸
を
中
心
と
し
た
農
地
が
広
が
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
細
河
地
区
の
真
ん
中
に
阪
神
高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
が
存
在
し
、
数
年
後
に
は
市
域
の
北
側
に
新
名
神
高
速
道
路
の

箕み
の

面お

止と

ど々

呂ろ

美み

イ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
北

部
地
区
も
交
通
の
要
衝
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
市
の
中
央
部
に
は
、
里
山
五
月
山
、
織
田
信
長
が
求
め
た
池

田
城
、
さ
ら
に
は
ウ
ォ
ン
バ
ッ
ト
の
い
る
動
物
園
や
落
語
み
ゅ
ー

じ
あ
む
（
上
方
落
語
資
料
展
示
館
）、
小
林
一
三
記
念
館
、
逸
翁

美
術
館
な
ど
が
存
在
し
、
文
化
の
香
り
を
漂
わ
せ
て
い
ま
す
。
加

え
て
池
田
は
４
世
紀
に
日
本
で
初
め
て
機
織
り
が
伝
え
ら
れ
た
と

い
う
織
姫
伝
説
、
さ
ら
に
日
本
で
初
め
て
の
月
賦
に
よ
る
分
譲
住

宅
販
売
さ
れ
た
室
町
住
宅
、
そ
し
て
20
世
紀
最
大
の
発
明
と
い
わ

れ
る
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
（
チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン
）
が
誕
生
し

た
ま
ち
で
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
発
明
記
念
館
が
あ
る
こ
と

か
ら
、「
事
始
め
の
ま
ち
」
を
標
榜
し
て
い
ま
す
。

　

政
府
に
お
い
て
は
、
一
億
人
総
活
躍
社
会
を
提
唱
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
池
田
市
は
そ
れ
に
あ
や
か
っ
て
「
10
万
人
総
活
躍
の
ま

ち
づ
く
り
―
池
田
の
ま
ち　

み
ん
な
ま
と
め
て
テ
ー
マ
パ
ー
ク
」

を
施
策
の
柱
に
据
え
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

前
述
の
通
り
池
田
市
は
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
の
割
に
は
、歴
史
、

伝
統
、
食
文
化
、
産
業
と
い
ろ
い
ろ
な
魅
力
の
詰
ま
っ
た
ま
ち
で

も
あ
る
の
で
、
総
合
計
画
の
実
施
計
画
に
謳
っ
て
あ
る
「
ま
ち
の

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
化
の
推
進
」
を
拡
充
す
る
形
で
テ
ー
マ
パ
ー
ク
構

想
に
と
り
か
か
っ
て
い
ま
す
。
プ
ラ
ン
ト
ハ
ン
タ
ー
の
西
畠
清
順

氏
、
日
清
食
品
の
安
藤
徳
隆
社
長
を
は
じ
め
、
そ
れ
ぞ
れ
ジ
ャ
ン

ル
の
違
う
学
者
、
文
化
人
等
々
お
よ
そ
10
人
の
方
々
に
こ
の
テ
ー

マ
パ
ー
ク
構
想
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
お
願
い
し
、
池
田
の
ま
ち
を

い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
眺
め
て
提
言
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

現
在
は
順
次
、
そ
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
委
嘱
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
所
で
す
が
、
今
春
、
そ
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
出
揃
っ
た
段
階

で
、
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、「
10
万
人
総
活
躍
の
ま

ち
～
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
池
田
テ
ー
マ
パ
ー
ク
構
想
」
の
策
定
事
業

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

来
年
度
に
は
総
合
計
画
の
設
計
に
併
せ
る
形
で
構
想
を
確
定

し
、テ
ー
マ
パ
ー
ク
構
想
が
具
体
の
も
の
と
し
て
動
き
出
し
ま
す
。

池
田
市
は
２
０
１
９
年
に
市
制
施
行
80
周
年
を
迎
え
ま
す
の
で
、

そ
の
時
ま
で
に
は
夢
の
構
想
を
現
実
の
も
の
と
し
て
、
10
万
市
民

の
皆
さ
ん
と
共
有
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

10
万
池
田
市
民
と
共
に
つ
く
る
「
池
田
テ
ー
マ
パ
ー
ク
構
想
」。

さ
て
さ
て
、
ど
の
よ
う
な
も
の
に
ま
と
ま
り
ま
す
や
ら
。
不
安
で

も
あ
り
、
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
す
。
乞
う
ご
期
待
。

池田市長 倉田　薫

池田テーマパーク構想
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　福岡県中西部（福岡都市圏）に位置し、豊
かな自然と優れた都市環境を併せ持つ那珂川
町は、平成30年 10月の「市移行」を目指す
勢いのあるまちです。
　手前みその話ですが、まちの新たな観光資
源となる「五

ご か や ま

ケ山ダム」を紹介します。
　平成 30年の春に完成予定の「五ケ山ダム」
は、完成後、県内最大規模のダムとなります。
　ダムには安全安心な生活を守るためのインフ
ラというイメージが強くありますが、「インフラツーリズム」「ダムマ
ニア」などの言葉が表すように、今や新たな観光資源として全国的に
も注目を集めています。
　そこで、まちの観光資源となる五ケ山ダムを多くの人に「知っても
らいたい」「愛着をもってもらいたい」。このような思いから、ダムに水
を貯める直前に「湖底イベント」を開催しました。地域の子ども会や
NPO団体などがさまざまなイベントを行い、二度と立ち入ることがで
きなくなるダムの湖底に思い出を残し、ダムへの愛着を抱きました。
　五ケ山ダム以外にも、日本最古の人工用水路「裂

さく た

田 溝
のうなで

」や国史跡
である「安徳大塚古墳」、山陽新幹線の車両基地など、たくさんの魅
力（地域資源）を持つ那珂川町。
　那珂川町でしか見ることのできない、そして体験することのできな
い“魅力”を味わいにぜひお越しください。待っとうよ～♪（博多弁：
待っています）。

那珂川町

福
岡
県

216

新たな観光資源「五ケ山ダム」が注目される
那珂川町

█公募イベントとして実施した「五ケ山ダム湖底イ
ベント」。堤体ペインティングなどを実施し、そ
の様子は多くのメディアに取り上げられました

█「五ケ山ダム」の貯水量はヤフオクドームの約 22倍。現在その周辺では、商業
施設やオートキャンプ場、公園などの整備も進んでいます

█福岡県と那珂川町の共催で開催したイベント「五ケ山ダム
秋風ウォーキング」には約２５００人以上が参加しました

█ダムファンに人気のダ
ムカード。「五ケ山ダ
ム」ではこれまでに３
種類の公式カードが
発行されています（写
真はイベント限定の
カード）

█「五ケ山ダム秋風ウォーキング」では、地元中学校等による
ダム湖底での演奏会も行われました

イメージ図
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【日　時】2月 25日（土）13:00 ～ 17:00（12:30 開場）
【会　場】「コクヨホール」2階（東京都港区港南1-8-35）
【参加費】無料
【定　員】250名（事前申込が必要です）
【内　容】○基調報告　「なぜ女子はいま地域に向かうのか」
 ○実例報告
 ○取材報告　「移住女子を訪ねて」
 ○パネルディスカッション「移住女子が創る共生社会の未来」
【登壇者】 榊田みどり氏（農政ジャーナリスト・明治大学客員教授）、田中輝美氏（ローカル・ジャーナリスト）、
 木村彩香氏（飯島町地域おこし協力隊） 、三成由美氏（奥出雲町地域振興課企画員）、義元みか氏（天栄むすびや代表）

※右のQRコードから申し込みフォームにアクセスできます。

※申込方法等、詳しくは地域活性化センターホームページをご覧ください。
【問合せ先】企画・コンサルタント業務課
　TEL 03-5202-6133　　FAX 03-5202-0755　　E-mail kikaku@jcrd.jp

　全国町村会と地域活性化センターは、昨今都市住民や若者・子育て世代を中心に高まりを見せている農村志向に着目し、都市と農
村が協力し合いながら共生する方策について議論するシンポジウムを開催しています。今年度第２回目となる東京会場では、全国で
活躍中のジャーナリストや地域に目を向け、地域の再生に向けて活躍している「移住女子」の方々をお招きし、参加者とともに「移
住女子が拓く都市・農村共生社会」をテーマにメッセージを発信します。

都市・農村共生社会創造シンポジウム in 東京
[移住女子が拓く都市・農村共生社会 ]

【日　時】3月 3日（金）13:00 ～ 17:15
【会　場】東京国際フォーラム　ホールＢ５（東京都千代田区丸の内3-5-1）
【対　象】地方創生に関心のある方　400名（参加無料・先着順）
【プログラム】
 ○第 21回ふるさとイベント大賞表彰式
 ○基調講演：「江戸時代にみる地方創生～江戸の偉人から学ぶ」
  講演者：河合敦氏（歴史研究家・多摩大学客員教授・早稲田大学講師）
 ○パネルディスカッション：「地域の歴史と魅力発掘のまち歩き」
  コーディネーター：陣内秀信氏（法政大学デザイン工学部教授）
  パネリスト 松田法子氏（京都府立大学大学院生命環境学部専任講師）、楓千里氏（ＪＴＢパブリッシング取締役）、
    宮原一郎氏（川越市立博物館学芸員）、山名啓雄氏（ＮＨＫ「ブラタモリ」プロデューサー）、
    河合敦氏
　※基調講演及びパネルディスカッションの登壇者は予告なく変更となる場合があります。
【問合せ先】地域支援課（E-mail chiiki@jcrd.jp  TEL 03-5202-6136）
※申込方法等、詳しくはホームページをご覧ください。　（「地方創生フォーラム　東京」で検索）

　地方創生を実現するにあたって必要なことは、その地域に住む人が、その土地の魅力に「気づき」絶えず情報発信していくことです。
地域の魅力に「気づき」を与えてくれるものは、その土地の歴史を知ることであり、その土地を実際に歩いて肌で感じることです。
　今回の地方創生フォーラムでは、地域の歴史と魅力をテーマに、日本史・都市史・観光・情報発信など各分野から専門家をお招きし、
講演とパネルディスカッションをとおして、地方創生実現への道を探っていきます。

地方創生フォーラム in東京　開催のお知らせ
 （第21回ふるさとイベント大賞表彰式　同時開催）

【日　時】 ２月13日（月）　18：30～ 20：00　( 終了後 20：00～ 21：00で交流会を予定 )
【講　師】 山口県周防大島町定住促進協議会 ふるさとライフプロデューサー　泉谷勝敏 氏
【会　場】 地域活性化センター大会議室（東京都中央区日本橋2-3-4 日本橋プラザビル13階）
【参加費】 1,000 円
【問合せ先】 クリエイティブ事業室　TEL：03-5202-6134 　E-mail：creative@jcrd.jp

　大好評を頂いておりました第５回地方創生実践塾の主任講師である泉谷勝敏さんをお招きし、人材養
成塾オープンセミナーを開催いたします。テーマは「もてなさない定住促進？生活者目線で考える人が
人を呼ぶくらしの施策」です。暮らしを見つめなおすきっかけになればとの思いを込めた地方創生動画「回
帰」で総務大臣賞を受賞するなど、様々なPR企画や移住施策をプロデュースされている泉谷さんのお
話を聞いてみたい方、昨年の実践塾はタイミングが合わず参加できなかった方など、ぜひこの機会に地
域活性化センターにお越しください。

平成28年度  第２回人材養成塾オープンセミナー開催！



 2�  地域経済循環と波及効果 中村良平（岡山大学大学院社会文化科
学研究科・経済学部教授 ） 

 6 山形県新庄市 クーポン券＋日めくりカレンダー＝「クーポレンダー」 齋藤一成

 8 岐阜県可児市 ボランティア活動にポイント、地域通貨に交換 吉田拓矢
 10 滋賀県東近江市 人と人のつながりとあたたかいお金の流れ 滋賀県東近江市まちづくり協働課
 12 島根県出雲市 リアルな人生ゲームで、商店街を元気に 田中　寛
 14 長崎県 スマートフォンを活用した電子地域通貨 髙比良博幸
 16 副基調論文  地域資源を活用した地域経済好循環推進プロジェクト 武井雅樹（総務省地域力創造グループ

地域政策課企画第一係長）

 24 特別寄稿論文  震災復興活動と地域おこし協力隊 稲垣文彦（中越防災安全推進機構震災アー
カイブス・メモリアルセンター長）

 1 巻頭エッセー／ 「希望郷いわて」～復興とふるさと振興の推進 達増拓也（岩手県知事）

　　　　　　　　　　 　地域資源の新たな循環で活性化特　集

基調論文
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表
紙

長
崎
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
長
崎
県
長
崎
市
）

　
こ
の
お
祭
り
は
、長
崎
新
地
中
華
街
の
人
た
ち
が
、

街
の
振
興
の
た
め
に
、
中
国
の
旧
正
月
（
春
節
）
を

祝
う
行
事
と
し
て
始
め
た
も
の
で
、
も
と
も
と
「
春

節
祭
」
と
し
て
行
っ
て
い
ま
し
た
。
平
成
６
年
か
ら

は
、
長
崎
市
内
の
企
業
や
商
店
街
、
行
政
な
ど
が
参

画
、「
長
崎
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
し
て

規
模
を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。
今
で
は
長
崎
の
冬
を

代
表
す
る
一
大
風
物
詩
と
し
て
全
国
か
ら
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
ま
す
。

　「
２
０
１
７
長
崎
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

は
、平
成
29
年
１
月
28
日（
春
節
）か
ら
２
月
11
日（
元

宵
節
）
の
15
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
期
間

中
は
、中
国
の「
元
宵
節
」に
あ
わ
せ
て
ラ
ン
タ
ン（
中

国
提
灯
）
を
飾
る
風
習
に
習
い
、
市
内
中
心
部
が
約

１
万
５
千
個
に
も
及
ぶ
極
彩
色
の
ラ
ン
タ
ン
な
ど
で

彩
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
龍
踊
り
、
獅
子
舞
、
中
国
雑

技
な
ど
中
国
色
豊
か
な
イ
ベ
ン
ト
が
毎
日
繰
り
ひ
ろ

げ
ら
れ
、
訪
れ
た
皆
様
を
魅
了
し
ま
す
。

　
問
い
合
せ
先
＝
長
崎
市
あ
じ
さ
い
コ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　（
０
９
５
‐
８
２
２
‐
８
８
８
８
）

　（
写
真
提
供
＝
長
崎
市
文
化
観
光
部
観
光
推
進
課
）

●岩手県宮古市 被災者と被災商業者が自立する仕掛け「地域通貨」 佐香英一
●山形県長井市 市民・農家・行政、有機物の市内循環 牛澤和樹
●静岡県吉田町 葬祭事業で地域内資金循環の仕組みをつくる 大石與志実
●岐阜県恵那市 地域通貨で間伐材を買い取り 鈴村今衛
●兵庫県尼崎市 地域通貨で「省エネ」と「地域経済活性化」 加藤　淳
●高知県高知市 架空のまちで稼いだ仮想通貨で現実の買い物 尾崎昭仁

【特集編では基調論文、全11事例を全て掲載～特集編のみに掲載される事例は以下の通り】

Ҡॅ・ఆॅ・ަྲྀਪਐࢧԉۀࣄɹԬݝࢁਅఉࢢ
地域にある資源を活用、持続可能なまちを目指して 河本直貴

ฏ੒ 28೥౓地ํ૑ੜ࣮ફक़ɹژ౎෎ҁ෦ࢢ
地域資源を生かした「京都・あやべスタイル」を体感 杉岡秀紀

ฏ੒ 28೥౓ୈ̔ճ౔೔ूதηϛφʔ
「空き家の現状と対策」をテーマに 
ฏ੒ 28೥࣏ࣗମΞϯςφγϣοϓ࣮ଶௐࠪ
年間売上１億円以上 34 店、北海道は 10 億円超

  グラビア
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ランタンフェスティバルを楽しむ人々
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法律で許可された場合以外に本誌からの無断転載を禁止します
落丁・乱丁はお取り替えします。地域づくり情報課（03-5202-6138）まで、ご連絡下さい。

地方創生「地域プロモーション情報交換会」開催のお知らせ

――  日本橋イベントスペースのご案内  ――
●日本橋イベントスペースとは

●日本橋イベントスペースであなたのまちをＰＲしませんか？

【日　時】２月 24 日（金）14：00 ～ 17：30
【会　場】早稲田大学　日本橋キャンパス　中央区日本橋 1-4-1 コレド日本橋５階
【対　象】自治体職員、当センター会員
【定　員】100 人（定員に達し次第、締切ります）
【講　演】「人をひきつけるパンフレットとは」
   ふるさとパンフレット大賞  受賞団体 ( 上天草市 ) ほか
  「シティプロモーションでまちを変える」
   河井孝仁氏（東海大学教授）　　
  「ＩＣＴ×地方創生～地方の魅力を世界に届けるために～」
   陳内裕樹氏（グーグル㈱広告営業本部 観光立国推進部長）
   津田千枝氏（ＡＰ通信社東京支局）
【申込み方法】
　メールで下記要件をご記入の上お申し込み下さい。申込締切：2 月 17 日（金）
　　件名：地域プロモーション情報交換会参加希望
　　本文：①所属団体名・所属課 ②氏名 ③電話番号 ④メール
　　送付先：kouhou@jcrd.jp    担当：広報室　TEL 03-5202-6137
　　※参加者名簿（所属とお名前掲載）を作成予定ですので、掲載をご希望されない方はご連絡ください。

東京駅八重洲北口より徒歩 4 分
地下鉄銀座線日本橋駅 B3 出口より
徒歩 2 分

　平成 28 年度に引き続き、平成 29 年度も日本橋イベントスペースの提供を予定しております。地域の特産品や観光情
報などを首都圏でＰＲする絶好のチャンスです。ぜひご応募をご検討ください。応募の詳細は、当センターＨＰ（https://
www.jcrd.jp/）でご確認ください。
【問合せ先】
　〒 103-0027　東京都中央区日本橋 2-3-4 日本橋プラザビル 13 階
　担当：地域づくり情報課　TEL：03-5202-6138　FAX：03-5202-0755

　近年、自治体においてもプロモーションは不可欠であり、地域の情報を国内のみならず、海外へも発信することが重要
です。この度は有識者の方を招き、現状や事例、提言を伺い、最新の地域プロモーションを学び、参加者と講師を交えた
情報交換を行います。

　一般財団法人地域活性化センターでは、
全国各地で行われている特産品開発や観
光おこし等の活動が促進されるよう、地
方公共団体等の皆様へ各地域の産品や観
光ＰＲ等を目的としたイベントを実施す
るためのイベントスペース（会場：東京
都中央区日本橋 2-3-4 日本橋プラザビル
1 階南広場【屋外】）を提供しております。

●イベント実施場所
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 ２ 基調論文 地域経済循環と波及効果 中村良平（岡山大学大学院社会文化
科学研究科・経済学部教授）

 ６ 岩手県宮古市  被災者と被災商業者が自立する仕掛け「地域通貨」 佐香英一

 ８ 山形県新庄市  クーポン券＋日めくりカレンダー＝「クーポレンダー」 齋藤一成

 10 山形県長井市  市民・農家・行政、有機物の市内循環 牛澤和樹

 12 静岡県吉田町  葬祭事業で地域内資金循環の仕組みをつくる 大石與志実

 14 岐阜県可児市  ボランティア活動にポイント、地域通貨に交換 吉田拓矢

 16 岐阜県恵那市  地域通貨で間伐材を買い取り 鈴村今衛

 18 滋賀県東近江市  人と人のつながりとあたたかいお金の流れ 滋賀県東近江市まちづくり協働課

 20 兵庫県尼崎市  地域通貨で「省エネ」と「地域経済活性化」 加藤　淳

 22 島根県出雲市  リアルな人生ゲームで、商店街を元気に 田中　寛

 24 高知県高知市  架空のまちで稼いだ仮想通貨で現実の買い物 尾崎昭仁

 26 長崎県  スマートフォンを活用した電子地域通貨 髙比良博幸

 28 副基調論文 地域資源を活用した地域経済好循環推進プロジェクト 武井雅樹（総務省地域力創造グループ
地域政策課企画第一係長）

 32 地域トピックス　千葉県袖ケ浦市　「食の魅力」をテーマに地域ブランドの創造 吉田　彰

2月号特集編_表1-4.indd   すべてのページ 2017/01/19   9:48



有機物の市内循環を図るレインボープランは家庭か
ら出る生ごみの収集から始まる
● 山形県長井市 （p10-11）

地域通貨「リアス」を宮古市長（左端）に贈呈

● 岩手県宮古市 （p６- ７）

卓
上
型
の
日
め
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
に
地
元
商
店
街
の

ク
ー
ポ
ン
券
が
掲
載
さ
れ
た
「
ク
ー
ポ
レ
ン
ダ
ー
」

● 

山
形
県
新
庄
市 （
p
８-

９
）

葬儀施行の様子。通夜から葬儀まで対応

● 静岡県吉田町 （p12-13）

小学校でキッズクラブ（放課後学童保育）のボラン
ティアを行っている様子
● 岐阜県可児市 （p14-15）

販売するための間伐材を集めた土場

● 岐阜県恵那市 （p16-17）

地域資源の新たな循環で活性化



コミュニティビジネス応援債で市民からの資金提供を受
けてオープンした CO-GAMO　CAFE（コガモカフェ）

尼崎版スマートコミュニティ認定書授与式の様子

地域通貨を使って地元商店街で買い物を楽しむ「と
さっ子タウン」の市民（子どもたち）

● 滋賀県東近江市 （p18-19）● 兵庫県尼崎市 （p20-21）

● 高知県高知市 （p24-25）

ルーレットを回して「まちあそび人生ゲーム」がス
タート
● 島根県出雲市 （p22-23）

スマートフォン画面に表示された電子通貨「しまとく
ウォレット」に加盟店で電子スタンプを押してもらう
● 長崎県 （p26-27）



経
済
循
環
の
捉
え
方

　

地
域
経
済
に
お
け
る
マ
ネ
ー
の
循
環
は
、
体
内
の
血
液

の
循
環
と
同
様
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
持
続
可
能

な
地
域
経
済
に
と
っ
て
の
必
要
条
件
と
も
言
え
る
で
し
ょ

う
。
そ
の
典
型
的
な
ケ
ー
ス
と
し
て
、「
地
産
地
消
」
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
究
極
は
「
自
産
自
消
」

で
す
。
つ
ま
り
、
自
分
の
裏
庭
で
生
産
し
、
そ
れ
を
消
費

す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
で
も
、こ
れ
で
は
「
付
加
価
値
」

は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
自
分
の
生
産
し
た
物
を
他

人
に
売
る
と
生
産
コ
ス
ト
に
加
え
て
付
加
価
値
と
い
う
利

益
が
生
ま
れ
ま
す
。
こ
の
利
益
と
い
う
の
は
、
購
入
す
る

側
の
「
便
益
」
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
ま
す
。

つ
ま
り
、「
自
産
自
消
」
は
自
分
で
便
益
を
吸
収
し
て
い

る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
持
ち
家
の
「
帰
属
家

賃
」
の
考
え
方
と
同
じ
で
す
。

　

他
人
に
売
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
マ
ネ
ー（
収
入
）

は
、
さ
ら
に
そ
の
販
売
先
が
ま
ち
の
外
で
あ
れ
ば
、
そ
の

マ
ネ
ー
は
ま
ち
に
と
っ
て
の
外
貨
獲
得
と
い
う
こ
と
を
意

味
し
ま
す
。
ま
ち
の
経
済
は
「
循
環
」
だ
け
で
は
持
続
可

能
に
な
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
固
定
資
本
は
減
耗
し
ま
す

の
で
、
た
と
え
人
口
が
増
え
て
い
な
く
て
も
経
済
を
維
持

す
る
に
は
更
新
投
資
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
移
出
で
域
外
マ
ネ
ー
を
獲
得
す
る
必
要
が
で
て

く
る
の
で
す
。
移
出
を
増
や
そ
う
と
す
る
努
力
は
そ
れ
が

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る
の
で
、
社
会
全
体
と
し
て

プ
ラ
ス
サ
ム
に
向
か
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
ち
の

経
済
に
と
っ
て
、
移
出
と
循
環
の
２
つ
が
持
続
可
能
な
地

域
経
済
を
自
立
、
持
続
可
能
に
す
る
た
め
の
必
要
条
件
で

す
。

　

図
１
は
、
移
出
と
循
環
と
い
う
地
域
経
済
の
２
つ
の
経

済
要
素
の
役
割
を
、
基
盤
産
業
と
非
基
盤
産
業
と
い
う
産

業
特
性
に
対
応
し
て
示
し
た
も
の
で
す
。基
盤
産
業
と
は
、

域
外
に
財
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
域
外
マ
ネ
ー

を
獲
得
す
る
移
出
産
業
と
も
い
わ
れ
、
地
域
経
済
発
展
の

ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
・
フ
ォ
ー
ス
（
推
進
力
）
と
な
る
も
の
で

す
。
一
般
に
農
林
漁
業
、
鉱
業
、
製
造
業
、
宿
泊
業
、
運

輸
業
（
特
に
水
運
）
な
ど
が
該
当
し
ま
す
が
、
大
き
な
ま

ち
で
は
一
部
の
サ
ー
ビ
ス
業
も
移
出
産
業
と
し
て
成
立
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
非
基
盤
産
業
と
は
、
域
内
を

主
た
る
販
売
市
場
と
し
て
い
る
産
業
で
、
建
設
業
、
小
売
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授
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地
域
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
で
自
立
経
済
へ
・
真
庭
市
―

―
交
流
人
口
を
増
や
し
域
外
マ
ネ
ー
獲
得
・
豊
岡
市
―

筆者プロフィール

    中村 良平氏
     （なかむら・りょうへい）

　1953 年高松市生まれ。京都大学工学部衛生工学科
卒業、筑波大学大学院環境科学研究科及び社会工学
研究科修了。専門は、都市・地域経済学、地域公共
政策、環境経済学。研究分野は、地方自治体におけ
る新たな地域産業連関表の構築と地域経済構造分析
など。内閣府のＲＥＳＡＳ専門委員、復興庁の福島
12 市町村の将来像に関する有識者検討委員会委員、
水産庁の水産関係の公共事業に関する事業評価技術
検討委員会委員などを務める。
　主な著書に「都市と地域の経済学（共著）」「まち
づくり構造改革」など多数。
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特 集

業
、
対
個
人
サ
ー
ビ
ス
、
公
共
的
サ
ー
ビ
ス
、
公
務
、
金

融
保
険
業
（
支
店
、
営
業
所
）、
不
動
産
業
な
ど
が
該
当

し
ま
す
。
先
に
定
義
し
た
基
盤
産
業
に
よ
っ
て
外
貨
が
獲

得
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
派
生
需
要
で
生
ま
れ
る
産
業
で
あ
る

こ
と
か
ら
非
基
盤
産
業
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
考
え
方
を
「
経
済
基
盤
モ
デ
ル
」
と
呼
ん

で
い
ま
す
が
、
注
意
す
べ
き
点
も
あ
り
ま
す
。
域
外
か
ら

お
金
を
稼
ぐ
こ
と
は
「
移
輸
出
主
導
型
」
の
経
済
を
意
味

す
る
の
で
、
こ
れ
は
別
の
面
で
域
外
経
済
依
存
型
で
も
あ

る
訳
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
国
内
経
済
な
ら
ま
だ
し
も
世

界
経
済
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

基
盤
産
業
で
も
国
内
と
い
う
内
需
型
と
海
外
と
い
う
外
需

型
の
バ
ラ
ン
ス
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
成
長
国
へ
の

サ
ー
ビ
ス
輸
出
、成
熟
国
へ
の
食
材
や
文
化
の
輸
出
な
ど
、

地
域
資
源
に
由
来
す
る
も
の
を
輸
出
す
る
こ
と
も
考
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

循
環
と
経
済
波
及
効
果

　

図
２
は
、
経
済
の
循
環
効
果
と
波
及
効
果
を
見
る
フ

ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
す
。
観

光
客
が
レ
ス
ト
ラ
ン
で

１
０
０
万
円
を
消
費
し
た
と

し
ま
す
。
こ
れ
は
域
外
マ

ネ
ー
を
獲
得
し
て
い
る
こ
と

を
意
味
し
ま
す
。
レ
ス
ト
ラ

ン
の
収
入
は
１
０
０
万
円
で

す
が
、
材
料
を
農
家
・
牧
場

か
ら
60
万
円
で
仕
入
れ
て
い

る
の
で
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
所

得
は
40
万
と
な
り
ま
す
。
農

家
・
牧
場
の
方
は
60
万
の
収

入
を
得
る
わ
け
で
す
が
、
他

方
で
飼
料
の
購
入
で
36
万

円
を
充
て
た
と
し
ま
す
。
手

元
に
残
る
所
得
は
24
万
円
で

す
。
そ
し
て
、
飼
料
会
社
は

そ
の
原
材
料
を
ま
ち
の
外
か

ら
の
移
入
で
賄
っ
て
い
る
と

し
ま
す
。
最
終
的
に
ま
ち
の

事
業
者
の
所
得
は
ま
ち
の

ス
ー
パ
ー
で
消
費
さ
れ
ま

す
。

　

こ
こ
ま
で
の
ま
ち
の
経

済
効
果
を
表
に
し
た
の
が

表
１
で
す
。
こ
の
と
き
こ

の
観
光
収
入
に
関
わ
っ
た

主
体
の
収
入
の
合
計
は

１
９
６
万
円
で
当
初
の

１
０
０
万
円
に
対
し
て

１
・
96
倍
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
が
い
わ
ゆ
る「
生

産
波
及
効
果
」
と
言
わ
れ

る
も
の
で
す
。
し
か
し
、

所
得
（
付
加
価
値
）
の
合

計
は
82
万
円
で
１
０
０
万
円
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

理
由
は
飼
料
の
原
材
料
が
移
入
に
頼
っ
て
い
る
こ
と
に
依

り
ま
す
。
こ
の
と
き
の
所
得
効
果
あ
る
い
は
付
加
価
値
効

果
は
０
・
82
倍
と
な
り
ま
す
。
１
０
０
万
円
と
い
う
ま
ち

に
入
っ
て
き
た
お
金
は
当
然
そ
れ
以
上
に
増
え
る
こ
と
は

あ
り
得
ま
せ
ん
の
で
、
最
大
の
経
済
効
果
倍
率
と
い
う
の

は
１
・
０
で
す
。
そ
れ
で
は
、
生
産
波
及
効
果
は
意
味
が

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の「
生

産
波
及
効
果
」
の
金
額
が
大
き
い
こ
と
は
、
多
く
の
主
体

が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
だ
け

経
済
循
環
率
が
高
い
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
で
し
ょ
う
。

域
内
循
環
の
測
度
と
産
業
連
関
表

　

と
こ
ろ
で
、
こ
う
い
っ
た
「
循
環
」
の
程
度
を
客
観
的

に
測
る
物
差
し
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
１
つ
、「
地
方
創
生
」。
こ
の
目
玉
組

織
が
「
ま
ち
、ひ
と
、し
ご
と
創
生
本
部
」
の
創
設
で
あ
り
、

そ
こ
を
起
点
と
し
て
発
信
さ
れ
て
い
る
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
（
地
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観光客収入：１００万円

レストラン

仕入れ
６０万円

所得
４０万円

農家・牧場

仕入れ
３６万円

所得
２４万円飼料会社

所 得
１８万円

仕入れ
１８万円

小売りスーパー

収入
１８＋２４＋４０

域外購入１８万円

まちの外から

収入：６０

収入：３６

収　　入 所　　得

レストラン １００万円 ４０万円

農家・牧場 ６０万円 ２４万円

飼料会社 ３６万円 １８万円

合　　計 １９６万円 ８２万円

表１　生産波及効果と所得効果の違い

図２　経済循環と波及効果の流れ

図１　地域経済構造の概念図：経済基盤モデル



域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム
）
と
い
う
地
域
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要
業
績
評
価
指
標
）
と

い
う
こ
と
で
、
客
観
的
数
値
に
基
づ
く
政
策
評
価
も
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
２
～
３
年
で
地
方

自
治
体
が
市
町
村
レ
ベ
ル
で
の
「
産
業
連
関
表
」
を
作
成

し
よ
う
と
す
る
例
が
多
く
出
て
き
て
い
ま
す
。
筆
者
も
、

岡
山
県
の
美
作
市
に
始
ま
り
、
愛
媛
県
新
居
浜
市
、
松
山

市
、
鹿
児
島
県
鹿
屋
市
、
熊
本
県
天
草
市
、
宮
崎
県
小
林

市
や
西
米
良
村
な
ど
多
く
の
市
町
村
の
産
業
連
関
表
の
作

成
に
関
与
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
、
何
の
た
め
に
産

業
連
関
表
を
作
成
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

産
業
連
関
表
と
は
、
産
業
間
、
産
業
（
企
業
）
と
家
計
、

地
域
内
と
外
で
の
取
引
を
表
に
し
た
も
の
で
す（
１
）。
そ

れ
を
読
み
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
自
立
度
や
循
環
度

の
程
度
が
わ
か
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
域
外
依
存
度
の
高

い
部
分
に
つ
い
て
、
無
理
の
な
い
形
で
域
内
依
存
度
（
域

内
調
達
率
）
を
高
め
る
こ
と
が
出
来
る
と
、
域
内
の
資
金

循
環
が
改
善
し
、
地
域
の
所
得
増
加
に
も
つ
な
が
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
具
体
的
な
数
値
で
示
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
産
業
に
と
っ
て
川
上
や
川
下
に
位
置
す
る
産

業
へ
の
影
響
度
を
見
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
影
響
度

が
高
い
産
業
と
の
間
に
域
内
で
十
分
な
つ
な
が
り
が
で
き

て
い
な
い
と
、
域
外
へ
の
漏
れ
は
大
き
く
な
り
ま
す
。
地

域
に
お
け
る
波
及
効
果
を
高
め
る
た
め
に
は
、
域
内
に
お

け
る
取
引
関
係
が
増
え
る
よ
う
、
産
業
間
の
つ
な
が
り
を

構
築
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、
域
外
か
ら
資
金
を
獲
得
す
る
基
盤
産
業
が
必

要
と
す
る
中
間
投
入
物
が
域
外
に
依
存
し
て
い
る
場
合
、

地
域
に
当
該
資
源
が
な
い
（
そ
も
そ
も
供
給
で
き
な
い
）

の
か
、地
域
に
資
源
は
あ
る
が
供
給
企
業
が
い
な
い
の
か
、

地
域
に
供
給
企
業
は
あ
る
が
技
術
や
納
期
な
ど
の
問
題
が

あ
る
の
か
と
い
っ
た
理
由
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
最
初
の
場

合
は
難
し
い
で
す
が
、
２
番
目
や
３
番
目
の
場
合
は
供
給

企
業
を
地
域
で
育
成
す
る
か
外
部
か
ら
誘
致
す
る
、
あ
る

い
は
技
術
支
援
を
行
う
な
ど
、
行
政
に
も
取
り
組
む
余
地

が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

産
業
連
関
表
を
用
い
る
こ
と
で
以
上
の
よ
う
な
地
域
経

済
の
循
環
分
析
の
結
果
を
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う
な
地
域
内

外
の
連
関
構
造
が
地
域
経
済
の
成
長
と
持
続
可
能
性
を
高

め
る
か
を
見
極
め
、
そ
れ
に
向
け
て
の
具
体
的
な
施
策
を

導
き
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

自
立
経
済
を
目
指
す
真
庭
市

　

比
較
優
位
な
資
源
で
あ
る
木
材
、
そ
し
て
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
と
い
う
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
着
目
し
、
国
か
ら

も
地
方
再
生
の
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
岡

山
県
真
庭
市
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
長
年
真
庭
市
の

産
業
振
興
策
に
関
わ
り
、
そ
の
中
で
産
業
連
関
表
を
構
築

し
改
訂
し
て
き
た
中
で
開
発
し
た
事
前
事
後
分
析
モ
デ
ル

に
よ
る
経
済
分
析
の
結
果
を
紹
介
し
、
地
域
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
が
如
何
に
自
立
経
済
へ
つ
な
が
る

か
を
説
明
し
ま
す
。

　

真
庭
市
は
、
２
０
０
５
年
度
末
に
旧
真
庭
郡
の
８
町
村

と
上
房
郡
北
房
町
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
、
人
口
が
５
万

人
弱
の
市
で
す
。
総
面
積
は
８
２
８
平
方
㌔
で
岡
山
県
下

で
は
最
大
で
す
が
、
森
林
面
積
が
６
５
３
平
方
㌔
と
総
面

積
の
79
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
１
９
９
２
年
の
中
国
横
断

自
動
車
道
の
開
通
に
伴
い
、
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
現

在
の
真
庭
市
の
若
手
経
営
者
が
集
ま
り
、
21
世
紀
の
真
庭

塾
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
こ
こ
で
真
庭
地
域
に
お
け
る
資
源

循
環
型
社
会
を
構
築
す
る
方
向
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
２
０
０
４
年
に
は
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
販
売
を
行

う
真
庭
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
社
、
真
庭
バ
イ
オ
マ

テ
リ
ア
ル
有
限
会
社
が
設
立
さ
れ
、
さ
ら
に
２
０
０
６
年

に
真
庭
市
は
「
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」
を
策
定
し
ま

し
た
。
真
庭
市
で
は
、
約
30
社
の
製
材
所
、
３
カ
所
の
原

木
市
場
、
１
カ
所
の
製
品
市
場
を
有
し
て
お
り
、
林
業
と

一
体
に
な
っ
た
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
の
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
ま
す（
２
）。

　

表
２
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
の
事
前
と
事
後
の
経
済

変
数
の
変
化
額
に
基
づ
き
地
域
経
済
効
果
を
算
出
し
た
も

の
で
す
。
こ
の
結
果
、
２
０
０
８
年
の
真
庭
市
に
お
け
る

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
の
生
産
・
利
用
に
よ
る
総
産
出
額

の
（
事
前
・
事
後
比
較
の
）
増
加
額
は
２
億
４
９
２
０
万

42017・２月号地域づくり 特集編

表２　木質バイオマス燃料の生産・利用による地域経済効果
（真庭市、2008 年）

効　　　果 推計結果

①域内生産額（総産出額）の増加額 249.2 百万円

　　石油製品・石炭製品の生産増加額 0

　　木質バイオマス部門の生産増加額 157.0 百万円

　　一般部門の生産増加額 92.2 百万円

　　エネルギー代替による直接効果 157.0 百万円

　　代替エネルギー生産の域内生産波及による間接効果 92.2 百万円

②域際収支（粗付加価値額）の増加額 167.8 百万円

石油製品・石炭製品の移入増加額 -333.5 百万円

一般部門の移入増加額 165.7 百万円
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円
と
推
計
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
に
よ
っ
て
、
真
庭

市
の
総
生
産
が
０
・
08
％
、
付
加
価
値
で
は
０
・
10
％
程

度
押
し
上
げ
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
決
し
て
大
き

な
割
合
で
は
な
い
で
す
が
、生
産
額
へ
の
波
及
効
果
は
１
・

58
倍
、
付
加
価
値
効
果
は
１
・
06
倍
と
一
定
の
効
果
を
示

し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
定
義
し
た
２
つ
の
経
済
効
果
額
、
す
な
わ
ち
地

域
資
源
活
用
に
よ
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
替
に
よ
る
直
接
効

果
」
と
「
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
の
域
内
生
産
波
及
に

よ
る
間
接
効
果
」
に
つ
い
て
は
、
１
億
５
７
０
０
万
円
と

９
２
２
０
万
円
に
な
り
ま
す
。
そ
の
割
合
は
、
直
接
：
間

接
＝
１
：
０
・５
８
７
と
な
っ
て
お
り
、
域
内
循
環
と
し
て

波
及
さ
れ
る
間
接
効
果
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
替
に
よ
る
直

接
効
果
の
約
60
％
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
域
際
収
支
額
の
変
化
額
は
１
億
６
７
８
０
万

円
と
推
計
さ
れ
ま
す
。
こ
の
金
額
は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

の
生
産
・
利
用
が
も
た
ら
す
真
庭
市
の
所
得
変
化
額
で
あ

り
、
化
石
燃
料
か
ら
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
に
中
間
需
要
を
転

換
し
た
こ
と
に
よ
る
真
庭
市
全
体
に
と
っ
て
の
所
得
留
保

効
果
と
解
釈
さ
れ
ま
す
。
事
前
の
粗
付
加
価
値
額
を
基
準

に
す
る
と
そ
の
０
・
１
％
の
留
保
額
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　

真
庭
市
に
お
い
て
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
の
生
産
に

よ
っ
て
市
内
生
産
額
が
増
加
し
、
対
応
す
る
所
得
が
地
域

に
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

燃
料
を
利
用
す
る
産
業
に
コ
ス
ト
節
約
効
果
が
発
生
し
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
の
生
産
に
よ
る
所
得
創
出
効
果
を

含
む
形
で
正
の
所
得
留
保
効
果
が
生
じ
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
が
、
地
域
経
済
の
一
部
を
形
成
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
生

産
・
利
用
シ
ス
テ
ム
の
持
続
性
を
担
保
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

基
盤
産
業
と
循
環
を
目
指
す
豊
岡
市

　

兵
庫
県
豊
岡
市
は
、
北
は
日
本
海
、
東
は
京
都
府
に
接

し
市
域
の
８
割
を
森
林
が
占
め
る
人
口
約
８
万
５
千
人
、

高
齢
化
率
28
・
２
％
（
２
０
１
０
年
国
勢
調
査
）
の
自
治

体
で
す
。
２
０
０
５
年
の
合
併
後
、
市
の
経
済
成
長
戦
略

を
立
案
す
る
た
め
、
地
域
経
済
構
造
分
析
を
実
施
し
ま
し

た
。
２
０
０
９
年
に
は
豊
岡
市
産
業
連
関
表
（
２
０
０
５

年
版
）
を
作
成
し
、
こ
れ
を
活
用
し
た
経
済
構
造
分
析
と

政
策
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
基
づ
き
行
動
計
画
を
作
成
し

ま
し
た
。
そ
し
て
豊
岡
市
経
済
成
長
戦
略
を
２
０
０
９
年

11
月
に
策
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
目
標
達
成
に
資
す

る
た
め
、２
０
１
２
年
度
に
更
な
る
調
査
と
分
析
を
行
い
、

産
業
連
関
表
の
改
訂
（
２
０
１
０
年
版
）
も
行
い
ま
し
た
。

そ
れ
を
用
い
た
分
析
か
ら
の
代
表
的
な
取
り
組
み
の
効
果

と
し
て
次
の
２
つ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

１
つ
目
は
交
流
人
口
（
外
国
人
）
の
増
加
（
域
外
獲
得

マ
ネ
ー
の
増
加
）
で
す
。
豊
岡
市
の
経
済
成
長
戦
略
で

は
、
全
国
・
世
界
へ
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
交
流
人
口
を
増
や

し
、
域
外
マ
ネ
ー
を
獲
得
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
豊
岡
市
で
は
「
大
交
流
課
」
を
設
置
し
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
、
楽

天
ト
ラ
ベ
ル
、日
立
製
作
所
な
ど
か
ら
社
員
を
受
け
入
れ
、

英
語
対
応
可
能
な
職
員
や
外
国
人
職
員
も
臨
時
雇
用
す
る

な
ど
し
て
、
海
外
へ
積
極
的
に
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

図
っ
て
い
ま
す
。
結
果
、
城
崎
温
泉
に
お
け
る
外
国
人
宿

泊
客
数
は
２
０
１
１
年
の
１
１
１
８
人
か
ら
２
０
１
３
年

に
は
９
５
４
８
人
と
急
増
し
、
２
０
１
４
年
は
そ
れ
を
大

き
く
上
回
る
数
で
推
移
し
ま
し
た
。
ま
た
、
出
石
や
城
崎

地
域
に
お
け
る
土
産
品
生
産
の
自
給
率
の
向
上
が
、
域
内

経
済
循
環
を
よ
り
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、
基
盤
産
業
の
強
化
で
す
。
２
０
１
４
年
に

「
カ
バ
ン
ア
ル
チ
ザ
ン
ア
ベ
ニ
ュ
ー
」
を
開
設
し
、＂
製

造
＂
か
ら
＂
製
造
・
販
売
＂
へ
と
舵
を
切
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
単
純
に
直
販
を
始
め
た
と
い
う
意
味
で
は
な

く
、
地
域
経
済
構
造
分
析
で
判
明
し
た
連
関
構
造
の
重

要
性
の
認
識
に
基
づ
い
て
、
こ
れ
ま
で
は
域
外
の
卸
売

業
者
や
小
売
業
者
を
通
じ
た
流
通
チ
ャ
ネ
ル
だ
っ
た
と

こ
ろ
を
、
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
ま
で
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー

ン
（
価
値
連
鎖
）
を
域
内
の
事
業
者
で
カ
バ
ー
す
る
よ
う

に
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、
地
域
経
済
構
造
分
析
を

踏
ま
え
た
域
内
取
引
を
活
発
化
さ
せ
る
工
夫
と
い
え
ま

す
。
さ
ら
に
、
行
政
に
よ
る
百
貨
店
等
へ
の
催
事
出
展
支

援
、
市
内
事
業
者
に
よ
る
城
崎
へ
の
か
ば
ん
専
門
店
出
店

増
、
そ
し
て
景
気
回
復
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、
成
果
指
標

と
し
て
、
出
荷
額
（
工
業
統
計
調
査
）
は
ス
タ
ー
ト
年
の

２
０
０
８
年
の
76
億
７
０
３
２
万
円
か
ら
２
０
１
３
年
で

は
１
０
６
億
２
６
８
万
円
に
伸
び
ま
し
た
。
こ
う
し
た
状

況
を
反
映
し
、
豊
岡
市
の
経
済
成
長
戦
略
策
定
後
の
実
質

経
済
成
長
率
は
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
も
の
の
日
本
全
体
や

兵
庫
県
全
体
よ
り
も
高
い
水
準
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

　

脚
注

(1)
詳
し
く
は
拙
著
「
ま
ち
づ
く
り
構
造
改
革
：
地
域
経
済

構
造
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
」（
日
本
加
除
出
版
）
の
第
３

章
に
紹
介
が
あ
り
ま
す
。

(2)
２
０
１
５
年
度
の
内
訳
は
、
木
質
チ
ッ
プ
等
の
市
内
生

産
額
が
４
・
２
億
円
、
バ
ー
ク
燃
料
が
０
・
２
億
円
、
木

質
ペ
レ
ッ
ト
が
８
・
５
億
円
、
製
材
業
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
が
１
・
４
億
円
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
が
22
・
１
億
円

で
あ
り
、
発
電
所
の
稼
動
に
よ
る
生
産
増
加
の
寄
与
が

大
き
い
。
な
お
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
稼
動
に
よ
り

林
地
残
材
の
新
た
な
需
要
が
７
・
０
億
円
（
市
内
供
給

４
・
０
億
円
、
移
入
３
・
１
億
円
）
生
じ
て
い
ま
す
。
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◆◆  

き
っ
か
け
は
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

◆
　

宮
古
市
は
岩
手
県
の
三
陸
海
岸
に
位
置
し
、
面
積
は
広

大
（
日
本
８
位
）
だ
か
、
人
口
は
少
子
高
齢
化
の
進
行
に

よ
り
減
少
の
一
途
を
た
ど
り
現
在
約
５
・
５
万
人
。
私
達

の
末
広
町
は
市
の
中
心
部
に
あ
り
、
店
舗
数
は
約
70
、
大

型
店
や
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
店
が
な
い
地
域
密
着
型
の
商
店

街
で
あ
る
。

　

平
成
23
年
３
月
11
日
、
私
達
の
商
店
街
は
超
巨
大
津
波

に
襲
わ
れ
た
。
海
岸
か
ら
約
２
㌔
離
れ
て
い
た
が
、
津
波

は
平
均
１
・
５
㍍
の
高
さ
で
押
し
寄
せ
、
店
舗
の
シ
ャ
ッ

タ
ー
や
ウ
ィ
ン
ド
ー
を
壊
し
、
店
内
の
商
品
や
什
器
・
設

備
を
全
て
ヘ
ド
ロ
ま
み
れ
に
し
、
ほ
と
ん
ど
の
店
が
半
壊

以
上
に
な
る
な
ど
の
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。

　

し
か
し
、
商
店
街
の
人
々
は
震
災
の
翌
日
に
は
避
難
所

か
ら
店
に
戻
り
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
開
け
、
店
内
の
ヘ
ド
ロ
を

掻
き
出
し
、
ガ
レ
キ
と
化
し
た
商
品
や
什
器
を
片
付
け
、

２
日
後
に
は
被
災
を
免
れ
た
商
品
や
汚
れ
を
落
と
し
た
商

品
を
格
安
で
店
頭
に
並
べ
始
め
た
。
す
る
と
、
着
の
身
着

の
ま
ま
に
避
難
所
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
た
被
災
者
が
生

活
物
資
を
求
め
一
斉
に
商
店
街
に
押
し
寄
せ
て
き
た
。
電

気
等
の
イ
ン
フ
ラ
を
一
切
断
た
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
店
と
客
、
店
同
士
が
互
い
に
励
ま
し
合
い
な
が
ら
復

旧
に
向
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
当
初
は
再
開
を
諦
め
て
い

た
店
も
次
々
と
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
開
け
、
商
店
街
再
ス
タ
ー

ト
の
日
と
し
た
３
カ
月
後
の
６
月
11
日
に
は
大
震
災
前
と

ほ
ぼ
同
数
の
65
店
舗
が
営
業
再
開
に
漕
ぎ
付
け
た
。

◆◆  
過
剰
な
支
援
物
資
で

◆  
地
域
経
済
の
循
環
が
ス
ト
ッ
プ

　

と
こ
ろ
が
、
早
期
復
旧
の
甲
斐
も
あ
り
大
震
災
前
を
上

回
る
活
況
を
呈
し
た
商
店
街
の
客
足
が
、
３
カ
月
を
過
ぎ

る
と
ぱ
た
り
と
止
ま
っ
た
。
は
じ
め
は
原
因
が
わ
か
ら
な

か
っ
た
が
、
過
剰
す
ぎ
る
支
援
物
資
の
配
布
故
と
判
明
し

た
。
食
料
品
・
日
用
品
か
ら
家
電
、
子
ど
も
達
の
文
具
ま

で
大
量
の
支
援
物
資
が
届
き
、
過
剰
す
ぎ
て
余
っ
た
物
資

は
非
被
災
者
に
ま
で
配
布
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
売
り
上
げ

は
激
減
し
、
大
震
災
前
に
受
注
し
た
契
約
す
ら
も
キ
ャ
ン

セ
ル
さ
れ
た
。

　

当
地
域
で
は
、
１
カ
月
を
経
ず
に
大
震
災
前
に
復
し
た

の
だ
が
、
都
会
か
ら
の
大
量
か
つ
無
償
の
物
が
一
挙
に
来

た
こ
と
で
地
域
の
経
済
循
環
が
止
ま
り
、
自
助
努
力
で
営

業
再
開
し
た
被
災
商
業
者
の
生
活
を
圧
迫
す
る
結
果
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
か
ら
、
貴
重
な
ご
支
援
を
被
災
地
の
店
か
ら
購
入

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
か
と
考
え
始
め
た
。

◆◆  

地
域
通
貨
リ
ア
ス
を
発
行

◆
　

そ
こ
で
思
い
立
っ
た
の
が
「
地
域
通
貨
」
の
活
用
で
あ

る
。
実
は
商
店
街
は
大
震
災
の
前
年
に
地
域
通
貨
を
使
っ

て
街
の
活
性
化
が
で
き
な
い
か
と
、
先
進
地
の
東
京
の
早

稲
田
商
店
街
か
ら
講
師
を
招
い
て
研
修
会
を
開
催
し
構
想

を
練
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　

震
災
か
ら
半
年
を
過
ぎ
た
あ
る
日
、
国
か
ら
震
災
支
援

マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
宮
古
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
東
朋
治
氏

と
相
談
し
て
、「
貴
重
な
ご
支
援
を
、
物
資
で
は
な
く
地

域
通
貨
に
託
し
て
被
災
地
及
び
被
災
者
に
贈
り
、
被
災
者

自
身
の
選
択
に
よ
り
、
必
要
な
時
に
必
要
な
物
を
被
災
地

の
店
か
ら
購
入
す
る
仕
組
み
」の
実
現
化
に
踏
み
出
し
た
。

　

当
時
、
当
商
店
街
が
中
核
と
な
っ
て
宮
古
市
の
中
心
市

街
地
の
商
業
者
が
連
帯
し
て
復
旧
復
興
活
動
を
行
う
組
織

づ
く
り
を
進
め
て
お
り
、「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
」

を
活
動
方
針
に
掲
げ
、
地
域
通
貨
の
発
行
を
共
同
事
業
の

一
つ
に
位
置
付
け
た
。

　

組
織
は
「
宮
古
街
な
か
商
人
グ
ル
ー
プ
」
と
し
て
平
成

24
年
３
月
に
正
式
に
結
成
さ
れ
、
同
年
７
月
に
グ
ル
ー
プ

補
助
事
業
（
中
小
企
業
等
グ
ル
ー
プ
施
設
等
復
旧
整
備
補

助
事
業
）
団
体
と
し
て
認
定
を
受
け
た
。
直
ち
に
同
グ

ル
ー
プ
内
に
地
域
通
貨
リ
ア
ス
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ

３
０
０
店
を
超
え
る
店
が
加
盟
、
同
年
10
月
１
日
に
第
１

期
の
地
域
通
貨
リ
ア
ス
を
発
行
し
た
。

　

な
お
、
私
達
の
実
行
委
員
会
の
規
約
第
２
条
に
は
、
発

行
目
的
を
次
の
よ
う
に
掲
げ
て
い
る
。

　

地
域
通
貨
リ
ア
ス
の
発
行
は
、
東
日
本
大
震
災
で
「
被

災
さ
れ
た
人
」
へ
の
「
支
援
」
及
び
復
旧
復
興
に
「
支
援
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地
域
資
源
の
新
た
な
循
環
で
活
性
化

―
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
向
け
―

佐
香
　
英
一

リ
ア
ス
通
貨
実
行
委
員
会　

委
員
長 岩

手
県
宮
古
市

１

被
災
者
と
被
災
商
業
者
が
自
立
す
る
仕
掛
け
「
地
域
通
貨
」



頂
い
た
方
」
へ
の
「
感
謝
」
並
び
に
「
被
災
地
域
」
の
「
経

済
循
環
」
を
目
的
と
す
る
。

◆◆  
１
割
高
の
逆
プ
レ
ミ
ア
ム
で
コ
ス
ト
を
賄
い
、

◆  
支
援
に
回
す

　

発
行
す
る
地
域
通
貨
を
リ
ア
ス
と
名
付
け
、
５
０
０
リ

ア
ス
（
５
０
０
円
相
当
）
券
を
１
割
高
い
５
５
０
円
で
販

売
、
差
額
を
運
営
経
費
と
し
剰
余
金
を
支
援
に
回
す
仕
組

み
は
、
新
聞
に
紹
介
さ
れ
大
き
な
反
響
を
呼
び
、
各
地
か

ら
支
援
金
が
寄
せ
ら
れ
た
。
中
で
も
、
北
九
州
市
の
自
動

車
学
校
か
ら
同
学
校
で
催
し
た
震
災
支
援
イ
ベ
ン
ト
に
て

多
額
の
募
金
が
あ
り
、
そ
の
他
の
支
援
と
併
せ
て
本
実
行

委
員
会
の
第
１
号
支
援
と
し
て
宮
古
市
震
災
遺
児
育
英
基

金
に
１
４
０
万
リ
ア
ス
（
１
リ
ア
ス
１
円
）
を
贈
呈
し
た
。

そ
の
後
も
支
援
は
相
次
ぎ
地
域
の
震
災
復
興
団
体
の
活
動

資
金
に
贈
っ
た
。

　

ま
た
、
北
九
州
市
の
若
松
商
業
高
校
か
ら
は
生
徒
達
の

販
売
実
習
と
募
金
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
れ
を
実
行
委
員
会
が

リ
ア
ス
通
貨
に
交
換
し
て
当
地
の
名
産
品
を
購
入
し
て
北

九
州
に
送
り
、さ
ら
に
同
校
で
宮
古
の
物
産
展
を
開
催
し
、

売
上
益
金
を
当
実
行
委
員
会
に
還
元
し
て
頂
く
サ
イ
ク

ル
も
構
築
さ
れ
た
。
３
年
を
過
ぎ
た
今
も
継
続
し
て
い

る
。
岐
阜
県
の
私
立
岐
阜
商
業
高
校
か
ら
も
当
地
の
商
業

高
校
に
毎
年
多
額
の
寄
付
を
頂
き
、
地
域
通
貨
に
換
え
て

地
域
の
自
治
会
な
ど
の
活
動
を
支
援
し
て
い
る
。

　

な
お
、
発
行
当
初
は
当
地
に
視
察
に
訪
れ
る
復
興
関
係

者
な
ど
に
多
数
購
入
さ
れ
て
い
た
が
、
残
念
な
が
ら
年
を

追
う
ご
と
に
減
少
し
て
い
る
。
但
し
、
発
行
は
当
商
店
街

ら
が
開
催
す
る
共
同
販
促
や
集
客
イ
ベ
ン
ト
事
業
の
景
品

や
謝
礼
等
に
活
用
し
て
、
別
表
の
と
お
り
毎
期
１
２
０
万

リ
ア
ス
前
後
を
維
持
し
て
い
る
。

　

特
筆
す
べ
き
は
、
平
成
27
年
７
月
に
宮
古
市
の
生
活
支

援
給
付
金
事
業
に
活
用
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
高
齢
者
や

多
子
世
帯
、
生
活
困
窮
者
の
支
援
に
リ
ア
ス
通
貨
を
活
用

し
て
、
約
７
万
枚
、
計
３
５
０
０
万
リ
ア
ス
弱
の
地
域
通

貨
が
市
内
に
配
布
さ
れ
、
効
果
は
大
き
か
っ
た
。
同
時
期

に
生
活
給
付
金
地
域
通
貨
の
20
倍
近
い
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
が
発
行
さ
れ
た
が
、
多
く
が
郊
外
の
大
型
店
で
費
消
さ

れ
、
商
店
街
で
の
活
用
は
地
域
通
貨
の
方
が
多
か
っ
た
と

加
盟
店
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
、
市
民
の
認
知
度
が
一
気
に

高
ま
っ
た
。

◆◆  

10
期
で
一
区
切
り
、
今
後
の
対
応
は

◆
　

本
地
域
通
貨
は
前
述
の
通
り
、
グ
ル
ー
プ
補
助
事
業
共

同
事
業
の
一
環
と
し
て
位
置
付
け
た
こ
と
か
ら
、
当
初
は

５
年
10
期
（
平
成
29
年
９
月
末
ま
で
）
を
一
つ
の
区
切
り

と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
商
業
者
及
び
市
民
の
認
知
度
も

深
ま
り
、
そ
の
活
用
範
囲
も
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
震
災
支
援
の
冠
を
外
し
て
継
続
し
て
、
今
後
は
、

商
店
街
の
み
な
ら
ず
、
福
祉
や
文
化
等
の
地
域
団
体
及
び

市
役
所
や
商
工
会
議
所
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
復
興
事

業
終
焉
後
に
必
ず
や
っ
て
く
る
急
激
な
地
域
経
済
の
落
ち

込
み
に
備
え
、「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・
再
生
」

の
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
を
続
け
る
方
針
で
あ
る
。
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◆◆  「
１
０
０
円
商
店
街
」
発
祥
の
地

◆
　

山
形
県
新
庄
市
。
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
実
は

商
店
街
活
性
化
事
業
「
１
０
０
円
商
店
街
」
の
発
祥
の

地
で
あ
り
、
ま
た
こ
れ
も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、

１
０
０
円
商
店
街
事
業
を
考
案
し
た
の
が
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

な
の
で
あ
る
。
１
０
０
円
商
店
街
と
は
、お
店
の
店
頭
に
、

店
主
ら
が
工
夫
を
凝
ら
し
た
１
０
０
円
の
商
品
を
豊
富
に

並
べ
、
消
費
者
は
そ
の
手
ご
ろ
な
金
額
の
商
品
を
容
易
に

手
に
す
る
こ
と
で
よ
り
買
い
物
が
し
や
す
く
な
り
、
収

益
を
上
げ
る
と
い
っ
た
商
店
街
の
活
性
化
事
業
だ
。
こ
の

１
０
０
円
商
店
街
事
業
、
全
国
で
初
め
て
新
庄
市
で
開
催

さ
れ
た
の
が
２
０
０
４
年
。
導
入
自
治
体
が
増
え
れ
ば
増

え
る
ほ
ど
事
業
は
進
化
を
続
け
、
今
で
は
２
０
０
４
年
当

初
と
は
比
べ
よ
う
も
な
い
ほ
ど
の
収
益
や
集
客
の
成
果
を

挙
げ
て
い
る
。

◆◆  

新
た
な
活
性
化
事
業
「
ク
ー
ポ
レ
ン
ダ
ー
」

◆

　

事
の
き
っ
か
け
は
、
日
本
の
日
め
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
全

体
の
約
７
割
の
シ
ェ
ア
を
持
つ
「
新
日
本
カ
レ
ン
ダ
ー
」

と
の
出
会
い
で
あ
っ
た
。
こ
の
新
日
本
カ
レ
ン
ダ
ー
、
本

社
の
近
隣
の
商
店
街
の
た
め
に
、
地
元
大
学
生
と
協
力
し

て
日
め
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
を
活
用
し
た
商
店
街
活
性
化
策

を
展
開
し
て
い
た
。
し
か
し
、
日
め
く
り
で
あ
る
は
ず
の

カ
レ
ン
ダ
ー
に
は
（
大
学
生
の
監
修
故
に
）
漏
れ
や
重
複

が
あ
り
、
ま
た
新
日
本
カ
レ
ン
ダ
ー
の
自
腹
で
の
事
業

だ
っ
た
た
め
継
続
性
に
も
難
が
あ
り
、
そ
こ
で
共
同
研
究

し
よ
う
と
い
う
話
か
ら
今
回
の
ク
ー
ポ
レ
ン
ダ
ー
の
完
成

に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
ク
ー
ポ
レ
ン
ダ
ー
と
は
、
卓
上
型

の
日
め
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
（
３
６
５
枚
）
１
枚
１
枚
に
商

店
街
の
ク
ー
ポ
ン
券
が
掲
載
さ
れ
た
新
た
な
活
性
化
事
業

で
、
ク
ー
ポ
ン
と
カ
レ
ン
ダ
ー
を
コ
ラ
ボ
さ
せ
た
造
語
で

あ
る
。
こ
こ
で
、
こ
の
事
業
の
特
徴
を
い
く
つ
か
紹
介
す

る
。

　

①
純
粋
に
地
域
経
済
の
活
性
化
策
と
し
て
機
能

　

こ
の
事
業
で
最
も
意
識
し
た
の
は
「
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
」
だ
っ
た
。
全
国
各
地
で
実
施
さ
れ
て
い
る
制
度

で
、
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
行
政
が
プ
レ
ミ

ア
ム
分
の
資
金
を
提
供
し
、
消
費
者
が
例
え
ば
１
万
円
で

１
万
２
千
円
分
の
商
品
券
が
買
え
る
と
い
う
仕
組
み
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
肝
心
の
地
元
商
店
街
で
は
、
商
品
券
の

売
れ
残
り
を
恐
れ
て
か
取
り
扱
い
に
消
極
的
で
、
県
外
資

本
の
大
型
店
で
利
用
可
能
と
し
て
い
る
地
域
が
多
く
、
そ

の
大
部
分
は
県
外
資
本
の
大
型
店
で
消
費
さ
れ
地
元
経
済

に
は
あ
ま
り
恩
恵
が
な
い
、
と
い
う
の
が
実
情
だ
。
し
か

し
、
こ
の
ク
ー
ポ
レ
ン
ダ
ー
は
、
ク
ー
ポ
レ
ン
ダ
ー
制
作

側
が
参
加
店
を
制
限
で
き
る
た
め
、
純
粋
に
地
域
経
済
の

活
性
化
策
と
し
て
機
能
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ

る
。

　

②
ク
ー
ポ
ン
総
額
は
35
万
円
（
新
庄
市
の
場
合
）

　

こ
の
ク
ー
ポ
レ
ン
ダ
ー
を
１
部
８
０
０
円
で
販
売
し
て

い
る
。
全
国
初
の
活
性
化
事
業
と
し
て
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー

ス
を
意
識
し
、
ク
ー
ポ
レ
ン
ダ
ー
１
冊
あ
た
り
の
ク
ー
ポ

ン
総
額
を
算
出
す
る
た
め
、
○
割
引
や
○
％
オ
フ
と
い
う

表
示
は
禁
止
し
、
○
円
引
き
、
も
し
く
は
（
商
品
）
が
も

ら
え
ま
す
、
な
ど
に
統
一
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
総
額
は

35
万
円
相
当
に
な
っ
た
。
実
に
８
０
０
円
で
35
万
円
の

ク
ー
ポ
ン
券
の
付
い
た
カ
レ
ン
ダ
ー
が
買
え
る
の
で
あ

る
。

　

③
事
業
費
か
ら
事
業
費
を
捻
出
す
る
シ
ス
テ
ム

　

あ
く
ま
で
新
庄
市
の
場
合
な
の
だ
が
、
３
千
部
を
制
作

し
た
場
合
、
１
冊
あ
た
り
の
コ
ス
ト
は
６
５
０
円
で
、
消

費
税
を
含
め
る
と
２
１
０
万
６
千
円
を
必
要
と
し
た
。
し

か
し
、
３
千
部
を
１
冊
８
０
０
円
で
完
売
し
、
２
４
０
万

円
と
い
う
収
入
を
得
る
こ
と
と
な
り
、
ま
た
ク
ー
ポ
レ

ン
ダ
ー
参
加
店
か
ら
は
ク
ー
ポ
ン
掲
載
１
枚
に
つ
き
千

円
の
掲
載
料
を
集
め
る
こ
と
（+

３
６
５
枚
×
１
０
０
０

＝
36
万
５
千
円
）
で
、
総
収
入
は
２
７
６
万
５
千
円
を

計
上
。
こ
れ
で
、
総
収
入
２
７
６
万
５
千
円
―
制
作
料
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地
域
資
源
の
新
た
な
循
環
で
活
性
化

―
商
店
街
活
性
化
事
業
の
中
か
ら
事
業
費
を
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す
る
新
シ
ス
テ
ム
―

齋
藤
　
一
成

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ン
プ　

理
事
長 山

形
県
新
庄
市

２

ク
ー
ポ
ン
券
＋
日
め
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
＝
「
ク
ー
ポ
レ
ン
ダ
ー
」



２
１
０
万
６
千
円
＝
残
65
万
９
千
円
と
い
う
余
剰
金
が
発

生
。
導
入
に
際
し
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
さ
え
捻
出
で
き

れ
ば
、翌
年
の
ク
ー
ポ
レ
ン
ダ
ー
制
作
費
も
確
保
し
つ
つ
、

さ
ら
に
余
剰
金
も
生
む
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
実
際
の

ク
ー
ポ
ン
の
付
い
て
い
な
い
市
販
の
卓
上
カ
レ
ン
ダ
ー
の

相
場
も
８
０
０
円
程
度
だ
が
、
今
後
は
各
地
域
の
ク
ー
ポ

レ
ン
ダ
ー
の
売
価
は
、
ク
ー
ポ
レ
ン
ダ
ー
を
導
入
す
る
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
任
せ
し
よ
う
と
思
う
。

◆◆  

全
国
各
地
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も

◆
　

現
在
、
こ
の
ク
ー
ポ
レ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
は
、
商
店
街

以
外
で
は
商
工
会
議
所
や
商
工
会
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が

非
常
に
多
い
。
会
員
の
中
で
も
商
業
部
会
な
ど
、
部
会
全

体
で
取
り
組
め
る
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
要
因
だ
。
北
海

道
紋
別
市
で
は
、
人
口
も
少
な
い
が
故
に
３
千
部
を
販
売

す
る
の
は
厳
し
い
が
、
逆
に
敬
老
会
で
の
記
念
品
と
し
て

行
政
が
買
い
取
る
案
も
浮
上
。
茨
城
県
大
洗
町
で
は
、
ア

ニ
メ
「
ガ
ー
ル
ズ
＆
パ
ン
ツ
ァ
ー
」
と
の
コ
ラ
ボ
に
よ
っ

て
、
来
場
さ
れ
る
フ
ァ
ン
が
増
加
。
町
内
で
の
消
費
も
日

常
的
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
フ
ァ
ン
も
利
用
し

や
す
い
企
画
」
と
い
う
案
も
出
て
い
る
。

◆◆  

新
た
な
活
性
化
事
業
の
必
要
性

◆
　

商
店
街
活
性
化
事
業
に
予
算
を
投
下
し
て
も
成
果
が
見

え
な
い
ば
か
り
か
、
泥
沼
の
よ
う
に
予
算
を
飲
み
込
む
、

と
い
っ
た
悩
み
は
、
全
国
共
通
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し

か
し
、
今
で
は
こ
の
ク
ー
ポ
レ
ン
ダ
ー
が
生
み
出
す
潤
沢

な
余
剰
金
で
、「
進
化
型
１
０
０
円
商
店
街
」
や
「
い
す

︲
１
Ｇ
Ｐ
」「
１
０
０
円
商
店
街
人
生
ゲ
ー
ム
」
な
ど
、

新
た
な
商
店
街
活
性
化
事
業
の
研
究
を
進
め
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
。
工
夫
次
第
で
は
、
商
店
街
活
性
化
事

業
の
収
入
で
、次
の
商
店
街
活
性
化
事
業
が
行
え
る
の
だ
。

　

最
後
に
一
つ
。
こ
の
ク
ー
ポ
レ
ン
ダ
ー
で
は
、
完
全
別

製
造
の
た
め
、
制
作
す
る
に
は
多
少
時
間
が
必
要
で
、
翌

年
の
ク
ー
ポ
レ
ン
ダ
ー
を
制
作
す
る
に
は
、
５
月
末
日
ま

で
の
デ
ー
タ
入
稿
が
必
要
と
な
る
（
２
０
１
８
年
１
月

か
ら
の
ク
ー
ポ
レ
ン
ダ
ー
を
製
作
す
る
場
合
、
デ
ー
タ

入
稿
は
２
０
１
７
年
５
月
末
日
ま
で
と
な
り
、
納
品
が

２
０
１
７
年
10
月

末
）。
タ
イ
ミ
ン

グ
を
逃
す
と
１
年

越
し
の
作
業
と
な

る
た
め
、
こ
の
月

刊
「
地
域
づ
く
り
」

を
読
ん
で
興
味
を

持
た
れ
た
方
は
、

今
す
ぐ
に
で
も
お

問
い
合
せ
を
い
た

だ
き
た
い
。
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◆◆  

市
の
概
要

◆
　

長
井
市
は
山
形
県
の
南
部
に
位
置
し
、
西
部
一
帯
が
朝

日
山
系
の
険
し
い
山
岳
地
帯
で
あ
り
、
東
部
は
出
羽
丘
陵

地
帯
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
両
山
系
の
間
を
南
か
ら
北
へ

最
上
川
が
流
れ
て
い
る
。
昭
和
29
年
に
旧
長
井
町
を
中
心

と
し
て
１
町
５
村
が
合
併
し
て
現
長
井
市
が
誕
生
し
た
。

市
の
中
心
部
に
公
共
施
設
や
商
業
施
設
な
ど
の
機
能
が
集

積
す
る
中
央
地
区
（
旧
長
井
町
）
が
位
置
し
、
そ
の
周
辺

に
５
地
区
（
旧
５
村
）
が
隣
接
す
る
形
で
位
置
し
て
い
る
。

◆◆  

レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
が
生
ま
れ
た
背
景

◆
　

レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
は
、
昭
和
63
年
に
市
が
「
ま
ち
づ

く
り
デ
ザ
イ
ン
会
議
」
を
立
ち
上
げ
、
21
世
紀
を
目
指
し

た
産
業
振
興
、
都
市
整
備
な
ど
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を

市
民
に
委
ね
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
い
る
。
同
会
議
か
ら

発
展
し
た
「
快
里
（
い
い
ま
ち
）
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
」（
平

成
元
年
）
の
農
業
分
野
に
お
い
て
、
化
学
肥
料
と
農
薬
に

依
存
し
た
近
代
農
業
に
よ
る
農
地
の
疲
弊
、
地
元
農
産
物

が
大
消
費
地
に
向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
生
じ
る
地
域

自
給
の
低
下
な
ど
を
背
景
と
し
て
、
地
域
内
自
給
率
の
向

上
や
安
全
な
農
産
物
の
生
産
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
た
。
そ

し
て
、
将
来
の
長
井
市
の
農
業
を
、
自
然
環
境
と
調
和
し

た
永
続
性
の
あ
る
地
域
農
業
と
位
置
づ
け
、
生
ご
み
リ
サ

イ
ク
ル
に
よ
る
有
機
肥
料
の
地
域
自
給
が
提
案
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
行
政
は
も
と
よ
り
、
消
費
者
、
生
産
者
及
び

そ
の
他
関
連
団
体
に
よ
る
議
論
や
実
験
研
究
を
経
て
、
平

成
９
年
、
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
は
、
市
民
と
農
家
と
行
政

と
が
全
て
関
わ
り
あ
う
仕
組
み
と
し
て
産
声
を
上
げ
た
。

市
民
は
家
庭
の
生
ご
み
を
分
別
し
、
行
政
は
回
収
と
コ
ン

ポ
ス
ト
化
を
、農
家
は
有
機
堆
肥
を
使
っ
て
農
業
生
産
を
、

と
い
う
有
機
物
の
市
内
循
環
を
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
と
い
う
名
称
は
、
台
所
と

農
業
に
、
ま
ち
と
む
ら
に
、
現
在
と
未
来
に
、
信
頼
の
レ

イ
ン
ボ
ー
（
虹
）
を
か
け
る
こ
と
に
由
来
す
る
。

◆◆  

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
成
果

◆

　

レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
は
、
平
成
９
年
３
月
に
消
費
者
、

生
産
者
等
を
中
心
と
し
て
設
立
さ
れ
た
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ

ン
推
進
協
議
会
（
以
下
、
協
議
会
）
と
事
務
局
機
能
を
担

う
市
企
画
調
整
課
（
現
地
域
づ
く
り
推
進
課
）、
コ
ン
ポ

ス
ト
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
を
担
う
農
林
課
で
推
進
し
て

き
た
が
、
平
成
20
年
度
か
ら
は
事
務
局
機
能
も
協
議
会
に

移
管
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン

の
地
域
内
循
環
の
取
り
組
み
を
、順
を
追
っ
て
紹
介
す
る
。

　

○
生
ご
み
の
収
集

　

対
象
区
域
は
市
街
地
の
約
５
０
０
０
世
帯
（
市
内
約

９
７
０
０
世
帯
の
内
、
中
央
地
区
の
ほ
ぼ
全
世
帯
）
で
、

約
２
４
０
カ
所
の
収
集
所
が
あ
り
、
70
㍑
の
コ
ン
テ
ナ
バ

ケ
ツ
を
１
収
集
所
当
り
２
～
３
個
配
置
し
て
い
る
。
市
委

託
業
者
が
週
２
回
、生
ご
み
を
運
ん
で
市
農
林
課
が
管
理
・

運
営
す
る
コ
ン
ポ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
ま
で
運
搬
し
て
い
る
。

　

○
堆
肥
化

　

コ
ン
ポ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
に
運
ば
れ
て
き
た
生
ご
み
は
、

籾
殻
、
畜
ふ
ん
と
合
わ
せ
て
約
80
日
間
か
け
、
堆
肥
化
さ

れ
る
。
完
成
し
た
堆
肥
は
Ｊ
Ａ
を
通
し
て
市
内
の
農
家
や

市
民
に
販
売
さ
れ
る
。
平
成
27
年
度
の
年
間
投
入
量
は

生
ご
み
約
５
９
２
㌧
、
畜
ふ
ん
約
４
４
２
㌧
、
籾
殻
約

１
９
２
㌧
、
堆
肥
の
出
荷
量
は
約
３
６
７
㌧
で
あ
っ
た
。

　

○
生
産

　

農
家
で
は
堆
肥
を
使
っ
て
土
づ
く
り
を
し
、
協
議
会
独

自
の
農
産
物
認
証
制
度
に
基
づ
い
て
、
化
学
肥
料
や
農
薬

を
抑
制
し
た
農
産
物
を
生
産
す
る
。

　

○
流
通

　

生
産
者
の
顔
が
見
え
る
、
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
農
産

物
と
し
て
、
学
校
給
食
や
Ｊ
Ａ
直
売
所
、
長
井
市
民
直
売

所
「
お
ら
ん
だ
市
場
菜
な
ポ
ー
ト
」、
市
内
ス
ー
パ
ー
等

を
通
し
て
市
民
の
食
卓
に
届
く
。
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取
り
組
み
の
成
果
と
し
て
は
、

生
ご
み
が
土
を
豊
か
に
す
る
資
源

と
し
て
田
畑
に
還
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
加
え
、
コ
ン
ポ
ス
ト
セ
ン

タ
ー
稼
働
前
の
平
成
８
年
度
と
稼

働
後
の
平
成
９
年
度
を
比
較
す
る

と
、
市
内
約
９
７
０
０
の
全
世
帯

に
つ
い
て
、
生
活
系
可
燃
ご
み
が

約
30
％
減
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

市
民
の
環
境
保
全
に
対
す
る
意
識

の
醸
成
に
つ
な
が
っ
た
。
環
境
保

全
型
農
業
へ
の
一
つ
の
流
れ
を
つ

く
っ
た
と
も
言
え
る
。市
内
で
は
、

レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
農
産
物
を

使
っ
た
飲
食
店
メ
ニ
ュ
ー
や
、
菓

子
、
大
豆
製
品
、
漬
物
と
い
っ
た

加
工
品
の
提
供
な
ど
、
異
業
種
間

の
連
携
も
進
ん
だ
。

　

ま
た
、
国
内
外
か
ら
視
察
者
が

多
数
訪
れ
て
お
り
、
事
業
開
始
か

ら
現
在
ま
で
に
３
万
４
千
人
以

上
、
40
カ
国
を
超
え
る
国
々
か
ら

の
視
察
や
調
査
研
究
を
受
け
入
れ

て
き
た
。

　

教
育
分
野
で
も
、
市
内
小
中
学

校
に
お
い
て
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン

は
、
環
境
教
育
、
地
域
教
育
、
食

育
の
題
材
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
心
身
と
郷
土
へ
の
誇

り
を
育
て
る
一
翼
を
担
っ
て
い

る
。
県
内
外
の
大
学
や
団
体
に
お

い
て
は
、
滞
在
型
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
研
究
テ
ー
マ
と

し
て
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
市
民
と
の

交
流
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　

理
念
先
行
型
と
評
さ
れ
る
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
だ
が
、

本
事
業
が
標
榜
し
て
き
た
地
域
循
環
の
理
念
と
取
り
組
み

は
、
事
業
開
始
20
年
を
経
て
な
お
、
国
や
世
代
を
超
え
共

感
を
得
て
い
る
。

◆◆  

若
者
世
代
へ
の
普
及
活
動
が
課
題

◆
　

レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
は
、
今
年
度
で
20
年
と
い
う
節
目

の
年
を
迎
え
る
が
、
時
間
の
経
過
や
社
会
情
勢
の
変
化
に

よ
り
課
題
も
発
生
し
て
き
て
い
る
。
ま
ず
は
事
業
の
生
命

線
と
い
え
る
コ
ン
ポ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
で
あ
る
。

次
に
取
り
組
み
の
量
的
な
縮
小
。
生
ご
み
回
収
量
の
減
少

（
事
業
開
始
時
と
現
在
と
を
比
較
す
る
と
約
半
分
）
に
加

え
、
生
産
面
で
は
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
認
証
農
家
が
ピ
ー

ク
時
の
31
人
か
ら
近
年
で
は
20
人
前
後
に
減
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
高
齢
化
や
人
口
減
少
の
影
響
は
あ
る
だ
ろ
う

が
、
そ
れ
以
上
に
若
者
世
代
に
事
業
が
十
分
に
浸
透
し
て

い
な
い
こ
と
が
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
今
後
の
展
望
と
し
て
は
、
レ
イ
ン

ボ
ー
プ
ラ
ン
の
３
つ
の
理
念
で
あ
る
「
循
環
」「
と
も
に
」

「
土
は
い
の
ち
の
み
な
も
と
」
に
原
点
回
帰
し
た
普
及
活

動
に
力
を
入
れ
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
培
っ
た
大
学
な
ど
と

の
人
的
交
流
を
、
地
域
活
性
化
や
物
的
交
流
へ
と
発
展
さ

せ
、
新
し
い
循
環
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
感

じ
て
い
る
。

　

最
後
に
、
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
を
学
ん
だ
若
者
が
、
循

環
の
理
念
を
昇
華
さ
せ
た
新
た
な
時
代
を
創
っ
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
ま
と
め
と
し
た
い
。
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◆◆  

地
域
の
概
要

◆
　

静
岡
県
吉
田
町
は
、か
つ
て
は
鰻
養
殖
日
本
一
を
誇
り
、

し
ら
す
漁
も
盛
ん
な
一
次
産
業
中
心
の
町
で
あ
っ
た
。
現

在
は
広
大
な
養
饅
池
跡
地
や
大
井
川
伏
流
水
の
恩
恵
か
ら

大
手
工
場
の
立
地
が
進
み
、
工
業
色
の
強
い
町
と
な
っ
て

い
る
。
近
年
の
少
子
高
齢
化
は
吉
田
町
も
例
外
で
は
な
い

が
、
人
口
は
約
３
万
人
で
横
ば
い
状
態
を
維
持
し
、
若
年

人
口
比
率
が
県
下
で
は
３
番
目
に
高
い
。
平
成
の
大
合
併

で
は
単
独
を
選
択
、
平
成
21
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
富
士

山
静
岡
空
港
」
か
ら
は
車
で
約
20
分
に
位
置
す
る
。

　

吉
田
町
商
工
会
は
会
員
数
７
０
０
強
、
小
規
模
事
業
者

の
減
少
に
伴
う
会
員
減
は
当
会
に
お
い
て
も
大
き
な
課
題

で
あ
る
。

　

紹
介
す
る
協
同
組
合
吉
田
商
工
セ
レ
モ
ニ
ー
は
、
商
工

会
員
に
呼
び
掛
け
、
平
成
14
年
７
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
葬

祭
事
業
者
で
あ
る
。
以
来
、
か
れ
こ
れ
15
年
と
な
る
が
、

組
合
員
の
頑
張
り
で
順
調
に
推
移
し
て
い
る
。
私
は
立
ち

上
げ
時
、
経
営
指
導
員
と
し
て
関
与
し
て
き
た
。
現
在
は

事
務
局
長
の
任
に
あ
る
。

◆◆  

立
ち
上
げ
の
背
景

◆
　

葬
祭
事
業
に
取
り
組
ん
だ
の
は
平
成
12
年
、
直
接
的
な

要
因
は
Ｊ
Ａ
等
の
葬
祭
参
入
に
あ
る
。

　

従
来
、
飲
食
や
香
典
返
し
、
生
花
な
ど
葬
祭
に
伴
う
受

注
は
地
元
商
店
が
受
け
て
い
た
が
、
Ｊ
Ａ
の
参
入
に
よ
り

様
相
が
一
変
し
た
。
あ
わ
せ
て
大
店
法
改
正
な
ど
に
伴
い

大
手
業
者
の
進
出
が
相
次
ぎ
、
年
々
経
営
環
境
が
厳
し
さ

を
増
し
て
い
っ
た
。

　

会
員
の
生
き
残
り
策
を
模
索
す
る
中
、
県
内
で
葬
祭
事

業
を
立
ち
上
げ
た
商
工
会
が
あ
っ
た
。
県
西
部
の
新
居
町

商
工
会
が
最
初
で
、
隣
の
湖
西
市
商
工
会
が
続
い
た
。
設

立
中
心
メ
ン
バ
ー
が
当
時
本
会
の
理
事
を
務
め
前
述
例
の

関
係
者
と
親
交
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
町
で
の
事
業
化

を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。
惜
し
げ
な
く
情
報
を
提
供
頂

け
た
こ
と
で
大
い
に
助
け
ら
れ
た
。

　

平
成
13
年
９
月
に
は
商
工
会
理
事
会
に
事
業
化
を
提

案
、
当
時
の
副
会
長
（
食
品
ス
ー
パ
ー
経
営
）
と
提
案
者

で
あ
る
先
の
理
事
（
衣
料
品
店
経
営
）
を
リ
ー
ダ
ー
と
し

た
６
人
に
よ
る
研
究
会
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

骨
子
を
固
め
時
間
を
お
か
ず
に
会
員
に
参
加
を
呼
び
か

け
て
準
備
会
を
立
ち
上
げ
、
翌
年
３
月
に
は
発
起
人
会
、

同
６
月
に
は
23
社
の
参
加
に
よ
る
協
同
組
合
を
設
立
。
７

月
に
は
設
立
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
い
事
業
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
。
動
き
始
め
た
ス
ピ
ー
ド
を
止
め
な
い
た
め
に
補

助
金
の
活
用
は
一
切
考
え
な
か
っ
た
。

◆◆  

汗
を
か
く
、
知
恵
を
出
す

◆
　

商
工
会
員
の
共
同
事
業
で
あ
る
こ
と
や
葬
儀
の
公
共
性

な
ど
を
考
慮
し
て
協
同
組
合
方
式
を
選
択
。
名
称
は
「
吉

田
商
工
セ
レ
モ
ニ
ー
」
と
し
、
真
心
を
込
め
た
サ
ー
ビ
ス

2017・２月号 12地域づくり 特集編

特 集

地
域
資
源
の
新
た
な
循
環
で
活
性
化

―
商
工
会
員
に
よ
る
協
同
組
合
方
式
で
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
も
―

大
石
　
與
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岡
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愛ハート会館はまもなく 10周年



を
提
供
す
る
趣
旨
か
ら
愛
称
は
「
愛
ハ
ー
ト
」
と
し
た
。

　

参
加
資
格
は
商
工
会
員
で
あ
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る

が
、
特
に
参
加
業
種
は
問
わ
ず
①
他
の
葬
祭
業
者
と
の
取

引
禁
止
②
引
物
や
生
花
な
ど
６
つ
に
分
け
た
部
会
で
参
加

は
１
つ
③
役
務
負
担
（
役
割
を
持
つ
）、
な
ど
参
加
意
識

を
高
め
る
た
め
厳
し
さ
を
求
め
た
。
出
資
金
は
一
律
25
万

円
と
決
め
た
。

　

ス
タ
ー
ト
当
初
は
、
プ
レ
ハ
ブ
事
務
所
を
建
て
常
勤
職

員
１
人
を
採
用
し
た
。
全
員
が
葬
儀
施
行
す
べ
て
に
関
与

し
、
い
つ
入
る
か
わ
か
ら
な
い
搬
送
の
電
話
を
24
時
間
交

代
で
受
け
持
っ
た
。
近
隣
の
結
婚
式
場
が
次
々
と
葬
祭
業

に
転
換
し
、
競
合
が
増
し
て
い
く
中
で
、
７
月
～
翌
年
３

月
期
は
17
件
、
翌
期
は
41
件
の
受
注
と
な
っ
た
。
当
時
は

町
の
葬
儀
件
数
が
２
０
０
件
程
度
で
あ
り
シ
ェ
ア
は
少
な

か
っ
た
が
、
設
備
負
担
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
か
ら
適
切

な
利
益
が
確
保
で
き
た
。

◆◆  「
愛
ハ
ー
ト
会
館
」
建
設
へ

◆
　

組
合
の
基
本
は
商
品
等
の
納
入
に
応
じ
手
数
料
を
収
め

る
仕
組
み
で
あ
る
が
、
当
初
は
設
備
負
担
が
少
な
い
こ
と

か
ら
低
い
手
数
料
で
運
営
が
可
能
で
あ
っ
た
。
利
益
は
極

力
組
合
員
に
還
元
し
た
。

　

し
か
し
、
す
ぐ
に
状
況
は
一
変
す
る
こ
と
に
な
る
。
大

手
２
社
の
葬
祭
会
館
建
設
の
情
報
が
入
っ
た
。当
町
で
は
、

通
夜
は
家
で
、
葬
儀
は
寺
で
行
う
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た

が
、
都
市
部
で
は
会
館
の
利
用
が
増
え
て
い
た
。
当
町
で

も
近
い
将
来
、
会
館
で
の
葬
儀
が
一
般
的
に
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
た
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
競
争
に
な
ら
な
い
と
危
機
感
を
強
め
、

会
館
建
設
に
取
り

組
ん
だ
。
平
成

18
年
２
月
、
約

１
億
５
千
万
円
の

投
資
を
行
い
「
愛

ハ
ー
ト
会
館
」
を

オ
ー
プ
ン
し
た
。

組
合
員
の
増
資
に

よ
り
５
千
万
円
を

工
面
、
１
億
円
は

借
入
と
し
た
。
職

員
も
常
勤
２
名
体

制
、
配
膳
な
ど
で

臨
時
職
員
も
雇
用

す
る
こ
と
と
し

た
。
受
注
件
数
は

年
間
80
件
が
最
低
ラ
イ
ン
と
な
っ
た
。

　

大
き
な
投
資
で
あ
っ
た
が
、
会
館
建
設
が
功
を
奏

し
受
注
は
堅
調
に
入
り
、
年
間
売
上
１
億
６
千
万
～

１
億
８
千
万
程
度
で
推
移
し
借
入
金
も
ま
も
な
く
完
済
す

る
。◆◆  

商
工
会
の
役
割
、
資
金
循
環

◆
　

商
工
会
は
、
設
立
ま
で
の
準
備
段
階
で
は
全
面
的
に
支

援
し
た
が
、設
立
後
は
サ
ポ
ー
ト
の
み
に
と
ど
め
て
い
る
。

事
業
主
体
は
あ
く
ま
で
事
業
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
主

的
運
営
が
基
本
で
あ
る
。

　

バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
、
全
国
的
に
小
規
模
企
業
の
廃
業
が

す
す
む
状
況
は
当
町
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
会
員

企
業
が
、
少
し
で
も
新
た
な
受
注
を
獲
得
し
事
業
継
続
に

繋
が
る
取
り
組
み
へ
の
自
発
性
を
支
援
し
て
い
く
の
が
商

工
会
の
基
本
姿
勢
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
サ
ポ
ー
ト
役
で
あ

る
。

　

商
工
セ
レ
モ
ニ
ー
に
お
い
て
も
、
組
合
員
が
ア
イ
デ
ア

を
凝
ら
し
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。会
員
組
織「
愛
ハ
ー

ト
倶
楽
部
」
で
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
な
ど
の
交
流
事
業
を
推
進
し
、
各
種
パ
ー
テ
ィ
ー
請

負
は
設
営
か
ら
片
付
け
ま
で
の
利
便
性
が
好
評
で
、
人
形

供
養
祭
な
ど
も
大
い
に
喜
ば
れ
て
い
る
。
役
務
と
し
て
組

合
員
が
顔
を
出
す
こ
と
か
ら
個
々
の
事
業
の
販
促
に
も
プ

ラ
ス
に
作
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

今
後
の
展
開
の
可
能
性
は
ア
イ
デ
ア
次
第
で
あ
る
。
組

合
員
の
連
携
で
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
に
拡
大
す
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。
ま
た
商
工
会
関
係
者
の
視
察
受
け
入
れ

も
行
っ
て
お
り
、
悩
み
を
持
つ
小
規
模
事
業
者
の
参
考
に

少
し
で
も
な
れ
ば
と
組
合
員
は
歓
迎
の
姿
勢
で
い
る
。
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◆◆  

可
児
市
っ
て
知
っ
と
る
や
ら
？

◆
　

可
児
と
書
い
て
「
カ
ニ
」
と
読
み
ま
す
が
、
蟹
が
有
名

な
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
岐
阜
県
可
児
市
は
愛
知
県
と
の

県
境
と
い
う
地
理
的
条
件
か
ら
名
古
屋
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ

ン
と
し
て
発
展
し
、
現
在
は
約
10
万
人
が
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
平
成
20
年
ま
で
伸
び
続
け
た
人
口
も
近
年
は
横
ば
い

で
す
が
、
65
歳
以
上
の
人
口
は
増
え
続
け
て
お
り
、
一
方

で
若
い
世
代
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
、
可
児
市
に
住
む
10
万
人
の
暮
ら
し
を

行
政
の
力
だ
け
で
支
え
て
い
く
こ
と
は
難
し
く
な
り
ま

す
。
将
来
に
渡
っ
て
、
こ
の
街
が
住
み
ご
こ
ち
の
良
い
街

で
あ
り
続
け
る
た
め
に
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
一

人
ひ
と
り
が
地
域
を
支
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

そ
の
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

◆◆  

支
え
愛
地
域
づ
く
り
事
業
、
始
動

◆
　

昭
和
40
年
代
後
半
か
ら
人
口
が
急
増
し
た
可
児
市
は
人

材
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
が
大
き
な
財
産
で
あ
り
、
社
会
貢

献
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
、
地
域
に
活
力
を
与

え
て
豊
か
な
社
会
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
考
え

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
市
が
平
成
26
年
か
ら
３
年
間
を
モ
デ
ル
期
間

と
し
て
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
が
、
地
域
通
貨
Ｋ
マ
ネ
ー

を
活
用
し
た
「
支
え
愛
地
域
づ
く
り
事
業
」
で
す
。

　

こ
の
事
業
の
目
的
は
、
大
き
く
分
け
て
２
つ
あ
り
ま
す
。

１
つ
目
は
、
地
域
支
え
愛
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
通
じ
て
、「
地

域
の
支
え
合
い
の
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
」
で
す
。
市
が

重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
子
育
て
世
代
の
安
心
づ
く
り

や
高
齢
者
の
安
気
づ
く
り
に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
し
た
方
に
対
し
て
、
市
か
ら
の
お
礼
の
気
持
ち
と
し
て

ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
ま
す
。
貯
め
た
ポ
イ
ン
ト
は
、
地
域

通
貨
Ｋ
マ
ネ
ー
に
交
換
で
き
る
ほ
か
、
寄
付
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
こ
の
制
度
の
特
徴
は
、
住
所
、
年
齢
を
問
わ

ず
誰
で
も
参
加
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
現
在
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
い
る
約
１
３
０
０
人
の
う
ち
８
％
が

10
代
の
学
生
た
ち
で
す
。
こ
の
制
度
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

応
援
す
る
だ
け
で
な
く
、
新
た
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

す
る
き
っ
か
け
に
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

２
つ
目
の
目
的
は
、
地
域
通
貨
Ｋ
マ
ネ
ー
の
発
行
を
通

じ
て
、「
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
」
こ
と
で
す
。
Ｋ

マ
ネ
ー
は
、
市
内
の
協
力
店
の
み
で
使
用
で
き
る
地
域
通

貨
で
、
現
在
約
４
３
０
店
舗
で
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

使
用
期
限
は
１
年
で
、
お
つ
り
は
出
ま
せ
ん
。
ま
た
、
Ｋ

マ
ネ
ー
の
換
金
業
務
は
、
事
業
趣
旨
に
賛
同
い
た
だ
き
、

市
内
金
融
機
関
に
無
償
で
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
こ
ま
で
の
説
明
だ
け
で
は
、
地
域
支
え
愛
ポ

イ
ン
ト
制
度
と
Ｋ
マ
ネ
ー
が
ど
こ
で
ど
う
や
っ
て
結
び
つ

く
の
か
疑
問
に
思
う
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
こ
こ
か
ら
が
ミ
ソ
で
す
。
こ
の
事
業
の
ミ
ソ
と
な
っ

て
い
る
の
が
、「
社
会
貢
献
協
力
金
」
で
す
。

　

協
力
店
に
は
、
金
融
機
関
で
Ｋ
マ
ネ
ー
を
換
金
す
る
際

に
、
換
金
額
の
１
％
を
社
会
貢
献
協
力
金
と
し
て
ご
負
担
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地
域
資
源
の
新
た
な
循
環
で
活
性
化

―
地
域
通
貨
で「
支
え
愛
」の
循
環
シ
ス
テ
ム
を
構
築
―

吉
田
　
拓
矢

可
児
市
地
域
振
興
課
主
任 岐

阜
県
可
児
市

５

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
ポ
イ
ン
ト
、地
域
通
貨
に
交
換

支え愛地域づくり事業の概要図



い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
市
に
納
め
ら
れ
た
社
会

貢
献
協
力
金
は
、
地
域
支
え
愛
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
運
営
財

源
に
充
て
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
事
業
者

だ
け
で
な
く
、
Ｋ
マ
ネ
ー
を
使
用
す
る
市
民
も
社
会
貢
献

で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の

社
会
貢
献
協
力
金
を
充
当
す
る
こ
と
に
よ
り
、
制
度
の
運

営
に
か
か
る
市
の
支
出
は
、
３
年
間
で
計
１
２
０
万
円
程

度
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
見
込
み
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
Ｋ
マ
ネ
ー
と
い
う
ツ
ー
ル
を
有
効
活
用

し
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
い
、

一
体
と
な
っ
て
「
支
え
愛
の
サ
イ
ク
ル
」
と
い
う
循
環
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
に
は
、
市
民
誰

も
が
様
々
な
か
た
ち
で
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

◆◆  

知
名
度
を
上
げ
る
だ
け
で
は
意
味
が
な
い

◆
　

事
業
開
始
当
初
は
、
全
国
的
に
珍
し
い
取
り
組
み
と

あ
っ
て
、
メ
デ
ィ
ア
各
方
面
か
ら
も
取
り
上
げ
て
い
た
だ

き
、
市
内
だ
け
で
な
く
、
市
外
に
向
け
て
も
事
業
を
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
市
民
か
ら
は
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
ポ
イ
ン

ト
を
渡
す
な
ん
て
、
有
償
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
？
」

「
な
ぜ
お
店
が
換
金
額
の
１
％
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
？
」
と
い
っ
た
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

度
に
、「
地
域
通
貨
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
じ
ま
な
い

の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
不
安
を
抱
え
な
が
ら
も
、
事
業

趣
旨
を
説
明
し
、
理
解
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
事
業
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
い
く
ら
知
名
度
が
上
が
っ
て
も
、
事
業
に

参
加
し
て
も
ら
わ
な
い
と
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。「
Ｋ
マ

ネ
ー
っ
て
意
外
に
使
い
や
す
い
ん
だ
な
」「
私
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
し
て
み
よ
う
か
な
」
と
思
っ
て
も
ら
い
、
事
業

に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
「
仕
掛
け
」
を
考
え
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

◆◆  

持
続
可
能
な
仕
組
み
に

◆  
す
る
た
め
の
仕
掛
け
づ
く
り

　

Ｋ
マ
ネ
ー
が
市
内
で
使
い
や
す
い
通
貨
で
あ
る
た
め
に

は
、
よ
り
多
く
の
お
店
で
Ｋ
マ
ネ
ー
が
使
え
る
こ
と
が
望

ま
し
い
で
す
。
事
業
者
に
と
っ
て
は
、
Ｋ
マ
ネ
ー
の
市
内

流
通
量
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に

繋
が
り
、
協
力
店
に
登
録
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
市
か
ら
の
補
助
金
、
報
償
費
の
一
部

を
Ｋ
マ
ネ
ー
で
交
付
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
毎
年
一
定
の

発
行
量
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
そ
の
成
果
か
、
協
力
店
数

も
当
初
か
ら
約
１
８
０
店
舗
増
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
誰

で
も
Ｋ
マ
ネ
ー
を
使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
商
工
会
議

所
を
通
じ
て
一
般
販
売
も
行
っ
て
い
ま
す
。
Ｋ
マ
ネ
ー
の

発
行
規
模
は
年
々
拡
大
し
て
お
り
、
来
年
度
の
発
行
額
は

約
１
億
円
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

同
様
の
趣
旨
か
ら
、地
域
支
え
愛
ポ
イ
ン
ト
制
度
で
も
、

ポ
イ
ン
ト
付
与
で
き
る
団
体
の
数
を
多
く
指
定
し
、
よ
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
や
す
く
な
る
体
制
整
備
が
必
要

と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
平
成
26
年
か
ら
、
対
象
と
な
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
認
定
す
る
た
め
の
委
員
会
を
設
置

し
、
徐
々
に
対
象
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
当
初

か
ら
約
３
倍
増
の
約
１
３
０
団
体
で
ポ
イ
ン
ト
付
与
を

行
っ
て
い
ま
す
。

◆◆  

地
域
づ
く
り
は
１
日
に
し
て
成
ら
ず

◆
　

３
年
間
の
モ
デ
ル
期
間
を
通
じ
て
、
こ
の
事
業
は
地
域

に
浸
透
し
、
根
付
き
つ
つ
あ
る
と
い
う
手
応
え
を
感
じ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
本
当
の
効
果
は
も
っ
と
長
期
的
に
現

れ
る
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
の
ツ
ー
ル

と
し
て
の
Ｋ
マ
ネ
ー
の
伸
び
代
は
、
ま
だ
ま
だ
あ
る
は
ず

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
一
体
と

な
り
、
Ｋ
マ
ネ
ー
を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
Ｋ
マ
ネ
ー　

使
っ
て
地
域
を　

支
え
愛
♡
」
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◆◆  

町
を
緑
の
ダ
ム
で
囲
い
た
い

◆
　

２
０
０
０
年
、
恵
那
市
の
南
部
地
域
を
襲
っ
た
「
東
海

豪
雨
」が
、山
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
。
こ
の
災
害
で
は
、
山
か
ら
流
れ
出
た
木
々
が
田
畑
を

埋
め
尽
く
し
、矢
作
ダ
ム
は
流
木
で
い
っ
ぱ
い
と
な
っ
た
。

私
は
そ
の
有
様
を
、
天
災
で
は
な
く
人
災
だ
と
思
っ
た
。

　

私
が
住
む
町
、
中
野
方
町
は
約
24
平
方
㌔
の
面
積
で

１
９
０
０
㌶
余
り
の
山
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
山
の
多

く
が
50
～
60
年
前
に
植
え
ら
れ
た
人
工
林
で
あ
る
。
近
年

の
国
産
木
材
の
需
要
の
減
少
、
価
格
の
下
落
、
林
業
の
担

い
手
不
足
な
ど
が
原
因
で
、
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
手
入
れ

さ
れ
ず
、
放
置
林
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
密
度
が

高
す
ぎ
る
林
に
は
細
い
木
が
た
く
さ
ん
立
ち
、
根
が
張
ら

な
い
た
め
風
や
雪
で
簡
単
に
倒
れ
る
。
光
が
差
さ
な
い
地

面
に
は
草
や
低
木
が
生
え
ず
、
腐
葉
層
が
な
い
た
め
土
の

浸
透
機
能
が
失
わ
れ
、大
雨
時
に
は
水
が
表
面
を
流
れ
る
。

そ
し
て
水
が
集
ま
っ
た
所
か
ら
崩
れ
て
い
く
。
最
近
の
集

中
豪
雨
で
の
「
沢
抜
け
」
は
、
ま
さ
に
典
型
的
な
事
象
で

あ
る
。

　

先
人
は
山
を
生
活
の
糧
と
し
、
山
で
私
た
ち
は
育
て
ら

れ
た
。
災
害
を
目
に
し
た
こ
と
を
機
に
、山
を
大
事
に
し
、

災
害
の
出
な
い
山
づ
く
り
を
し
な
け
れ
ば
と
の
思
い
が
強

く
な
り
、
ま
ず
仲
間
づ
く
り
か
ら
始
め
る
こ
と
と
し
た
。

こ
こ
で
は
山
仕
事
を
専
門
と
す
る
人
達
を
「
杣
サ
」
と
呼

ん
だ
。
そ
の
人
達
に
続
き
た
い
。

　

２
０
０
８
年
10
月
、
町
の
人
た
ち
に
呼
び
か
け
、
17
人

の
仲
間
が
集
ま
っ
た
。
こ
の
山
づ
く
り
の
グ
ル
ー
プ
を

「
杣そ
ま
ぐ
み組
」
と
名
付
け
、
翌
年
４
月
か
ら
活
動
を
開
始
し
た
。

チ
ェ
ン
ソ
ー
の
使
い
方
、
伐
倒
作
業
等
の
研
修
を
行
い
な

が
ら
山
づ
く
り
の
プ
ロ
を
目
指
す
こ
と
と
な
っ
た
。
仲
間

を
広
げ
こ
の
町
を
緑
の
ダ
ム
で
囲
う
こ
と
が
出
来
た
ら
と

願
い
。

◆◆  

間
伐
材
を
「
木
の
駅
」
で
買
い
取
り

◆
　

２
０
０
９
年
春
、
市
内
に
あ
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
夕
立
山
森
林

塾
」
と
「
杣
組
」
が
中
心
と
な
り
、
山
主
や
自
伐
林
家
が

山
に
率
先
し
て
入
る
よ
う
な
、
魅
力
づ
く
り
が
で
き
な
い

か
と
の
思
い
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
。
高
知

県
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
土
佐
の
森
・
救
援
隊
」
を
モ
デ
ル
に
、

農
家
が
野
菜
を
道
の
駅
で
販
売
す
る
よ
う
に
、
間
伐
材
も

気
軽
に
売
れ
れ
ば
と
の
願
い
を
込
め
て
「
木
の
駅
」
と
名

付
け
た
。
間
伐
を
す
る
と
建
築
用
材
以
外
は
、
ほ
と
ん
ど

山
に
放
り
っ
ぱ
な
し
に
な
り
災
害
の
一
因
に
な
る
。
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
価
格
が
安
す
ぎ
て
伐
採
が
ま
ま
な
ら

な
い
木
材
（
Ｃ
材
）
を
県
や
市
の
補
助
金
を
上
乗
せ
し
、

地
域
通
貨
「
モ
リ
券
」
で
買
い
取
る
仕
組
み
で
あ
る
。
モ

リ
券
は
実
行
委
員
会
が
指
定
し
た
商
店
で
使
用
す
る
こ
と

が
出
来
る
。
今
、
地
域
の
商
店
は
大
き
な
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
等
に
押
さ
れ
、
疲
弊
し
つ
つ
あ
る
。
商
店
が
な
く

な
れ
ば
地
域
も
衰
退
す
る
。
森
林
整
備
と
商
店
の
振
興
、

併
せ
て
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
す
る
取
り

組
み
で
あ
る
。
大
き
な
収
入
に
は
な
ら
な
い
が
、
小
遣
い

程
度
な
ら
稼
げ
る
。「
山
が
き
れ
い
に
、
町
が
元
気
に
、

そ
し
て
自
分
に
は
晩
酌
の
ご
褒
美
を
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
。
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地
域
資
源
の
新
た
な
循
環
で
活
性
化

―
森
林
整
備
、
商
店
振
興
を
結
び
、
地
域
活
性
化
―

鈴
村
　
今
衛

笠
周
地
域
木
の
駅
実
行
委
員
会 岐

阜
県
恵
那
市

６

地
域
通
貨
で
間
伐
材
を
買
い
取
り

笠周地域の風景



　

そ
の
年
の
12
月
、
試
験
的
に
始
ま
っ
た
木
の
駅
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
。
小
雨
の
降
る
中
、
Ｃ
材
を
積
ん
だ
軽
ト
ラ
が

多
く
集
ま
り
、
自
伐
林
家
さ
ん
や
山
主
さ
ん
の
山
に
対
す

る
思
い
を
感
じ
て
胸
が
熱
く
な
っ
た
。
あ
の
時
の
興
奮
を

今
で
も
思
い
出
す
。

　

現
在
で
は
、
恵
那
市
や
岐
阜
県
の
助
成
が
受
け
ら
れ
る

た
め
近
隣
の
３
町
で
「
笠り

っ

周し
ゅ
う

地
域
木
の
駅
実
行
委
員
会
」

を
組
織
し
、
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
る
。

　

間
伐
材
を
木
の
駅
の
入
り
口
に
あ
る
検
量
所
（
カ
ン
カ

ン
場
）
で
総
重
量
を
測
り
、
伝
票
に
記
入
す
る
。
前
も
っ

て
車
検
証
で
車
両
重
量
を
登
録
し
て
あ
る
の
で
帰
り
の
空

車
は
測
る
必
要
が
な
い
。
自
主
申
告
制
で
、
全
て
互
い
の

信
頼
関
係
で
成
り
立
っ
て
い
る
（
カ
ン
カ
ン
が
な
け
れ
ば

末
口
の
直
径
と
長
さ
を
申
告
す
れ
ば
よ
い
と
し
て
い
る
）。

木
の
駅
へ
搬
入
し
、決
め
ら
れ
た
場
所
に
整
頓
し
て
置
く
。

　

現
在
、
主
に
紙
料
用
の
チ
ッ
プ
会
社
に
販
売
し
て
い
る

た
め
、
規
格
は
以
下
の
通
り
と
な
っ
て
い
る
。
末
口
５
㌢

以
上
、
長
さ
は
60
〜
２
１
０
㌢
、
枝
払
い
が
し
て
あ
る
こ

と
。
曲
が
り
や
木
の
姿
等
は

問
わ
な
い
等
、
規
格
が
非
常

に
ゆ
る
く
持
ち
込
み
や
す

い
。

　

木
の
駅
に
持
ち
込
ま
れ
た

木
材
は
、
１
㌧
あ
た
り
木
材

チ
ッ
プ
価
格
３
千
円
に
補
助

金
３
千
円
が
上
乗
せ
さ
れ

６
千
円
分
の
モ
リ
券
と
交
換

さ
れ
る
。
モ
リ
券
は
当
町
を

含
む
３
町
で
ス
ー
パ
ー
や
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、飲
食
店
、

理
容
店
な
ど
で
商
品
券
と
同

じ
様
に
つ
か
う
こ
と
が
で
き
る
。モ
リ
券
を
扱
う
商
店
は
、

今
で
は
34
店
舗
に
増
え
た
。
ま
た
、
地
域
を
応
援
す
る
、

も
う
一
つ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
Ｉ
タ
ー
ン
者
や
Ｕ
タ
ー

ン
者
、
赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
等
の
御
祝
い
と
し
て
も
、
現
金

か
ら
モ
リ
券
が
贈
ら
れ
る
よ
う
に
変
わ
っ
た
。

　

今
、
木
の
駅
に
持
ち
込
ま
れ
る
Ｃ
材
は
年
間
５
０
０
㌧

前
後
で
推
移
し
て
い
る
。
モ
リ
券
約
３
０
０
０
枚
が
使
わ

れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

今
後
は
更
に
森
づ
く
り
の
意
識
を
た
か
め
る
た
め
、
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
山
づ
く
り
を
考
え
、
お
父
さ
ん
や
お

母
さ
ん
、
そ
し
て
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ま
で

巻
き
込
も
う
と
考
え
て
い
る
。

◆◆  

子
ど
も
が
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
た

◆  

地
域
通
貨
「
モ
リ
券
」

　

２
０
１
５
年
よ
り
小
学
校
の
授
業
の
な
か
で
山
づ
く
り

の
時
間
も
で
き
、
昨
年
は
子
ど
も
た
ち
と
「
森
の
健
康
診

断
」を
行
っ
た
。「
森
の
健
康
診
断
」と
は
、人
工
林
に
入
り
、

調
査
す
る
一
角
を
決
め
、
土
壌
や
植
生
、
混
み
具
合
な
ど

を
調
査
し
間
伐
を
行
い
、
光
の
入
る
山
を
作
る
ま
で
を
行

う
も
の
で
、
不
要
な
木
を
伐
倒
し
、
木
の
駅
へ
搬
出
。
子

ど
も
は
モ
リ
券
を
手
に
入
れ
、
学
用
品
や
お
や
つ
等
に
換

え
る
体
験
を
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
は
子
ど
も
が
夏
休
み
に
考
え
た
モ
リ
券
の

コ
ン
ク
ー
ル
を
行
い
、モ
リ
券
の
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
し
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
山
づ
く
り
に

興
味
を
持
ち
、
大
人
に
な
っ
た
と
き
、
少
し
で
も
山
の
こ

と
を
振
り
返
っ
て
く
れ
れ
ば
と
期
待
を
膨
ら
ま
せ
て
い

る
。◆◆  

山
づ
く
り
、
も
う
一
つ
の
方
向

◆
　

今
、
当
町
で
は
企
業
と
の
共
同
で
山
づ
く
り
を
進
め
て

い
る
。
飲
料
メ
ー
カ
ー
の
コ
カ
・
コ
ー
ラ
社
で
は
「
水
を

使
う
企
業
と
し
て
製
品
及
び
製
造
過
程
で
使
用
し
た
同
等

量
の
水
を
自
然
に
還
す
」
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
い

わ
ゆ
る
涵
養
林
づ
く
り
で
あ
る
。

　

２
０
１
３
年
の
春
、
コ
カ
・
コ
ー
ラ
社
よ
り
中
野
方
町

で
事
業
を
進
め
た
い
、
と
の
申
し
出
を
受
け
山
づ
く
り
が

始
ま
っ
た
。
２
０
２
０
年
ま
で
に
、
１
４
０
㌶
の
山
づ
く

り
を
行
う
た
め
広
く
町
民
に
募
集
を
か
け
、
今
、
30
〜
40

人
の
人
達
が
交
代
で
山
に
入
っ
て
い
る
。
参
加
者
す
べ
て

が
プ
ロ
で
は
な
い
た
め
、
リ
ー
ダ
ー
よ
り
チ
ェ
ン
ソ
ー
の

使
い
方
、
伐
倒
の
仕
方
等
を
学
び
な
が
ら
山
づ
く
り
に
励

ん
で
い
る
。

　

子
ど
も
や
孫
が
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
町

を
目
指
し
て
一
歩
ず
つ
前
へ
進
み
た
い
。

　

中
野
方
町
は
木
の
駅
発
祥
の
地
。
視
察
等
も
受
け
入
れ

木
の
駅
の
広
が
り
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
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◆◆  

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
×
ソ
ー
シ
ャ
ル

◆  

イ
ン
パ
ク
ト
ボ
ン
ド
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

滋
賀
県
東
近
江
市
は
、
平
成
の
大
合
併
で
、
１
市
６
町

が
思
い
を
一
つ
に
し
て
誕
生
し
た
市
で
す
。
市
域
に
は
、

の
ど
か
な
田
園
風
景
が
広
が
り
、
愛
知
川
の
清
流
、
琵
琶

湖
で
の
レ
ジ
ャ
ー
、
鈴
鹿
10
座
へ
の
登
山
も
身
近
に
楽
し

め
る
自
然
と
豊
か
な
歴
史
文
化
が
育
ま
れ
て
き
た
ま
ち
で

す
。
Ｊ
Ｒ
、
新
幹
線
、
名
神
高
速
道
な
ど
の
交
通
網
に
恵

ま
れ
、
大
阪
へ
も
名
古
屋
へ
も
１
時
間
30
分
で
行
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
協
働
課
で
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
地
域
の

困
り
ご
と
の
解
決
や
地
域
資
源
を
生
か
し
た
商
品
開
発
な

ど
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法（
地
域
で
お
金
が
ま
わ
る
仕
組
み
）

で
取
り
組
む
事
業
者
や
団
体
を
対
象
と
し
て
１
団
体
上
限

50
万
円
の
予
算
で
提
案
事
業
を
募
集
し
、
採
択
し
た
事
業

を
支
援
す
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
支
援
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
も
50
万
円
×
４
団
体
の
予
算
で
、
例
年
ど

お
り
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援

事
業
」
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
東
近
江
市
参
与
で
龍

谷
大
学
政
策
学
部
准
教
授
の
深
尾
昌
峰
先
生
か
ら
、「
こ

の
事
業
を
Ｓ
Ｉ
Ｂ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
パ
ク
ト
ボ
ン
ド
）

の
仕
組
み
で
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
」
と
提
案
が
あ

り
ま
し
た
。
深
尾
先
生
は
京
都
地
域
創
造
基
金
の
理
事
長

や
関
連
す
る
プ
ラ
ス
ソ
ー
シ
ャ
ル
投
信
（
株
）
で
、
寄
付

や
遺
贈
を
活
用
し
地
域
で
あ
た
た
か
い
お
金
が
ま
わ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
自
然
を
守
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
元
気
に

な
る
仕
組
み
を
日
夜
考
え
、
実
践
し
て
お
ら
れ
る
エ
キ
ス

パ
ー
ト
で
す
。

　

Ｓ
Ｉ
Ｂ
と
は
、
投
資
家
が
あ
る
事
業
に
投
資
し
、
成
果

が
出
れ
ば
行
政
が
投
資
家
に
配
当
を
支
払
う
と
い
う
英
国

で
始
ま
っ
た
仕
組
み
で
、
行
政
コ
ス
ト
の
削
減
に
も
つ
な

が
る
と
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支

援
事
業
は
、
行
政
コ
ス
ト
の
削
減
で
は
な
く
、
市
民
の
あ

た
た
か
い
投
資
が
事
業
者
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
ス
タ
ー
ト
を
支

え
、
年
度
末
に
一
定
の
成
果
が
出
れ
ば
、
行
政
が
交
付
金

を
支
払
う
「
成
果
報
酬
型
」
の
仕
組
み
と
し
ま
し
た
。
そ

の
事
業
が
地
域
に
ど
ん
な
成
果
（
イ
ン
パ
ク
ト
）
を
も
た

ら
し
た
か
を
重
視
す
る
「
補
助
金
改
革
型
」
の
仕
組
み
と

も
い
え
ま
す
。
行
政
職
員
も
市
民
も
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら

「
自
分
ご
と
」
と
し
て
考
え
始
め
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
仕
組
み
を
取
り
入
れ
る
に
は
ク
リ
ア
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
様
々
な
ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、中
間
支
援
組
織
（
プ
ラ
ス
ソ
ー
シ
ャ
ル
投
信
）

と
、ど
ん
な
協
定
を
結
ぶ
の
か
な
ど
で
す
。
深
尾
先
生
は
、

「
お
そ
ら
く
日
本
で
は
じ
め
て
の
取
り
組
み
で
す
」と
お
っ

し
ゃ
る
の
で
お
手
本
が
な
く
、
一
か
ら
協
定
書
を
作
り
上

げ
ま
し
た
。

　

こ
う
い
っ
た
ハ
ー
ド
ル
を
一
つ
一
つ
ク
リ
ア
し
て
く
れ
た

の
が
、
総
務
部
の
若
手
職
員
の
力
で
し
た
。「
Ｓ
Ｉ
Ｂ
」
と

い
う
聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
へ
の
興
味
と
日
本
初
？
と
い
う

わ
く
わ
く
感
が
大
き
な
力
を
引
き
出
し
た
と
思
い
ま
す
。

　

様
々
な
ハ
ー
ド
ル
を
越
え
、
実
験
的
な
取
り
組
み
と
し

て
内
部
の
合
意
も
得
て
採
択
さ
れ
た
４
事
業
は
次
の
通
り
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地
域
資
源
の
新
た
な
循
環
で
活
性
化

―
成
功
報
酬
型
Ｓ
Ｉ
Ｂ
で
事
業
者
と
市
民
が
協
働
で
成
果
目
標
を
設
定
―

滋
賀
県
東
近
江
市
ま
ち
づ
く
り
協
働
課

滋
賀
県
東
近
江
市

７

人
と
人
の
つ
な
が
り
と
あ
た
た
か
い
お
金
の
流
れ



で
す
。

①
地
域
循
環
型
社
会
を
め
ざ
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ

ネ
ス
の
拠
点
整
備
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
開
業
、

あ
か
ね
マ
ル
シ
ェ
開
催

　

が
も
う
夢
工
房
拠
点
整
備
事
業
―
が
も
う
夢
工

房
協
議
会

②
地
元
永
源
寺
の
杉
を
活
用
し
た
木
製
玩
具「
ク
ミ
ノ
」

の
製
造
販
売

　

ク
ミ
ノ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―
ク
ミ
ノ
工
房

③
東
近
江
発
！
新
し
い
せ
っ
け
ん
ブ
ラ
ン
ド
の
立
ち
上
げ

　

次
世
代
に
よ
る
＂
第
二
次
せ
っ
け
ん
運
動
＂
ビ
ジ

ネ
ス
化
計
画
―
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
愛
の
ま
ち
エ
コ
倶
楽
部

④
地
域
の
困
り
ご
と
、
暮
ら
し
の
困
り
ご
と
を
地
域
で

解
決
す
る
し
く
み
づ
く
り

　

ほ
ん
な
ら
堂
―
あ
い
と
う
ふ
く
し
モ
ー
ル
運
営

委
員
会

　

６
月
末
に
採
択
事
業
者
と
市
民
が
集
ま
っ
て
、「
年
度

末
に
ど
う
い
っ
た
成
果
を
出
す
の
か
？
」
と
い
う
成
果
目

標
の
設
定
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
事
業
者
別
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
市
民
が
事
業
者
の
計
画
に
耳
を
傾
け
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。
ク
ミ
ノ
工
房
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

で
は
、
杉
の
間
伐
材
よ
り
も
き
ち
ん
と
製
材
さ
れ
た
端
っ

こ
（
三
日
月
型
の
部
分
）
が
使
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
画

期
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
も
出
ま
し
た
。
そ
の
他
、「
孫
の
ク

リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
注
文
し
た
い
」「
パ
ッ
ケ
ー
ジ

は
大
事
」「
焼
き
印
を
い
れ
た
ら
お
し
ゃ
れ
じ
ゃ
な
い
か
」

と
み
ん
な
が
「
自
分
ご
と
」
と
し
て
事
業
者
に
ハ
ッ
パ
を

か
け
た
の
で
す
。
こ
の
成
果
目
標
の
設
定
作
業
を
事
業
者

と
市
民
が
協
働
で
行
っ
た
こ
と
は
た
い
へ
ん
有
意
義
な
時

間
で
し
た
。

◆◆  

市
民
も
事
業
者
も
行
政
も
「
三
方
よ
し
」
の
仕
組
み

◆
　

８
月
初
旬
か
ら
中
間
支
援
組
織
で
あ
る
プ
ラ
ス
ソ
ー

シ
ャ
ル
投
信
（
株
）
が
私
募
債
の
発
行
を
す
る
と
い
う
形

で
東
近
江
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
応
援
債
の
発
売
が
始

ま
り
ま
し
た
。
１
口
２
万
円
の
応
援
債
が
１
事
業
者
に
つ

き
25
口
ま
で
、
計
50
万
円
×
４
事
業
の
債
権
が
２
週
間
足

ら
ず
で
完
売
し
ま
し
た
。
９
月
中
旬
に
は
中
間
支
援
組
織

か
ら
各
事
業
者
へ
交
付
金
と
し
て
50
万
円
が
支
払
わ
れ
て

お
り
、
各
事
業
と
も
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

事
業
者
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
応
援
し
て
く
れ
る
出
資
者

（
市
民
）
と
の
関
係
性
が
作
れ
ま
す
。
出
資
者
は
事
業
が

失
敗
す
る
と
出
資
金
が
償
還
さ
れ
な
い
た
め
事
業
が
成
功

す
る
よ
う
側
面
か
ら
の
支
援
を
続
け
ま
す
。
例
え
ば
、
空

き
店
舗
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
地
元
食
材
を
つ
か
っ
た
Ｃ

Ｏ
︲
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｏ 

Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
（
コ
ガ
モ
カ
フ
ェ
）
の
オ
ー

プ
ン
や
地
域
の
雇
用
を
生
み
出
す
こ
と
を
目
標
と
し
て
い

る
「
が
も
う
夢
工
房
協
議
会
」
で
は
、９
月
４
日
に
カ
フ
ェ

を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
、
週
５
日
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
や
テ
ィ
ー
タ

イ
ム
の
営
業
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
に
出
資
し
た

市
民
は
、
カ
フ
ェ
に
ち
ょ
く
ち
ょ
く
出
向
き
、
自
ら
食
事

を
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
お
友
達
も
連
れ
て
き
ま
す
。
そ

し
て
店
の
雰
囲
気
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
、
味
に
つ
い
て
も
口

を
出
し
ま
す
。「
こ
の
和
え
物
は
お
い
し
い
ね
！
」「
ち
ょ
っ

と
値
段
が
高
い
ん
と
違
う
？
」「
こ
れ
じ
ゃ
お
客
さ
ん
増

え
な
い
よ
⋮
」
な
ど
、
あ
た
た
か
く
も
厳
し
い
ア
ド
バ
イ

ス
が
飛
び
交
い
ま
す
。
ま
さ
に
「
自
分
ご
と
」
と

し
て
カ
フ
ェ
を
応
援
し
、「
当
事
者
化
」
し
て
い

く
大
勢
の
市
民
は
事
業
者
に
と
っ
て
大
応
援
団
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

単
な
る
寄
付
で
は
な
く
、
出
資
↓
成
功
↓
償
還
、

と
い
う
お
金
の
流
れ
は
、
人
と
人
が
つ
な
が
り
、

応
援
や
期
待
、
感
謝
が
連
鎖
す
る
流
れ
も
生
み
出

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
休
眠
預
金
や
遺
贈
の
受
け
皿
と
し
て

市
民
が
出
資
し
設
立
準
備
を
し
て
い
る
「
東
近
江

三
方
よ
し
基
金
」
と
協
働
し
て
、
東
近
江
版
Ｓ
Ｉ

Ｂ
事
業
の
展
開
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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◆◆  

環
境
モ
デ
ル
都
市

◆  「
尼
崎
版
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

　

尼
崎
市
は
温
室
効
果
ガ
ス
の
大
幅
な
削
減
な
ど
低
炭
素

社
会
の
実
現
に
向
け
、
高
い
目
標
を
掲
げ
て
先
駆
的
な
取

り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
都
市
と
し
て
国
が
選
定
し
た

全
国
23
の
「
環
境
モ
デ
ル
都
市
」
の
ひ
と
つ
で
す
。
平
成

27
年
度
よ
り
市

が
募
集
し
て
い

る
「
尼
崎
版
ス

マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」
は
、
一
定

規
模
以
上
の
住
宅

開
発
に
際
し
、
Ｈ

Ｅ
Ｍ
Ｓ
（
ホ
ー
ム

エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
）
を
導
入
し
、

そ
れ
を
活
用
し
た

Ａ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
（
地
域

エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）
に
関
す
る
取
り

組
み
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
活
用
し
た
地
域

経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
仕
組
み
づ
く
り
が
構
築
さ
れ

て
い
る
街
と
い
う
の
が
条
件
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
第
１
号
事
業
に
認
定
さ
れ
た
の
が
、
野
村
不
動
産

（
株
）、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
不
動
産
開
発
（
株
）、（
株
）
長
谷
工

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
関
西
電
力
（
株
）
と
弊
社
の
５
社

共
同
事
業
と
し
て
行
う
「『
Ｚ
Ｕ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
（
ず
っ
と
）・
Ｅ

Ｃ
Ｏ
（
エ
コ
）
ま
い
ポ
』
導
入
に
よ
る
持
続
可
能
な
省
エ

ネ
・
地
域
活
性
化
の
取
組
み
」
で
す
。

◆◆  

地
域
通
貨
ポ
イ
ン
ト
「
ま
い
ポ
」

◆
　
「
ま
い
ぷ
れ
ポ
イ
ン
ト
」（
ま
い
ポ
）
は
地
域
の
加
盟
店

の
買
い
物
等
１
０
０
円
で
１
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
り
、
１
ポ

イ
ン
ト
を
１
円
分
と
し
て
加
盟
店
で
の
支
払
い
に
使
え
る

ポ
イ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

地
域
で
「
ま
い
ポ
」
を
流
通
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
地
元

の
お
金
が
地
元
で
使
わ
れ
る
き
っ
か
け
を
作
り
、
地
域
の
人

の
動
き
を
活
発
に
す
る
こ
と
で
、
地
域
経
済
・
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

◆◆  「
ま
い
ポ
」
を
活
用
し
た
デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス

◆  「
お
出
か
け
省
エ
ネ
」
の
促
進

　

夏
冬
の
電
力
需
要
が
ピ
ー
ク
と
な
る
時
間
帯
の
電
力
需

要
を
下
げ
る
た
め
に
、「
ま
い
ポ
」
ユ
ー
ザ
ー
に
省
エ
ネ

の
依
頼
（
デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス
）
を
行
い
ま
す
。
そ
れ

に
応
え
、「
省
エ
ネ
タ
イ
ム
」
に
外
出
し
、
市
域
の
ま
い

ポ
加
盟
店
で
買
い
物
等
を
行
っ
た
ユ
ー
ザ
ー
に
は
通
常

の
２
倍
の
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
ま
す
。
さ
ら
に
総
戸
数

１
２
７
１
戸
の
住
宅
開
発
で
あ
る
Ｚ
Ｕ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ

の
街
区
住
民
に
は
、「
省
エ
ネ
タ
イ
ム
」
の
リ
ビ
ン
グ
に

設
置
さ
れ
て
い
る
エ
ア
コ
ン
の
運
転
停
止
に
よ
り
ボ
ー
ナ

ス
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
仕
組
み
で
電
力

需
要
ピ
ー
ク
時
の
電
力
使
用
量
を
抑
制
す
る
「
お
出
か
け

省
エ
ネ
」
を
促
す
と
と
も
に
、「
ま
い
ポ
」
の
利
用
に
よ
っ

て
、
地
域
経
済
の
活
性
化
も
図
り
ま
す
。

　

○
省
エ
ネ
タ
イ
ム
の
規
定

・
夏
期
（
７
月
～
９
月
）：
平
日
13
時
～
16
時
／
予
想

最
高
気
温
が
33
度
以
上
の
日

・
冬
期
（
12
月
～
２
月
）：
平
日
18
時
～
21
時
／
予
想

最
低
気
温
が
２
度
以
下
の
日

　

記
者
発
表
の
時
点
で
は
、
地
域
通
貨
ポ
イ
ン
ト
を
連
携

さ
せ
た
「
お
出
か
け
省
エ
ネ
」
に
よ
り
、
特
定
の
自
治
体

全
域
に
ま
た
が
る
省
エ
ネ
・
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
は

日
本
で
初
め
て
と
聞
い
て
い
ま
す
。
他
エ
リ
ア
で
も
「
お

出
か
け
省
エ
ネ
」は
実
施
さ
れ
て
い
る
事
例
は
あ
り
、ク
ー

ル
ス
ポ
ッ
ト
（
お
出
か
け
先
）
と
し
て
公
共
施
設
や
大
規

模
商
業
施
設
、
チ
ェ
ー
ン
店
を
指
定
し
て
い
る
こ
と
が
ほ

と
ん
ど
で
す
が
、
尼
崎
市
で
は
地
元
の
商
店
を
ク
ー
ル
ス

ポ
ッ
ト
に
し
て
活
性
化
を
図
る
点
も
大
き
な
特
徴
で
す
。
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地
域
資
源
の
新
た
な
循
環
で
活
性
化

―
省
エ
ネ
タ
イ
ム
に
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盟
店
で
買
い
物
は
ポ
イ
ン
ト
倍
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お
出
か
け
省
エ
ネ
」
―
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藤
　
淳

株
式
会
社
ま
い
ぷ
れ
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
Ｙ
Ｏ
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代
表
取
締
役 兵

庫
県
尼
崎
市

８

地
域
通
貨
で「
省
エ
ネ
」と「
地
域
経
済
活
性
化
」

まいポカード



◆◆  

地
域
の
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

◆
　

地
域
通
貨
ポ
イ
ン
ト
は
、
ど
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
る
か
と
い
う
こ
と
も
重
要
で
す
が
、
実
際
に
シ
ス
テ

ム
を
使
う
こ
と
に
な
る
地
元
の
小
さ
な
お
店
に
賛
同
し
て

い
た
だ
い
て
加
盟
店
と
し
て
参
加
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
ら

の
加
盟
店
が
き
ち
ん
と
使
え
る
よ
う
に
丁
寧
に
説
明
し
、

継
続
的
に
フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ
と
の
方
が
さ
ら
に
重
要
で

す
。
立
派
な
シ
ス
テ
ム
だ
け
を
入
れ
た
も
の
の
、
う
ま
く

稼
働
し
な
い
例
は
全
国
で
枚
挙
に
暇
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

弊
社
は
地
域
生
活
情
報
サ
イ
ト
「
ま
い
ぷ
れ
」
の
運
営

を
行
う
地
域
密
着
の
企
業
で
、
尼
崎
市
内
で
約
３
０
０
件

の
取
引
店
舗
・
企
業
と
日
々
対
面
し
て
い
る
フ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
あ
り
、
市
・
商
工
会
議
所
・
商
店
街
な
ど
と
共
同
で

イ
ベ
ン
ト
や
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
地
元
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
全
国
80
社
以
上
の
ま
い

ぷ
れ
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
の
中
で
先
行
し
て
「
ま
い
ポ
」
を

運
営
し
て
い
る
３
エ
リ
ア
の
事
例
も
共
有
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
、
か
な
り
ス
ム
ー
ズ
に
地
域
通
貨
ポ
イ
ン
ト
の

導
入
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、弊
社
が
手
が
け
る
「
ま
い
ぷ
れ
」「
ま
い
ポ
」
は
、

補
助
金
が
な
く
て
も
継
続
で
き
る
自
立
し
た
事
業
で
あ
る

と
い
う
こ
と
も
重
要
な
要
素
だ
と
思
い
ま
す
。

◆◆  

Ｚ
Ｕ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
・
Ｅ
Ｃ
Ｏ
ま
い
ポ
の
運
営

◆
　

Ｚ
Ｕ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
は
第
１
期
２
７
７
戸
の
入
居
が

平
成
28
年
３
月
下
旬
か
ら
始
ま
り
、
５
月
に
は
商
業
施
設

等
も
含
め
た
街
び
ら
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

弊
社
は
平
成
27
年
の
終
わ
り
か
ら
加
盟
店
開
拓
に
着
手

し
、
平
成
28
年
４
月
に
当
初
目
標
通
り
50
加
盟
店
で
「
ま

い
ポ
」
の
運
営
を
ス
タ
ー
ト
し
て
、
平
成
28
年
７
月
か
ら

９
月
ま
で
夏
の
「
お
出
か
け
省
エ
ネ
」
の
取
り
組
み
を
３

カ
月
間
実
施
し
ま
し
た
。

　

９
月
末
時
点
で
は
加
盟
店
が
55
店
舗
、
毎
月
の
ポ
イ
ン

ト
流
通
が
約
10
万
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
お
出

か
け
省
エ
ネ
」
の
取
り
組
み
で
は
、
８
月
の
猛
暑
の
影
響

で
想
定
の
約
15
日
を
大
き
く
上
回
る
28
日
の
デ
マ
ン
ド
レ

ス
ポ
ン
ス
発
令
を
し
て
、
約
25
万
ポ
イ
ン
ト
の
付
与
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
省
エ
ネ
効
果
と
し
て
、
リ
ビ
ン
グ
に
設
置
さ
れ

て
い
る
エ
ア
コ
ン
の
電
力
削
減
量
が
３
３
６
８
㌔
㍗
時
と

な
り
、
標
準
的
な
家
庭
の
月
平
均
電
力
使
用
量
約
11
戸
分

の
削
減
効
果
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◆◆  

さ
ら
な
る
加
盟
店
の
拡
大
で

◆  

地
域
課
題
解
決
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
へ

　

今
後
の
課
題
は
、
現
在
加
盟
店
が
Ｚ
Ｕ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｉ
Ｔ

Ｙ
近
隣
の
塚
口
徒
歩
圏
エ
リ
ア
に
集
中
し
て
い
る
た
め
、

加
盟
店
数
と
エ
リ
ア
の
拡
大
を
し
て
ユ
ー
ザ
ー
利
便
性
向

上
の
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る
こ
と
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
ポ

イ
ン
ト
流
通
量
が
増
え
て
加
盟
店
の
売
り
上
げ
ア
ッ
プ
に

さ
ら
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
現
状

の
省
エ
ネ
対
策
以
外
に
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
健
康
増
進

活
動
、
駐
輪
対
策
等
に
対
し
て
行
政
や
地
域
団
体
等
と
の

連
携
を
深
め
、
地
域
の
課
題
解
決
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と

し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
「
ま
い
ポ
」
が
店
舗
の
販
売
促
進
策
と
し
て
だ
け
で
は

な
く
、
住
民
・
団
体
・
行
政
な
ど
地
域
に
関
わ
る
た
く
さ

ん
の
人
た
ち
に
喜
び
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

く
つ
も
り
で
す
。
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◆◆  

ル
ー
レ
ッ
ト
を
回
し
て
商
店
街
め
ぐ
り

◆
　

ゲ
ー
ム
の
舞
台
は
、
島
根
県
出
雲
市
の
平
田
地
域
（
旧

平
田
市
）の
中
心
地
に
位
置
す
る
平
田
本
町
商
店
街
で
す
。

平
田
本
町
商
店
街
は
、
皆
さ
ま
が
ご
存
知
の
出
雲
大
社
か

ら
東
に
車
で
20
分
ほ
ど
の
距
離
に
あ
り
、
県
庁
所
在
地
で

あ
る
松
江
市
と
の
中
間
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
家
か
ら
は
、
自
転
車
で
10
分
ほ
ど
の
距
離
で
、
中

高
校
生
の
頃
（
約
25
年
前
）
は
、
商
店
街
に
、
レ
コ
ー
ド

店
、
衣
料
店
や
飲
食
店
な
ど
、
様
々
な
お
店
が
あ
り
、
友

達
と
よ
く
買
い
物
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
、
イ
ベ

ン
ト
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
賑
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
記
憶
し

て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
い
つ
の
頃
か

ら
か
、
人
通
り
も
少
な
く
、

俗
に
言
う
「
シ
ャ
ッ
タ
ー
通

り
商
店
街
」
へ
と
変
わ
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
２
０ 

１
３
年
か
ら
、「
ま
ち
あ
そ

び
人
生
ゲ
ー
ム
」
と
銘
打
っ

た
街
歩
き
イ
ベ
ン
ト
を
始
め

ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
は
、
商

店
街
を
舞
台
に
、
ル
ー
レ
ッ

ト
の
出
た
目
に
従
っ
て
店
を

巡
り
、
専
用
通
貨
を
店
で
や

り
と
り
し
て
、
ゴ
ー
ル
時
の
所
持
金
を
競
う
も
の
で
す
。

ま
さ
に
、
国
民
的
人
気
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
「
人
生
ゲ
ー
ム
」

の
リ
ア
ル
版
で
す
。
ゴ
ー
ル
後
は
、
専
用
通
貨
を
商
品
券

と
交
換
し
、
実
際
に
買
い
物
も
で
き
ま
す
。

◆◆  

き
っ
か
け
は
、
商
工
会
議
所
職
員
の
嘆
き

◆
　
「
イ
ベ
ン
ト
を
し
て
も
、
お
客
さ
ん
は
、
１
カ
所
に
集

ま
り
、
店
主
は
自
分
の
店
を
閉
め
て
、
ス
タ
ッ
フ
を
し
て

い
る
。お
客
さ
ん
が
た
く
さ
ん
来
て
も
、商
売
に
つ
な
が
っ

て
い
な
い
」
と
い
う
商
工
会
議
所
に
勤
め
て
い
る
友
人
の

嘆
き
を
聞
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
時
、
20
代
～
50
代
の
男
女
が
い
る
場
で
、「
人

生
ゲ
ー
ム
」
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。「
ゲ
ー
ム
盤
っ
て
、

商
店
街
の
店
の
配
置
に
似
て
い
る
」「
商
店
街
を
使
っ
て

み
ん
な
が
知
っ
て
い
る
人
生
ゲ
ー
ム
の
リ
ア
ル
版
を
や
っ

た
ら
、
お
客
さ
ん
が
商
店
街
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
い
て
く

れ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
ひ
ら
め
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
、
地
元

の
平
田
本
町
商
店
街
に
企
画
を
持
ち
込
み
ま
し
た
。
し
か

し
、商
店
街
の
理
事
長
を
含
め
理
事
の
半
分
は「
人
生
ゲ
ー

ム
」
を
知
ら
な
い
方
々
で
、
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
買
っ
て
、

理
事
全
員
で
や
っ
て
み
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
。

　

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
世
界
を
現
実
の
世
界
に
取
り
入
れ
る

の
に
は
大
変
苦
労
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
動
き
を
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
、
ル
ー
ル
を
１
つ
１
つ
構
築
し
、

必
要
な
ア
イ
テ
ム
を
制
作
し
、
２
０
１
３
年
７
月
に
第
１

回
を
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

◆◆  「
偶
然
の
出
会
い
」
と
「
顔
が
見
え
る
関
係
」

◆
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最
大
の
特
長
は
、
ル
ー
レ
ッ
ト
が
行
き
先
（
店
舗
）
を

勝
手
に
決
め
る
こ
と
で
す
。「
偶
然
の
出
会
い
」
と
そ
こ

か
ら
生
ま
れ
る
「
顔
の
見
え
る
関
係
」
で
す
。

　

消
費
者
か
ら
見
る
と
、
個
店
は
、
非
常
に
入
り
づ
ら
い

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
気

軽
に
入
っ
て
も
ら
う
よ
い
機
会
を
つ
く
り
ま
す
。
１
度

入
っ
た
こ
と
の
あ
る
店
舗
は
、
と
て
も
入
り
や
す
く
な
り

ま
す
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、「
気
兼
ね
な
く
、
来
店
で

き
て
、
店
主
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
た
」「
長

年
、
こ
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
が
、
初
め
て
入
っ
た
店
舗

も
あ
っ
た
。
ま
た
来
た
い
」
な
ど
の
ご
意
見
を
多
数
い
た

だ
き
、
そ
の
感
想
は
、
ほ
ぼ
１
０
０
％
が
「
楽
し
か
っ
た
」

と
答
え
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
数
は
、
初
回
と
２
回
目
は
５
０
０
人
程
度
で

し
た
が
、
広
報
や
口
コ
ミ
の
効
果
も
あ
り
、
３
回
目
は

１
６
０
０
人
、
４
回
目
、
５
回
目
は
２
０
０
０
人
を
超
え

る
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
約
７
割
が
、
小
学
生
以
下

と
保
護
者
と
い
う
の
も
、
特
筆
す
べ
き
点
で
す
。

　

一
方
、
個
店
は
、
当
初
ど
の
よ
う
に
来
店
者
に
対
応
し

て
、
個
店
の
魅
力
を
伝
え
れ
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
回
数
を
重
ね
る
た
び
に

様
々
な
工
夫
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
来
店
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
店
舗
内
の
商
品
の
見
せ
方
や

ポ
ッ
プ
の
工
夫
、
割
引
券
や
試
供
品
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
で

す
。

　

そ
こ
か
ら
、
来
店
者
と
顔
の
見
え
る
関
係
が
構
築
さ
れ

て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
玩
具
メ
ー
カ
ー
の
公
認
も
い
た
だ
き
、
現
在

は
、
こ
の
取
り
組
み
の
視
察
や
講
演
依
頼
も
あ
り
、
平
田

本
町
商
店
街
だ
け
で
な
く
、
県
外
の
商
店
街
で
も
同
様
に

取
り
組
ま
れ
る
と
こ
ろ
が
出
始
め
て
い
ま
す
。

◆◆  

コ
ラ
ボ
で
地
域
課
題
を
解
決

◆
　

こ
の
事
業
の
も
う
１
つ
の
特
長
が
、
他
事
業
と
の
コ
ラ

ボ
の
し
や
す
さ
で
す
。
今
ま
で
に
、
同
じ
く
商
店
街
の
販

売
促
進
事
業
で
あ
る
「
１
０
０
円
商
店
街
」
や
、
異
分
野

で
は
、
婚
活
や
医
療
・
福
祉
、

伝
統
文
化
の
イ
ベ
ン
ト
と

コ
ラ
ボ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
の
高
校
や

専
門
学
校
、
大
学
の
学
生

と
コ
ラ
ボ
も
し
て
い
ま
す
。

当
日
の
イ
ベ
ン
ト
運
営
だ

け
で
な
く
、
事
前
に
個
店

を
取
材
し
て
、
ゲ
ー
ム
の

物
語
を
制
作
し
た
り
、
店

舗
出
店
し
た
り
し
て
、
商

品
販
売
や
学
校
の
活
動
紹

介
を
行
っ
て
い
ま
す
。
学
生
が
、
地
域
の
商
店
を
身
近
に

感
じ
、
店
主
と
親
し
く
な
る
こ
と
か
ら
、
郷
土
愛
も
生
ま

れ
、
定
住
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

先
般
は
、
中
京
エ
リ
ア
か
ら
、「
防
災
を
テ
ー
マ
に
し

た
イ
ベ
ン
ト
で
活
用
で
き
な
い
か
？
」
と
の
問
い
合
わ
せ

も
あ
り
、商
店
街
活
性
化
以
外
に
も
、地
域
が
抱
え
る
様
々

な
課
題
の
解
決
ツ
ー
ル
と
し
て
有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

◆◆  

子
供
た
ち
の
思
い
出
に

◆
　

ま
ち
あ
そ
び
人
生
ゲ
ー
ム
は
、
あ
く
ま
で
も
ツ
ー
ル
で

す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
え
ば
、
個
店
の
売
上
が
ガ
ン
ガ

ン
上
が
る
、
そ
の
よ
う
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

個
店
の
創
意
工
夫
な
く
し
て
は
、
販
売
促
進
に
は
繋
が

り
ま
せ
ん
。
現
在
は
、
ゲ
ー
ム
の
専
用
通
貨
獲
得
額
に
応

じ
て
商
品
券
に
換
金
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
に
し
な
い
た
め
、
日
ご
ろ

の
購
買
活
動
と
ゲ
ー
ム
の
専
用
通
貨
を
つ
な
げ
る
こ
と
も

考
え
て
い
ま
す
。

　

個
店
の
販
売
促
進
は
、
死
活
問
題
で
あ
り
、
個
店
の
存

亡
は
、
商
店
街
の
死
活
問
題
で
す
。
ひ
と
つ
の
イ
ベ
ン
ト

を
販
売
促
進
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
、
極
め
て
重
要
な
こ
と

で
す
。

　

し
か
し
、
そ
ん
な
直
接
商
売
に
繋
が
る
話
と
は
別
に
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
、
地
元
の
商
店
街
を
歩
き
、
店
主

と
お
し
ゃ
べ
り
し
、紙
幣
の
や
り
と
り
に
一
喜
一
憂
す
る
。

そ
ん
な
１
日
が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
と
感
じ
ま
す
。
楽

し
か
っ
た
記
憶
の
１
つ
に
商
店
街
が
刻
ま
れ
る
こ
と
で
、

ま
た
そ
こ
へ
行
き
た
い
と
想
う
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
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◆◆  

子
ど
も
た
ち
が
運
営
す
る
ま
ち

◆  「
と
さ
っ
子
タ
ウ
ン
」

　

高
知
に
は
「
と
さ
っ
子
タ
ウ
ン
」
と
い
う
子
ど
も
た
ち

が
運
営
す
る
ま
ち
が
あ
る
。
ま
ち
と
い
っ
て
も
実
際
の
ま

ち
で
は
な
く
、
毎
年
夏
休
み
の
２
日
間
、
限
定
で
現
れ

る
「
架
空
の
ま
ち
」
で
あ
る
。
こ
の
ま
ち
の
中
で
は
、
小

学
校
４
年
生
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も
た
ち

４
０
０
人
が
市
民
と
な
り
、
仕
事
や
消
費
活
動
、
納
税
、

選
挙
な
ど
を
行
う
。
現
実
の
社
会
で
大
人
た
ち
が
し
て
い

る
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
が
疑
似
体
験
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
体
験
を
通
し
て
、
自
主
性
や
主
体
性
を
養
う
と
と

も
に
現
実
の
社
会
や
地
域
に
関
心
を
持
つ
き
っ
か
け
の
場

に
す
る
こ
と
を
狙
い
と
し
、
２
０
０
９
年
か
ら
開
催
し
て

い
る
。

　

企
画
・
運
営
は
、
県
内
の
社
会
人
や
高
校
生
・
大
学
生

で
つ
く
る
と
さ
っ
子
タ
ウ
ン
実
行
委
員
会
が
中
心
と
な

り
、
私
ど
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
高
知
市
民
会
議
が
事
務
局
を
担
っ
て

い
る
。
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
県
内
の
企
業
や
行
政
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
の
方
々
の
協
賛
・
協
力
を
得
て
、
約
50
種
類
の
ブ
ー

ス
を
設
け
て
い
る
。
地
域
に
あ
る
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
と

い
っ
た
資
源
を
フ
ル
活
用
さ
せ
て
頂
き
、
地
域
全
体
で
子

ど
も
た
ち
を
育
ん
で
い
る
。
将
来
的
に
こ
の
子
ど
も
た
ち

が
地
域
を
担
う
存
在
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
目
標
に
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

◆◆  
飲
み
な
が
ら
食
べ
な
が
ら

◆  
子
ど
も
た
ち
を
応
援
す
る
仕
組
み

　

と
さ
っ
子
タ
ウ
ン
の
開
催
に
は
約
１
０
０
万
円
の
運
営

費
が
必
要
で
、
企
業
協
賛
や
寄
付
金
、
参
加
費
収
入
で
運

営
し
て
い
る
。
大
き
な
収
入
源
で
あ
る
寄
付
金
を
集
め
る

手
法
の
一
つ
と
し
て
、「
飲
み
な
が
ら
食
べ
な
が
ら
『
寄

付
ぎ
ふ
と
』」
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
と
さ
っ
子
タ

ウ
ン
を
応
援
し
て
下
さ
る
飲
食
店
の
協
力
の
も
と
、
料
理

や
飲
み
物
に
１
０
０
円
の
寄
付
金
を
上
乗
せ
し
、
提
供
す

る
「
飲
食
寄
付
」
の
仕
組
み
で
あ
る
。
お
客
さ
ん
が
「
寄

付
つ
き
商
品
（
店
舗
が
指
定
す
る
料
理
や
飲
み
物
）」
を

注
文
す
る
度
に
、
と
さ
っ
子
タ
ウ
ン
に
寄
付
が
入
る
と
い

う
も
の
だ
。
現
在
、
４
店
舗
の
協
力
で
、
毎
年
約
15
万
円

の
寄
付
を
頂
い
て
い
る
。

　

大
人
た
ち
が
高
知
の
ま
ち
で
飲
ん
だ
り
食
べ
た
り
す
る

こ
と
で
、
お
金
の
循
環
が
生
ま
れ
、
子
ど
も
た
ち
を
応
援

す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。な
に
よ
り
、人
が
集
ま
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
、
高
知
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
こ
と
を
考
え
る
時
間
が
生
ま
れ
る
。
そ
の
こ
と
が
大

事
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
と
い
っ
た

地
域
資
源
だ
け
で
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち
を
地
域
全
体
で

応
援
し
よ
う
と
い
う
想
い
の
循
環
も
始
ま
る
。

◆◆  

と
さ
っ
子
タ
ウ
ン
の
仮
想
通
貨
を

◆  

現
実
社
会
で
使
う

　

現
在
、
と
さ
っ
子
タ
ウ
ン
で
は
、
本
番
開
催
か
ら
約
１

カ
月
後
の
９
月
に
、「
と
さ
っ
子
タ
ウ
ン
写
真
展
」
と
「
ト

ス
が
使
え
る
催
し
」
を
中
心
商
店
街
の
一
つ
で
あ
る
「
大

橋
通
り
商
店
街
」
で
開
催
し
て
い
る
。「
と
さ
っ
子
タ
ウ
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ン
写
真
展
」
は
、
と
さ
っ
子
タ
ウ
ン
本
番
で
撮
影
さ
れ
た

写
真
を
展
示
・
販
売
す
る
と
い
う
も
の
。
参
加
者
は
も
ち

ろ
ん
、
家
族
と
一
緒
に
訪
れ
、
写
真
を
見
な
が
ら
と
さ
っ

子
タ
ウ
ン
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。「
ト
ス
が
使

え
る
催
し
」
は
、
と
さ
っ
子
タ
ウ
ン
で
使
用
さ
れ
て
い
る

「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
（
ト
ス
）」
と
い
う
仮
想
通
貨
を
現
実
社
会
（
商

店
街
）
で
使
え
る
取
り
組
み
で
あ
る
。
と
さ
っ
子
タ
ウ
ン

初
代
市
長
が
「
ト
ス
を
本
物
の
ま
ち
で
使
い
た
い
」
と
つ

ぶ
や
い
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
大
橋
通
り
商
店
街
振
興

組
合
協
力
の
も
と
、
２
０
１
０
年
か
ら
開
催
し
て
い
る
。

　

元
々
、
大
橋
通
り
商
店
街
振
興
組
合
主
催
で
、「
る
ん

だ
商
店
街
」
と
い
う
子
ど
も
対
象
の
仕
事
体
験
事
業
が
年

１
回
開
催
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
中
で
は
「
る
ん
だ
」
と
呼

ば
れ
る
地
域
通
貨
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
現
実
の
商

店
街
で
買
い
物
が
で
き
る
仕
組
み
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

た
。
そ
こ
か
ら
仮
想
通
貨
「
ト
ス
」
を
地
域
通
貨
「
る
ん

だ
」
に
換
金
し
、
本
物
の
ま
ち
（
商
店
街
）
で
使
用
で
き

る
仕
組
み
が
考
案
さ
れ
た
。
換
金
は
「
10
ト
ス
＝
５
０
０

る
ん
だ
（
５
０
０
円
分
）」
に
設
定
さ
れ
、
一
人
当
た
り

５
０
０
円
分
の
買
い
物
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

毎
年
、
と
さ
っ
子
タ
ウ
ン
参
加
者
４
０
０
人
の
う
ち
、

約
半
数
が
参
加
し
、
お
よ
そ
10
万
円
が
商
店
街
で
使
わ
れ

る
。
ま
た
、
家
族
や
兄
弟
、
友
達
連
れ
で
参
加
す
る
こ
と

が
多
く
、２
０
０
人
以
上
の
人
た
ち
が
商
店
街
を
訪
れ
る
。

一
緒
に
来
た
家
族
や
兄
弟
は
「
る
ん
だ
」
を
も
っ
て
い
な

い
た
め
、
買
い
物
を
す
る
場
合
は
本
物
の
お
金
（
円
）
を

使
う
こ
と
に
な
る
。
１
日
に
10
万
円
以
上
の
経
済
効
果
を

生
む
だ
け
で
は
な
く
、
中
心
商
店
街
に
多
く
の
人
、
特
に

子
ど
も
た
ち
が
来
る
こ
と
で
、商
店
街
自
体
が
活
気
付
く
。

子
ど
も
た
ち
は
と
さ
っ
子
タ
ウ
ン
の
中
で
働
き
稼
い
だ
お

金
を
現
実
の
社
会
で
使
う
こ
と
で
、
社
会
と
リ
ア
ル
に
つ

な
が
り
、働
く
達
成
感
を
感
じ
る
と
と
も
に
、本
当
の
「
消

費
」
も
体
験
で
き
る
。
社
会
の
一
員
で
あ
り
、
一
消
費
者

で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。◆◆  

参
加
者
か
ら
、

◆  

運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
支
え
る
側
へ

　

２
０
０
９
年
に
開
始
し
た
と
さ
っ
子
タ
ウ
ン
は
、
今
年

度
で
８
回
目
を
迎
え
、
延
べ
約
３
０
０
０
人
の
子
ど
も
た

ち
が
と
さ
っ
子
タ
ウ
ン
を
経
験
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で

社
会
人
や
大
学
生
を
中
心
に
企
画
運
営
を
行
っ
て
き
た

が
、
こ
こ
数
年
、
高
校
生
の
参
画
が
増
え
て
い
る
。
要
因

の
一
つ
と
し
て
、
と
さ
っ
子
タ
ウ
ン
を
経
験
し
た
子
ど
も

た
ち
（
元
市
民
）
が
高
校
生
に
な
り
「
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

参
加
し
た
い
」
と
実
行
委
員
会
に
参
加
し
て
く
れ
た
こ
と

が
あ
る
。
参
加
者
か
ら
運
営
ス
タ
ッ
フ
へ
と
目
に
見
え
る

人
的
循
環
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
高
校
生

は
、
今
で
は
大
学
生
や
社

会
人
ら
と
と
も
に
実
行
委

員
会
の
中
核
的
存
在
で
あ

る
。
ど
ん
ど
ん
と
成
長
し
て

い
く
彼
ら
彼
女
ら
を
見
て
、

大
人
た
ち
だ
け
が
地
域
を

担
う
存
在
で
は
な
い
と
つ

く
づ
く
実
感
す
る
。
す
で

に
地
域
の
担
い
手
と
し
て

次
世
代
を
支
え
る
存
在
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の

高
知
の
地
域
づ
く
り
が
ど

の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
く
の

か
、
期
待
が
膨
ら
み
今
か

ら
楽
し
み
で
仕
方
が
な
い
。
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◆◆  「
し
ま
と
く
通
貨
」
の
概
要
と
効
果

◆
　

長
崎
県
内
関
係
離
島
市
町
（
対
馬
市
、
壱
岐
市
、
五
島

市
、
小
値
賀
町
、
新
上
五
島
町
、
佐
世
保
市
宇
久
町
、
長

崎
市
高
島
町
）
で
共
通
使
用
で
き
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
「
し
ま
と
く
通
貨
」
は
、
観
光
客
を
離
島
に
誘
致
す

る
こ
と
で
、
離
島
の
交
流
人
口
拡
大
を
図
り
、
離
島
経
済

の
活
性
化
並
び
に
離
島
の
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
旅
行
者
向
け
の
地
域
通
貨
と
し
て
、

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
販
売
開
始
し
ま
し
た
。

　
「
し
ま
と
く
通
貨
」
は
、
千
円
券
を
６
枚
１
セ
ッ
ト
と

し
て
５
千
円
で
販
売
（
プ
レ
ミ
ア
ム
20
％
）
し
、
島
の
宿

泊
施
設
、
お
土
産
店
、
飲
食
店
、
レ
ン
タ
カ
ー
な
ど
様
々

な
施
設
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、離
島
へ
の
誘
客
に
繋
が
る
よ
う
旅
行
会
社
と「
し

ま
と
く
通
貨
」と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。フ
リ
ー

プ
ラ
ン
旅
行
者
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
添
乗
員
付
き
ツ
ア
ー

の
食
事
等
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
全
国
各
地
か
ら
観
光
客
が
県
内
離
島
へ
お
越
し
下

さ
い
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
か
ら
平
成
27
年
度
の
３
年
間
で
、
一
般
販

売
分
、
旅
行
商
品
分
を
合
わ
せ
２
２
２
万
５
千
セ
ッ
ト
を

販
売
し
、
島
内
の
加
盟
店
で
の
消
費
額
は
１
０
４
億
円
を

超
え
ま
し
た
。

　
「
し
ま
と
く
通
貨
」
の
発
行
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
に
県

内
離
島
向
け
旅
行
商
品
が
造
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、
北

海
道
、
北
関
東
、
北
陸
、
東
海
等
日
本
全
国
か
ら
新
た
な

ツ
ア
ー
に
よ
る
観
光
客
が
来
島
し
、
閑
散
期
で
あ
っ
た
冬

場
、
年
末
・
年
始
に
も
ツ
ア
ー
に
よ
る
観
光
客
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
崎
県
観
光
統
計
を
基
に
「
し
ま
と
く
通
貨
」

発
行
エ
リ
ア
と
エ
リ
ア
外
の
事
業
開
始
前
・
開
始
後
３
年

間
の
観
光
客
数
及
び
観
光
消
費
額
平
均
の
伸
び
を
比
較
し

た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
の
指
標
も
発
行
エ
リ
ア
が
大
き
く
上

回
り
、
県
外
客
は
、
単
年
平
均
で
15
万
７
千
人
、
観
光
消

費
額
は
単
年
平
均
で
23
億
１
７
７
５
万
円
と
い
う
推
定
効

果
が
現
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
３
市
２
町
（
壱
岐
市
、
五
島
市
、
小

値
賀
町
、
新
上
五
島
町
、
佐
世
保
市
宇
久
町
）
は
、
市
町

単
独
予
算
で
、
平
成
28
年
４
月
か
ら
も
引
き
続
き
「
し
ま

と
く
通
貨
」
を
発
行
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

◆◆  「
し
ま
と
く
通
貨
」
の
課
題

◆
　

一
方
で
、
３
年
間
の
紙
に
よ
る
通
貨
の
発
行
経
験
か
ら

い
ろ
ん
な
課
題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
し
ま
と
く
通
貨
を

利
用
す
る
観
光
客
の
立
場
か
ら
見
る
と
、「
購
入
の
際
、

販
売
窓
口
が
混
み
合
っ
て
い
る
」「
追
加
購
入
を
し
た
い

と
き
に
、
販
売
所
ま
で
遠
い
」「
家
族
分
を
購
入
す
る
と

か
さ
ば
る
」
等
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
ま
と
く
通
貨
を
受
け
取
る
加
盟
店
の
立
場
か
ら
見
る

と
、「
換
金
所
に
持
っ
て
い
く
の
が
大
変
」「
換
金
手
続
き

が
面
倒
で
、
手
間
が
か
か
る
」
こ
と
も
あ
り
、
簡
単
に
決

済
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

発
行
委
員
会
と
し
て
も
、「
離
島
か
ら
書
類
が
届
く
ま

で
換
金
が
で
き
な
い
」「
販
売
額
は
１
月
毎
に
し
か
分
か

ら
な
い
」「
通
貨
の
利
用
状
況
は
加
盟
店
が
精
算
し
な
い

限
り
全
く
解
ら
な
い
」「
加
盟
店
が
受
け
取
っ
た
金
券
を

他
店
で
利
用
す
る
ケ
ー
ス
（
不
正
利
用
）
も
あ
る
」
等
の

課
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

◆◆  

電
子
地
域
共
通
通
貨
の
導
入

◆
　

こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
加
え
、
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

デ
ー
タ
の
収
集
・
活
用
の
た
め
に
平
成
28
年
10
月
１
日
か

ら
、
紙
の
「
し
ま
と
く
通
貨
」
を
全
て
廃
止
し
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
等
の
情
報
通
信
機
器
を
活
用
し
た
電
子
「
し
ま

と
く
通
貨
」
を
発
行
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

購
入
方
法
は
、
利
用
者
が
専
用
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
で
個
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人
情
報
を
事
前
登
録
し
、
販
売
所
で
本
人
確
認
、

現
金
支
払
い
を
す
る
こ
と
で
、
個
別
に
発
行
さ
れ

る
「
し
ま
と
く
ウ
ォ
レ
ッ
ト
」
に
電
子
通
貨
を

チ
ャ
ー
ジ
し
ま
す
。
ま
た
、
追
加
購
入
に
際
し
て

は
、
ウ
ェ
ブ
経
由
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る

購
入
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

利
用
方
法
は
、
加
盟
店
で
し
ま
と
く
ウ
ォ
レ
ッ

ト
を
表
示
し
、
利
用
し
た
い
金
額
を
入
力
し
て
決

済
画
面
を
表
示
し
ま
す
。
加
盟
店
が
決
済
画
面
に

電
子
ス
タ
ン
プ
を
押
す
こ
と
で
決
済
は
完
了
し
ま

す
。決
済
完
了
後
は
、「
し
ま
と
く
通
貨
」の
チ
ャ
ー

ジ
残
高
が
し
ま
と
く
ウ
ォ
レ
ッ
ト
に
表
示
さ
れ
、

次
の
加
盟
店
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆◆  

電
子
地
域
共
通
通
貨
に
お
け
る
効
果
と
期
待

◆
　

電
子
通
貨
の
発
行
に
よ
り
、
利
用
者
の
利
便
性

向
上
が
図
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
発
生

し
て
い
た
金
券
の
印
刷
・
配
送
・
保
管
等
紙
幣
を

取
り
扱
う
手
間
と
い
っ
た
直
接
コ
ス
ト
か
ら
解
放

さ
れ
、
加
え
て
加
盟
店
で
の
決
済
・
精
算
と
い
っ

た
繁
雑
な
業
務
に
よ
る
間
接
コ
ス
ト
か
ら
も
解
放

さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
電
子
「
し
ま
と
く
通
貨
」
を
購
入
、
利
用
す

る
た
び
に
委
員
会
の
サ
ー
バ
ー
に
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
、

発
行
総
額
、
利
用
額
、
残
高
等
が
一
元
管
理
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。ど
こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の
、ど
う
い
っ

た
年
代
の
方
が
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
い
く
ら
等
、
紙
幣
で

は
拾
い
き
れ
な
い
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

デ
ー
タ
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
販
売
か
ら
わ
ず
か
な
時
間
し
か
経
過
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
お
土
産
が
購
入
さ
れ
る
時
間
帯
や
島
内
で
の
動

き
、
島
か
ら
島
へ
の
動
き
な
ど
興
味
深
い
デ
ー
タ
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
新
た
な
旅
行
商
品
の
造
成
や

年
代
ご
と
の
お
薦
め
観
光
ス
ポ
ッ
ト
紹
介
等
々
し
ま
へ
の

誘
客
、
観
光
戦
略
に
活
用
で
き
る
デ
ー
タ
が
収
集
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
採
用
し
た
電
子
ス
タ
ン
プ
は
、
単
な
る
電

子
決
済
の
た
め
の
ツ
ー
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
平
成
32

年
（
２
０
２
０
年
）
４
千
万
人
の
目
標
値
で
あ
る
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
取
り
込
み
に
も
活
用
で
き
る
よ
う
、
４
カ
国
語

に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
電
子
ス
タ
ン
プ
の
イ
ン

フ
ラ
資
産
は
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
等
の
二
次
利
用
も
可
能
で

す
。

　

長
崎
県
の
離
島
に
お
い
て
、
全
国
に
先
駆
け
た
新
た
な

取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
フ
ィ

ン
テ
ッ
ク
（
Ｉ
Ｔ
技
術
を
使
っ
た

金
融
サ
ー
ビ
ス
）
の
視
点
で
企
業

か
ら
も
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ぜ
ひ
、電
子
地
域
通
貨「
し

ま
と
く
通
貨
」
を
ご
購
入
い
た
だ

き
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
長
崎
県
の
し

ま
へ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。
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販売窓口

発行委員会

しま加盟店

電子スタンプスキーム

しまへの
旅行者等

②購入手続き
・身分証の提示
・代金の支払い

③ＱＲコード（紙）を渡す

⑤加盟店が電子スタンプで押印して決済

⑤利用データを自動で転送
⑦加盟店への送金

⑥利用データを
集計し転送

③月締めで委員会に
販売代金の入金

受託
事業社

①
事前購入申込
・WEBで事前に住所、
氏名等の情報を入力

④ＱＲコードを読み込んで
デジタル通貨をスマートフォン又は
フィーチャーフォンで受け取り

地域づくり 特集編

利用画面

電
子
ス
タ
ン
プ

スタンプ押下待機画面

消込済み画面



　

総
務
省
で
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
経
済
の
好
循
環
を
確
立

す
る「
ロ
ー
カ
ル
・
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」の
実
行
を
掲
げ
、様
々

な
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。
そ
れ
は
、農
産
物
や
木
材
、

地
場
産
品
や
景
観
等
の
地
域
資
源
と
、
地
域
金
融
機
関
の

資
金
を
結
び
つ
け
て
、
地
域
で
雇
用
を
創
出
し
、
税
収
に

も
つ
な
が
る
よ
う
な
地
域
密
着
型
企
業
（
事
業
）
を
全
国

各
地
で
立
ち
上
げ
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
地
域
経
済
の
好

循
環
を
拡
大
し
て
い
く
施
策
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
地
域
経
済
の
好
循
環
の
拡
大
に
向
け
た
総

務
省
の
施
策
の
う
ち
、
次
の
２
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

い
て
説
明
し
て
い
き
た
い
。

　

１
つ
は
、「
ロ
ー
カ
ル
１
０
０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
あ
る
。
産
業
競
争
力
強
化
法
に
基
づ
く
創
業
支
援
事
業

計
画
を
中
小
企
業
庁
や
金
融
庁
な
ど
と
と
も
に
支
援
し
、

自
治
体
と
地
域
金
融
機
関
及
び
商
工
会
議
所
・
商
工
会
等

が
緊
密
に
連
携
す
る
「
産
学
金
官
」
の
枠
組
み
に
よ
り
、

地
域
の
資
源
と
資
金
を
活
用
し
て
、
雇
用
吸
収
力
の
大
き

い
地
域
密
着
型
企
業
（
事
業
）
を
全
国
各
地
で
立
ち
上
げ
、

所
得
と
雇
用
を
創
出
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

も
う
１
つ
は
、「
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
あ
る
。
平
成
28
年
４
月
か
ら
の
電
力
の
小

売
全
面
自
由
化
に
よ
る
市
場
の
創
出
を
踏
ま
え
て
、
年
間

約
18
兆
円
と
も
言
わ
れ
て
い
る
電
気
代
の
一
部
を
地
域
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
に
回
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
地
域
で
の

金
融
需
要
の
喚
起
に
つ
な
が
り
、
大
き
な
地
域
経
済
好
循

環
の
実
現
ツ
ー
ル
と
な
り
得
る
。
こ
の
た
め
、
バ
イ
オ
マ

ス
、
廃
棄
物
等
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
地
域
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
事
業
導
入
計
画
（
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）
の
策
定

を
支
援
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
文
中
の
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
、
筆
者
の
個
人

的
な
見
解
で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

「
ロ
ー
カ
ル
１
０
０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　
「
ロ
ー
カ
ル
１
０
０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
関
係

各
省
庁
が
連
携
し
て
、
産
学
金
官
の
地
域
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー

ブ
ル
を
基
盤
に
、
雇
用
吸
収
力
の
大
き
な
地
域
密
着
型
企

業
（
事
業
）
の
立
ち
上
げ
を
支
援
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
る
。
各
自
治
体
が
核
と
な
っ
て
、
地
域
金
融
機
関
等
と

連
携
し
、
平
成
26
年
１
月
に
施
行
さ
れ
た
産
業
競
争
力
強

化
法
に
基
づ
く
市
町
村
の
創
業
支
援
事
業
計
画
に
基
づ
い

て
、
各
市
町
村
が
５
〜
６
事
業
程
度
事
業
を
立
ち
上
げ
る

こ
と
で
、
全
国
で
は
約
１ 

７
０
０
市
町
村
×
５
〜
６
事

業
程
度

≒

１
０
０
０
０
事
業
程
度
が
創
業
さ
れ
る
こ
と

を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
地
域
密
着
型
企
業
（
事
業
）
と
は
、
①
地
域
金

融
機
関
の
融
資
を
伴
う
も
の
、
②
雇
用
吸
収
力
の
大
き
な

も
の
、
か
つ
③
地
元
の
原
材
料
を
活
用
す
る
も
の
と
定
義

し
て
い
る
。
創
業
支
援
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
平
成
28

年
８
月
の
調
査
時
点
で
、
１
４
８
８
市
町
村
が
策
定
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
同
年
８
月
31
日
の
第
９
回
認
定
ま
で

に
、
１
０
５
８
件
（
47
都
道
府
県
１
１
９
５
市
区
町
村
）

が
認
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
総
務
省
は
、
共
管

で
あ
る
中
小
企
業
庁
等
と
と
も
に
、
全
市
町
村
に
よ
る
計

画
策
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
引
き
続
き
推
進
し
て
い
る
。

　
「
地
域
経
済
循
環
創
造
事
業
交
付
金
」
は
、
そ
の
中
で

も
最
も
強
力
な
創
業
支
援
施
策
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
旦

事
業
が
立
ち
上
が
れ
ば
、
地
域
で
雇
用
を
創
出
し
、
地
域

か
ら
原
材
料
を
購
入
す
る
こ
と
で
、
地
元
に
も
資
金
還
元

が
な
さ
れ
た
上
で
、
毎
年
の
営
業
利
益
が
黒
字
に
な
る
こ

と
が
十
分
期
待
で
き
る
も
の
の
、
初
期
の
設
備
投
資
の
資

金
を
金
融
機
関
か
ら
の
借
り
入
れ
で
賄
う
に
は
十
分
で
な

い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
あ
っ
た
と
す
る
。
借
入
返
済
の
原

資
は
、
税
引
き
後
利
益
と
減
価
償
却
費
（
本
来
は
将
来
の

再
投
資
の
た
め
に
留
保
す
べ
き
資
金
）
で
あ
り
、
金
融
機

関
の
融
資
可
能
額
に
は
限
度
が
あ
る
。
こ
れ
を
超
え
る
初

期
投
資
額
が
必
要
な
場
合
、
自
己
資
金
に
よ
る
出
資
を
増

額
す
る
か
、
無
理
し
て
融
資
を
増
や
そ
う
と
す
れ
ば
、
経

営
者
保
証
等
の
担
保
の
上
乗
せ
を
求
め
ら
れ
る
。し
か
し
、

人
口
減
少
が
見
込
ま
れ
る
地
域
で
の
将
来
見
通
し
は
厳
し

く
、
出
資
の
増
加
や
担
保
の
上
乗
せ
が
実
現
す
る
こ
と
は

厳
し
い
。
そ
の
結
果
、
せ
っ
か
く
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が

放
置
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

　

そ
こ
で
自
治
体
が
、
必
要
な
初
期
投
資
額
と
金
融
機
関

の
融
資
可
能
限
度
額
と
の
差
額
を
補
助
し
て
事
業
の
立
ち
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地
域
資
源
を
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し
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済
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環
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ト
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化
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総
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省
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域
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ロ
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カ
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０
０
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ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と

「
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
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中
心
に
―
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ローカル10,000プロジェクト

支援の内容・要件

○ 地域金融機関から融資を受けて事業化に取り組む民間事業者が、
事業化段階で必要となる初期投資費用について、
都道府県又は市町村が助成する場合に支援
・融資比率

公費による交付額（国費＋地方費）：地域金融機関融資＝１：１以上
・公費による交付額の上限

原則2,500万円
融資比率が１：２以上の事業については、4,000万円

・補助率
原則、公費による交付額の１／２
条件不利地域で財政力の弱い市町村（財政力指数0.5未満）は２／３

特に財政力の弱い市町村（財政力指数0.25未満）は３／４
全くの新規分野における事業の立ち上げであり、
新規性・モデル性の極めて高い事業は１０／１０

○ 地域金融機関からの融資は、無担保無保証を条件とし、
事業キャッシュフローの継続的な把握によるコンサルティング機能が
発揮されるものとすること

○ 支援の対象となる事業は、地域資源を活かした先進的で持続可能な
事業であって、地域経済の循環効果（投資効果、地元雇用創出効果、
地元原材料活用効果、課税対象利益等創出効果等）を創出する事業
であることに加え、以下の要件を満たすこと
・事業の実施により、自治体の負担により直接解決・支援すべき
公共的な地域課題への対応の代替となること

・他の同様の公共的な地域課題を抱える自治体に対する
高い新規性・モデル性があること

○ 産学金官の連携により、地域の資源と資金を活用して、雇用吸収力の大きい地域密着型企業の立ち上げ
を支援

331億円（7年）

地域金融機関
融資誘発効果

101億円

地域経済循環
創造事業交付金

95億円

（自己資金等）
27億円

投資効果

223億円
（対交付金2.3倍）

地元雇用創出効果

地元原材料活用効果

キャッシュフロー創出効果

431億円（7年）
対交付金 4.5倍

787億円（7年）
対交付金 8.3倍

うち、税創出効果

税引き後当期利益から
地域金融機関の資金回収

69億円（7年）

実績（287事業） 見込まれる効果

地域経済好循環推進プロジェクト
為替変動にも強い地域の経済構造改革と地方からのＧＤＰの押し上げ

ローカル10,000プロジェクト 分散型エネルギーインフラプロジェクト

・全国の８3%(1,453)の市区町村が創業支援事業計画の

策定に取り組んでおり、関係省庁と連携して、
さらに全国各地での産学金官連携を推進

・「地域経済循環創造事業交付金」により、
公共性・モデル性の高い地域密着型企業の立ち上げを支援
地域金融機関による資金の活用を拡大

・関係省庁と連携して、ローカル・アベノミクスの全国展開を

効果的に推進

・バイオマス等の地域資源を活用した地域エネルギー企業
を立ち上げるため、平成26年度に14団体、平成27年度に
新たに14団体でマスタープランを策定

・地域エネルギーの事業化に向けて、関係省庁による
タスクフォースを活用し、横串で集中支援

・ＴＰＰを契機に、自治体が核となって、地域産品の海外への
販路開拓や対日直接投資を関係機関と連携して推進

・産地体験・見学ツアーや地域産品
フェア等を通じて、地域産品や食の
魅力をより効果的に発信

・平成27年度に８団体で事業を
推進し、市民や民間事業者に
開放された新しい公共空間を創出

・「公共施設再生ナビ」を活用し、
クリエーターと自治体インフラ
とのマッチングを推進

自治体インフラの民間開放

地域経済グローバル循環創造事業 公共施設オープン・リノベーション

○ ローカル・アベノミクスを深化させ、強い地域経済・産業を再生

○ 地域における成長と分配の好循環を一層強化し、所得や需要の増加を持続的成長に結びつける



上
げ
支
援
を
行
っ
た
場
合
に
、
そ
の
自
治
体
に
交
付
さ
れ

る
の
が
地
域
経
済
循
環
創
造
事
業
交
付
金
で
あ
る
。

　

地
域
経
済
循
環
創
造
事
業
交
付
金
に
よ
る
支
援
の
要
件

と
し
て
、
物
的
担
保
や
経
営
者
保
証
な
ど
を
求
め
な
い
無

担
保
・
無
保
証
の
融
資
を
地
域
の
金
融
機
関
か
ら
確
保
す

る
こ
と
を
要
件
と
し
て
い
る
。
い
わ
ば
、
地
域
金
融
機
関

に
は
、
自
ら
リ
ス
ク
を
負
っ
て
融
資
を
行
う
こ
と
を
求
め

て
い
る
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
）。
こ
れ
は
、

地
域
金
融
機
関
に
よ
る
事
業
性
の
審
査
（
目
利
き
）
や
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
機
能
の
発
揮
、
販
路
開
拓
や
専
門
人
材

の
活
用
等
に
よ
る
き
め
の
細
か
い
支
援
を
期
待
す
る
た
め

で
あ
る
。

　

そ
の
結
果
、事
業
継
続
に
よ
り
相
当
程
度
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

フ
ロ
ー
創
出
効
果
が
見
込
ま
れ
、
地
域
内
に
再
投
資
さ
れ

る
こ
と
で
、
新
た
な
地
元
の
雇
用
が
生
み
出
さ
れ
、
地
元

の
原
材
料
も
活
用
さ
れ
、
法
人
関
係
税
収
も
入
っ
て
く
る

と
い
う
経
済
の
好
循
環
が
産
み
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

平
成
27
年
度
ま
で
に
、
２
８
７
の
事
業
に
対
し
て
、
地

域
経
済
循
環
創
造
事
業
交
付
金
の
交
付
決
定
が
な
さ
れ
て

き
た
が
、
次
に
、
そ
の
事
例
の
一
つ
と
し
て
徳
島
県
の
特

産
品
を
活
用
し
た
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
製
造
・
販
売
事
業
を

紹
介
す
る
。

○
特
産
品
「
柚
香
」
を
活
用
し
た
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
づ
く
り
（
徳
島
県
）

　

徳
島
県
の
特
産
品
の
一
つ
と
し
て
、
主
に
県
内
西
部
山

間
部
で
作
ら
れ
る
「
柚
香
（
ゆ
こ
う
）」
と
い
う
柑
橘
類

の
果
実
が
あ
り
、そ
の
ほ
と
ん
ど
が
酢
の
原
料
に
な
る
が
、

そ
の
消
費
量
は
限
ら
れ
て
お
り
、
生
産
過
剰
分
は
収
穫
さ

れ
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
こ
に
着
目
し
た
事
業
者
が
、
地
域
経
済
循
環
創
造
事

業
交
付
金
を
受
け
、
こ
の
果
実
を
オ
レ
ン
ジ
ピ
ー
ル
の
代

わ
り
に
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
香
り
づ
け
の
原
料
と
し
て
活

用
す
る
事
業
を
、
徳
島
県
上
勝
町
で
創
業
し
て
い
る
。
地

域
の
農
家
か
ら
原
料
と
な
る
「
柚
香
」
を
購
入
し
、
水
は

上
勝
町
の
天
然
水
（
湧
き
水
）
を
使
用
し
、
工
場
等
で
醸

造
後
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
と
し
て
販
売
を
行
っ
て
い
る
。
工

場
に
併
設
さ
れ
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
サ
イ
ト
と
連
動
し
て
、

同
町
の
観
光
拠
点
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
。
既
存
の
人

員
に
加
え
、２
名
の
新
規
雇
用
も
生
ま
れ
て
い
る
。
現
在
、

麦
芽
や
ホ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
他
社
か
ら
の
購
入
に
頼
っ
て

い
る
が
、
ゆ
く
ゆ
く
は
、
全
て
地
元
産
の
材
料
で
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
ビ
ー
ル
の
製
造
を
行
う
た
め
、
町
内
の
遊
休
農
地

を
活
用
し
た
麦
や
ホ
ッ
プ
の
栽
培
等
、
中
山
間
地
域
で
の

地
域
経
済
の
循
環
、
雇
用
の
拡
大
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ

て
い
る
。

　

ま
た
、
事
業
者
で
は
、
同
事
業
の
一
定
の
成
功
を
受
け
、

県
内
の
農
業
生
産
者
や
飲
食
店
と
連
携
し
、
徳
島
を
代
表

す
る
農
作
物
で
あ
る
「
鳴
門
金
時
」
や
「
す
だ
ち
」
を
原

料
と
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
地
ビ
ー
ル
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
（
他
社
ブ
ラ

ン
ド
製
品
の
製
造
）
事
業
に
も
着
手
し
て
い
る
。
県
内
飲

食
店
に
お
け
る
提
供
だ
け
で
は
な
く
、
常
温
流
通
も
可
能

な
醸
造
設
備
も
整
備
す
る
こ
と
で
、
各
飲
食
店
に
お
い
て

土
産
品
と
し
て
の
販
売
も
可
能
と
す
る
構
想
を
進
め
て
い

る
。「

分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」

　
「
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
地
域
で
の
ガ
ス
発
電
と
余
熱
を

利
用
す
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
に
よ
り
、
平
常
時
で
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
減
少
と
災
害
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自

立
を
図
り
、
自
立
的
で
持
続
可
能
な
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ

ス
テ
ム
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
電
力
の
小
売
全
面
自
由

化
に
よ
る
市
場
の
創
出
を
踏
ま
え
て
、
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー

企
業
を
創
出
し
、
新
し
い
地
域
経
済
の
成
長
戦
略
を
構
築

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
は
、
特
に
バ
イ
オ
マ
ス
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
着
目
さ
れ
る
。
バ
イ
オ
マ
ス
は
、
発
電
だ
け

で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
は
２
割
程
度
に
と
ど
ま
る
が
、
熱

も
あ
わ
せ
て
利
用
す
れ
ば
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
は
８
割
以
上

に
な
る
。
バ
イ
オ
マ
ス
の
熱
利
用
は
、
地
産
地
消
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
の
典
型
で
あ
る
。
各
家
庭
で
の
最
終
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
の
３
分
の
２
が
熱
で
あ
り
、
一
度
発
電
し
て
、

そ
の
電
気
を
熱
に
変
え
て
使
う
と
い
う
よ
り
は
、
熱
は
熱

の
ま
ま
供
給
す
る
こ
と
が
合
理
的
で
あ
る
。
た
だ
し
、
熱

は
熱
湯
に
し
て
送
付
す
る
た
め
熱
供
給
管
が
必
要
と
な
る

こ
と
、
熱
供
給
管
で
の
送
付
は
電
力
に
比
べ
て
、
送
付
す

る
距
離
に
応
じ
て
劣
化
（
温
度
が
下
が
る
こ
と
）
が
著
し

く
な
る
と
い
う
課
題
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
熱
供
給
等
の

共
通
地
域
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
運
営
が
課
題
と
な
る
。

　

従
っ
て
、
地
域
に
お
け
る
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ

ラ
の
導
入
は
、
都
市
計
画
、
ま
ち
づ
く
り
と
一
体
と
な
っ

て
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
長
期
の
取
り
組
み

を
確
保
す
る
観
点
か
ら
も
、
自
治
体
が
主
体
的
に
取
り
組

む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
総
務
省
で
は
、
自
治
体
が
「
地

域
の
特
性
を
活
か
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
導
入
計
画
（
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）」
を
策
定
し
た
上
で
、
事
業
者
、
住
民
、

地
域
金
融
機
関
等
の
地
域
の
関
係
者
と
十
分
に
議
論
を
行

い
、
そ
の
成
果
を
踏
ま
え
実
行
に
移
し
て
い
く
こ
と
を
支

援
し
て
い
る
。

　

平
成
26
年
度
に
14
団
体
、
平
成
27
年
度
も
14
団
体
で
の

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
を
支
援
し
て
お
り
、そ
の
う
ち
、

電
力
供
給
事
業
で
事
業
化
を
成
し
遂
げ
た
鳥
取
県
米
子
市

の
事
業
内
容
を
紹
介
す
る
。

○
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
よ
る
資
金
循

環
モ
デ
ル
（
鳥
取
県
米
子
市
）
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鳥
取
県
米
子
市
に
は
、
山
陰
地

方
で
は
最
大
の
温
泉
地
と
な
る
皆

生
温
泉
郷
が
あ
り
、
旅
館
・
ホ
テ

ル
等
が
30
軒
、
年
間
宿
泊
客
数
は

約
40
万
人
と
市
の
観
光
業
を
け
ん

引
し
て
い
る
。
同
エ
リ
ア
で
は
、
病

院
や
福
祉
施
設
、
公
共
施
設
等
の

施
設
も
集
中
し
、
旅
館
・
ホ
テ
ル

等
と
あ
わ
せ
、
重
油
・
灯
油
・
都

市
ガ
ス
等
を
燃
料
と
し
た
ボ
イ

ラ
ー
が
、
相
当
程
度
、
給
湯
用
の

熱
源
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、

域
外
の
企
業
へ
地
域
の
資
金
が
流

出
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
米
子
市
で
は
、
地
元
企

業
５
社
と
も
協
議
を
重
ね
、
地
域

エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
を
設
立
し
、
ガ

ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
設
備

を
導
入
し
て
、
皆
生
温
泉
エ
リ
ア

の
旅
館
・
ホ
テ
ル
、
病
院
、
福
祉

施
設
、
公
共
施
設
等
へ
の
熱
供
給

事
業
と
、
地
域
で
作
ら
れ
る
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
電
力

と
も
組
み
合
わ
せ
た
市
全
域
へ
の

電
力
供
給
事
業
の
立
ち
上
げ
に
つ

い
て
、
平
成
27
年
３
月
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
地
産
地
消
・
資
金
循
環
モ
デ

ル
と
し
て
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
ま

と
め
て
い
る
。

　

平
成
27
年
12
月
、
米
子
市
と
地

元
企
業
５
社
に
よ
っ
て
、
地
域
エ

ネ
ル
ギ
ー
会
社
「
ロ
ー
カ
ル
エ
ナ

ジ
ー
株
式
会
社
」
を
設
立
、
平
成

28
年
11
月
末
現
在
、
残
念
な
が
ら
、
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ
ン
設
備
と
そ
れ
に
伴
う
熱
供
給
事
業
に
つ
い
て

は
導
入
さ
れ
て
い
な
い
が
、電
力
供
給
事
業
に
つ
い
て
は
、

市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
ご
み
発
電
、
民
間
企
業
の
太
陽

光
発
電
、
地
熱
発
電
に
よ
る
電
力
を
調
達
し
、
平
成
28

年
４
月
に
開
業
。
２
０
０
を
超
え
る
公
共
施
設
と
、
１

２
０
０
を
超
え
る
民
間
事
業
所
及
び
一
般
家
庭
へ
電
力
供

給
が
始
ま
っ
て
い
る
。
開
業
初
年
度
か
ら
、
単
年
度
黒
字

化
達
成
の
見
込
み
で
あ
り
、
５
名
の
雇
用
が
生
ま
れ
、
目

標
ど
お
り
の
公
共
施
設
の
電
気
料
金
の
削
減
や
、
相
当
程

度
の
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
も
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

電
力
供
給
事
業
で
生
み
出
さ
れ
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

は
、
今
後
、
熱
供
給
事
業
等
に
投
資
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、

温
泉
旅
館
・
ホ
テ
ル
等
の
ボ
イ
ラ
ー
の
更
新
時
期
に
あ
わ

せ
、
事
業
拡
張
を
検
討
し
て
い
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法
を
用
い
た
地
域
課
題
の
解
決

　
「
ロ
ー
カ
ル
１
０
０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
「
分
散

型
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
共
通
す
る

の
は
、
い
ず
れ
も
、
地
域
課
題
の
解
決
を
目
指
す
の
に
、

①
地
域
資
源
の
活
用
を
前
提
と
す
る
こ
と
と
、
②
ビ
ジ
ネ

ス
（
事
業
）
と
い
っ
た
自
立
的
で
継
続
的
な
手
法
を
用
い

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
当
然
、「
原
材
料
の
安
定

的
で
安
価
な
調
達
」
や
「
小
さ
く
始
め
て
大
き
く
育
て
る
」

等
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
る
。

　

地
域
課
題
の
解
決
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法
を
用
い
て
取
り

組
も
う
と
さ
れ
て
い
る
全
国
の
自
治
体
の
担
当
者
は
、
先

行
す
る
自
治
体
の
取
り
組
み
例
を
参
考
と
し
、
専
門
家
に

よ
る
助
言
等
も
仰
ぎ
な
が
ら
、「
ロ
ー
カ
ル
１
０
０
０
０

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
「
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
っ
た
総
務
省
の
支
援
施
策
の
活
用
も

検
討
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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地域
TOPICS
トピックスは

じ
め
に

　

袖
ケ
浦
市
は
人
口
約
６
万
２
千
人
の
ま

ち
で
、
東
京
湾
沿
い
千
葉
県
の
中
央
部
に

位
置
し
て
お
り
、
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン

や
館
山
自
動
車
道
な
ど
高
速
交
通
網
の
整

備
に
よ
り
、
首
都
圏
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
性

の
良
さ
な
ど
の
優
れ
た
立
地
条
件
を
有
し

て
い
ま
す
。

　

温
暖
な
気
候
や
肥
沃
な
大
地
な
ど
の
恵

ま
れ
た
環
境
に
お
い
て
、
農
業
が
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
工
業
で
は
京

葉
工
業
地
帯
の
一
翼
を
担
う
臨
海
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
が
石
油
・
電
気
・
ガ
ス
等
、
首
都

圏
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
地
と
し
て
揺
る
ぎ
な

い
地
位
を
築
い
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
時
代
の
変
化
に
的
確

に
対
応
し
た
産
業
振
興
を
図
る
た
め
、
本

市
産
業
の
10
年
後
を
見
据
え
た
産
業
振
興

の
指
針
と
な
る
「
袖
ケ
浦
市
産
業
振
興
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
平
成
27
年
３
月
に
策
定
し
ま

し
た
。

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
創
造

　

本
市
で
は
、
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
取

り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
都
会
に
は
な
い

魅
力
を
有
し
た
多
品
目
で
新
鮮
な
農
畜
産

物
を
活
か
し
た
地
域
特
産
品
の
開
発
を
手

掛
け
、
こ
れ
を
市
内
の
飲
食
店
等
に
普
及

さ
せ
る
活
動
の
展
開
や
、
市
内
外
の
方
々

に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
積
極
的
な
情
報

発
信
な
ど
、「
食
の
魅
力
」
を
テ
ー
マ
に

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
創
造
に
向
け
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
農
業
者

の
販
路
拡
大
、
商
業
者
の
新
た
な
商
品
の

提
供
に
よ
る
購
買
者
の
増
加
を
図
る
と
共

に
、
立
地
条
件
の
優
位
性
を
活
か
し
、
首

都
圏
か
ら
の
交
流
人
口
を
増
加
さ
せ
、
に

ぎ
わ
い
と
活
力
の
あ
る
ま
ち
を
目
指
す
も

の
で
す
。

取
り
組
み
の
概
要

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
国
の
地
方
創

生
加
速
化
交
付
金
等
を
活
用
し
、
平
成
27

年
度
か
ら
㈱
ぐ
る
な
び
と
支
援
業
務
委
託

契
約
を
結
び
、
連
携
を
図
り
な
が
ら
次
の

３
つ
の
戦
略
に
よ
り
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

◇
戦
略
①
＝
地
元
食
材
を
活
用
し
た
料
理

レ
シ
ピ
の
開
発
【
地
元
に
定
着
し
根
付

く
よ
う
な
地
域
特
産
品
づ
く
り
】

　

本
市
に
は
、
恵
ま
れ
た
環
境
で
農
業
が

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
と
い
っ
た
強
み
が

あ
る
一
方
、「
袖
ケ
浦
と
い
え
ば
○
○
！
」

と
い
え
る
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
市
を
代
表
す
る
名
物
づ
く
り

と
し
て
、
首
都
圏
で
活
躍
す
る
レ
ス
ト
ラ

ン
等
の
シ
ェ
フ
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
市

外
の
方
の
視
点
を
参
考
に
、
地
元
の
食
材

を
活
か
し
た
料
理
レ
シ
ピ
の
開
発
を
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
料
理
レ
シ
ピ
の
開
発
に
あ
た
っ

て
は
、
地
域
特
産
品
と
し
て
地
元
に
定
着

し
根
付
く
よ
う
な
料
理
レ
シ
ピ
を
目
指

し
、
担
当
シ
ェ
フ
と
地
元
の
農
業
者
及
び

商
業
者
の
方
々
と
の
意
見
交
換
を
重
ね
な

が
ら
開
発
を
進
め
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
完
成
し
た
料
理
レ
シ
ピ
を
掲

載
し
た「
袖
ケ
浦
市
産
品
レ
シ
ピ
ブ
ッ
ク
」

を
作
成
し
、
市
内
の
公
共
施
設
や
近
隣
の

観
光
施
設
等
で
の
設
置
配
布
、
イ
ベ
ン
ト

等
で
の
配
布
な
ど
の
情
報
発
信
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
：
４
人
の
洋
食
シ
ェ
フ

に
よ
り
20
品
を
開
発
（
料
理
10
品
、
ス

イ
ー
ツ
10
品
）

　

平
成
28
年
度
：
１
人
の
和
食
料
理
人

に
よ
り
８
品
を
開
発
（
料
理
６
品
、
ス

イ
ー
ツ
２
品
）

◇
戦
略
②
＝
レ
シ
ピ
料
理
講
習
会
の
開
催

【
取
り
組
み
に
係
る
機
運
の
醸
成
を
図

り
商
品
販
売
を
促
進
】

　

新
た
に
誕
生
し
た
レ
シ
ピ
料
理
を
地
域

特
産
品
と
し
て
、
市
内
飲
食
店
等
で
販
売

322017・２月号
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袖
ケ
浦
市
商
工
観
光
課
主
査

―
地
元
食
材
を
活
用
し
た
料
理
レ
シ
ピ
を
開
発
し
、
情
報
発
信
―

「
食
の
魅
力
」を
テ
ー
マ
に
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
創
造

シェフと地元の方々との意見交換会

千葉県袖ケ浦市

トピックス
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し
て
も
ら
う
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、
レ
シ

ピ
開
発
を
手
掛
け
た
シ
ェ
フ
を
講
師
に
招

き
、
市
内
の
商
業
者
を
対
象
に
レ
シ
ピ
料

理
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
参
加
者
の
「
地
域
ブ
ラ
ン
ド

の
創
造
」
に
対
す
る
機
運
の
醸
成
を
図
る

た
め
、
ぐ
る
な
び
大
学
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
に
よ
り「
食
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
」

と
い
っ
た
テ
ー
マ
の
講
座
を
行
い
、
本
取

り
組
み
の
必
要
性
に
つ
い
て
認
識
い
た
だ

い
た
後
に
、
レ
シ
ピ
料
理
の
講
習
を
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
さ
れ
な
か
っ
た
商
業
者
に

対
し
て
は
、
各
店
舗
を
個
別
訪
問
し
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

○
講
習
会
の
開
催
回
数

　

平
成
27
年
度
：
２
回

　

平
成
28
年
度
：
２
回

　

○
レ
シ
ピ
料
理
の
取
扱
い
状
況
（
平
成

28
年
12
月
時
点
）

　

洋
食
レ
シ
ピ
料
理
：
６
店
舗
で
７
品 

　

和
食
レ
シ
ピ
料
理
：
３
店
舗
で
３
品

◇
戦
略
③
＝
レ
シ
ピ
料
理
の
お
披
露
目
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
【
商
品
の
存
在
を
多
く

の
人
に
認
知
し
て
も
ら
い
購
買
意
欲
を

高
め
る
】

　

レ
シ
ピ
料
理
の
お
披
露
目
及
び
地
元
産

業
の
情
報
発
信
の
場
と
し
て
、
袖
ケ
浦
の

「
食
の
魅
力
」
を
テ
ー
マ
に
「
美
味
し
い
！

楽
し
い
！
そ
で
が
う
ら
マ
ル
シ
ェ
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
あ
た
っ
て

は
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
来
場
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
農
業
・
商
業
・
工
業
・
観

光
業
の
産
業
間
連
携
に
よ
る
オ
ー
ル
袖
ケ

浦
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
会
場
で
は
、
レ
シ
ピ
開
発
を

手
掛
け
た
シ
ェ
フ
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
て
、
考
案
し
た
料
理
・

デ
ザ
ー
ト
の
実
演
販
売
を
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
産
業
別
に
ブ
ー

ス
を
設
置
し
、
生
産
者
に
よ
る
新
鮮
野
菜

の
販
売
を
は
じ
め
、
地
元
商
店
に
よ
る
飲

食
物
や
特
産
品
な
ど
の
販
売
が
行
わ
れ
、

各
産
業
の
相
乗
効
果
を
活
か
し
た
内
容

で
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
来
場
者
の
方
々

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
商
業
ブ
ー
ス
に
お
い
て
、
レ
シ

ピ
料
理
を
再
現
し
実
際
に
商
品
と
し
て
販

売
し
た
地
元
店
舗
か
ら
は
、
イ
ベ
ン
ト
開

始
後
す
ぐ
に
完
売
す
る
な
ど
好
評
を
博

し
、
翌
日
に
は
、
お
客
様
が
直
接
店
舗
に

商
品
の
購
入
に
来
店
い
た
だ
き
、
新
た
な

顧
客
を
獲
得
で
き
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　

平
成
27
年
度
の
来
場
者
数

　
　
　
　
　

約
４
０
０
０
人

　

平
成
28
年
度
の
来
場
者
数

　
　
　
　
　

約
８
５
０
０
人

袖
ケ
浦
市
と
い
え
ば
！

　

今
回
開
発
さ
れ
た
レ
シ
ピ
料
理
を
地
域

特
産
品
と
し
て
地
元
に
定
着
さ
せ
、
多
く

の
方
々
に
認
知
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

は
、ま
ず
、多
く
の
市
内
店
舗
で
取
り
扱
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
標
と
し
な
が
ら
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
ツ
ー
ル
を

活
用
し
、
効
果
的
な
情
報
発
信
を
継
続
し

て
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

今
後
の
展
望
と
し
て
、「
袖
ケ
浦
市
と

い
え
ば
○
○
！
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
、

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
目
指
し
、
首
都

圏
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
性
の
良
さ
な
ど
の
地

理
的
優
位
性
を
活
か
し
て
、「
食
べ
に
・

買
い
に
」
市
外
か
ら
多
く
の
方
々
に
本
市

に
訪
れ
て
い
た
だ
き
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い

創
出
と
地
域
産
業
の
活
性
化
を
図
っ
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

シェフによるレシピ料理講習会

商品化され店頭で販売されているレシピ料理

地域づくり 特集編

和食と洋食の袖ケ浦市産品レシピブック
（市のHPからダウンロードができます）

イベント会場でキッチンカーの前に並ぶ来場者
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